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補助を受けて作成 したものである。



序

デ ー タベース は,わ が国 の情報化 の進展上,重 要な役 割 を果 たす もの と期待 されてい る。

今後,デ ータベースの普及 によ り,わ が国 において健全 な高度情報化社会 の形成 が期待 さ

れ る。更 に海外 に対 して提 供可能 なデ ータベースの整備 は,国 際的 な情報化 への貢献 お よ

び 自由 な情報流通 の確保 の観点 か らも必要で ある。 しか しなが ら,現 在 わが国 で流通 して

いるデ ータベースの中でわが国 独 自の もの は3割 にす ぎないのが現状 であ り,わ が国デ ー

タ ベースサー ビスひいてはバ ランス ある情報産業 の健全 な発展 を図 るためには,わ が国 独

自のデ ータベースの構築 お よびデ ータベース関連技術 の研究 開発 を強力 に促進 し,デ ータ

ベ ースの拡充 を図 る必要が あ る。

この様 な要請 に応 え るため,(財)デ ータベース振興 セ ンターで は 日本 自転車振興会 か

ら機械工業振興資金 の交付 を受 けて,デ ータベースの構築 お よび技術開発 にっいて民間企

業,団 体等 に対 して委託事業 を実施 してい る。委託事業 の内容 は,社 会的,経 済的,国 際

的 に重要 で,又 地域 および産業 の発展 の促進 に寄与す ると考 え られて いるデ ータベースの

構 築 とデ ータベー ス作成の効率化,流 通 の促進,利 用の円滑化 ・容 易化な どに関係 した ソ

フ トウ ェア技術 ・ハ ー ドウェア技術 で ある。

本 事業の推進 に当 たって,当 財団 に学識経験者の方 々で構成 され るデー タベース構築 ・

技術 開発促進委員 会(委 員長 山梨学院大学教授 蓼沼良一氏)を 設置 して いる。

この 「シルバーエイ ジの実 態及 び生活 に必要な情報 のデ ータベース構築 のための調査研

究」 は平成2年 度 のデ ータベー スの構築促進 および技術 開発促進事業 として,当 財団 が,

美崎高齢 者福祉互助会 ・美 崎生活館 に対 して委託実施 した課題の一 つで ある。 この成 果が

デ ータベースに興味 をお持 ちの方 々や諸分野の皆様方 のお役 に立 てば幸 いで ある。

尚,平 成2年 度デ ータベースの構築促進お よび技術開 発促進事業 で実施 した課題 は次表

の通 りであ る。

平成3年3月

財団 法人 デ ータベース振興セ ンタ ー
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は じめ に

近年の シルパー エイ ジ(高 齢者)の 急激 な増加 は社会的 にも種 々の問題 を提起 して お り.

国 はもちろん,市 町村,団 体,企 業 において も多数 の施 策,対 策が と られ ようとして い る。

美崎高齢者福祉互助会 ・美 崎生活館(以 下美 崎生活館 と略す)は 一部会員制 の組織 で あ

るが,こ れ等の動 きに先駆 けて現在 までの18年 間滋賀 県守山市の美崎地 区 において高齢

者の訪問看護,生 きがい事業,訪 問活動,移 送,デ イケア 一等 の事業 を行 な って きた。

美崎生活館の常 に一貫 して 目指す老人福祉 は老人 ホー ムの様 な施設収容 中心 主義の福祉

で はな く,地 域家庭 型の在宅 福祉で ある。そ して,こ れ等 の活動 は全 て常 に医師,福 祉専

門 の大学教授,福 祉 ・情報 の専門家,ボ ランテ ィアの連携 に よって行 なわれて きたという

ことが 出来 る。

近年,医 療 と福 祉,保 健の連携が いわれて お り,従 来の医療専門家 のみ,福 祉専門家 の

みの対応 では もはや高齢者の種 々の問題 は解決 は出来 な くな って きてい る。

この点 において も美崎生活館 の活動 は これ等 に先駆 けて実施 して きた という ことが出来

る。

今回 はこれ等 の医療,福 祉 の両サイ ドか ら収集 した過去 のデ ータを基 に医療 と福祉 の両

面 か らのデータベ ース,「 生活 記録(個 人 カルテ)」 を作 成 し,デ ータベース化 を行 な う

ための調査を実 施 し,試 作 した。

デ ータベースの構築 の目的 は単 につ くるとい うだけでな く,そ れ等 のデ ータを使用 して

ケイスマネ ジメ ン トをす る ことで ある。

最近,県,市 町村 レベルで も シルバーデ ータベースをつ くる ことに積極 的で あ り,こ れ

等 の動 きとも合致 してい る。

又,民 間 レベル で この様 なデ ータベースをつ くってい ると ころは まだ珍 しいと思 われ る。

今回 はパソコ ンの ワープ ロ機能 を利用 して行な ったが,今 後 は検索機 能を も兼ね備え た

もの をつ くって い きたい と考 えて いる。
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1.美 崎生活館の沿革ならびに活動
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1.1の どかな田園 都市 ・守山

「の どか な田園都市 」 を基本 に総合発展 計画を進 めてい る滋賀県守 山市 は,又 「豊か に

老 いる シルバーゾー ン」 を目指 してい る。 人口5万 を擁 す る当地 は北 に 日本一の大湖(琵

琶湖)と のどか な田園 を配 した準農村地 域で ある。古琵 琶湖層の うえに扇状 に堆積 した肥

沃 な土地 は多 くの ひとびとを集 め,独 自の文化 を育 み育 てて きた歴史都市 でもある。貝塚,

古 い住宅 跡,銅 鉾 などに古代 人 とその文化 を偲ぶ ものが少 な くない。 しか も,高 度 な科学

技術 を駆 使 した圃場整備(条 理),方 角状 の水路,潅 概設備 などそれをカルチベー トした

文化 の担 い手"も りやまび と"達 で あった。他方,「 霊 泉の泉,お おみの國 の益須群 の都

賀 山(つ かや ま)に 湧 く,も ろ もろの病 い益須寺 に停 泊 し癒 え る者多 し」(日 本書記)に

あ る様 に,わ が国初 の療養施 設(リ ハ ビ リセ ンター)と して登場 させた場所 でもあ り,い

わばハ ー ドとソフ トとを一 体 と した土地柄 を伝統 に持 った驚 くべ きところであ る。更 に中

世,こ こは多 くの紀行 や 日記 などに登場 して くる主 要 な交通路 として栄えた町(宿 場町),

そ して本願寺の破去 にあ い金森や赤野井 にのがれ住 んだ連如(1565年 一)の 活動,た

とえば寺内町化 した こと,更 には自分 の署 名入 りの本尊 を下付 しこれ を中心 に誰 もが 自由

に出入 り出来 る生涯学 習セ ンター(惣 道場=そ う)を つ くった ことで あろ う。 これがのち

に寺院化す るので あるが,県 下 で もめず ら しいほど多 くの仏教寺 院を抱えてい る寺院密 集

地 域で ある。 その3分 の2が 真宗,天 台 と続 くが,壇 信徒 の団結 にお おきな役割 と機 能 を

果 た して きた。ゆたかな宗教情緒 を育 み育てて きた精神文化 こそが この惣か らスター トし

たことを忘れて はな らない。現代 は度重 なる出水(野 洲川 の氾濫)と 風土病マ ラ リヤ との

戦 いで始 まったといって も過言 ではない。特 にマ ラ リアのそれ は長 く住民 を苦 しめて きた

が,つ いに昭和8～9年 マ ラ リヤ撲滅 の ために立ち上が った。 その エネルギ ーこそ この地

域住民の健康指向の強 さを物語 るもので あろうと思 う。 その証 しと して県立 「成 人病セ ン

ター」 をは じめ医療保健 セ ンター,県 立総合保健専門学校,県 立 こども整形外科 セ ンタ ー

などなど,い わ ゆる"メ デ ィカル ・ヘルス ゾー ン"守 山を築 いて い るのであろ う。更 に,

"ウ エル ェイ ジング ゾー ン(安 心 して天寿 を全 う出来 る地域)"を 宣言 してい る 「福

祉の町づ くり」 をすす めてい るが,い ずれ も古代人か ら受 け継がれて きたハ ー ドとソフ ト

の両面 を うま く統合 させ る,伝 統 と知 恵 を持 った保守的 な住民意識か ら組織 されて いる共

同体で あ る。
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1.2美 崎 と老後 老人問題

ここ守山市美 崎に野洲川 の天井水 にかわ る高波 は人 口の高 齢化 という高波で あろ う。現

在14.8パ ーセ ン ト(県 平均12.3パ ーセ ン ト)と 全国 平均 よ り高 い人口高齢化 はい

ろいろな老後老人問 題 を呈 しは じめてい る。

生活館 の所 在す る美崎 は南の市街部(南 部)と 対 して北部 に位 置す るところか ら,い わ

ゆ る"き た"と いわれて きて いる。 はたまた ここ(河 川敷,墓 地)に 住 まざるを得 なか っ

た ヒュマ ンエ コロ ジー(人 間生態学)的 な住居形態 な どか ら,一 種 の地理 的偏 見 にも似 た
"み なみ"に 対す る"き た"の 対置が住民意 識に色 濃 く残

ってい る地域 であ る。

親族 の結束 が濃厚 な地 域で ある反面,教 育水準 の低 さ,交 通網 や経済,文 化 な ど社会環

境 の未整備,安 全,保 健衛生 など保全 の悪 さは否定 出来 ない面 を残 した地 域で ある。 しか

しこれ を苦 に して いな い強 い市民性 を持 った地域 で ある。 と ころが,南 北 を結 ぶ対岸(堅

田)と 結 ぶ取 り付 け道路 網の開発 と整備が,新 しい住人(暴 力団関係者,幹 線道路 添 いに

立 ち並ぶ セ ックス産業,モ ーテ ル,カ ラオケ,飲 食店,パ チ ンコ店,自 動車産業)な ど,

"第2の 雄琴"(県 の恥 部)化 させて きている ことは否め ない事実 であ る
。昼間人 口 と夜

間人 口を逆転 させ従来 の静 かな住環境 とそれ に もとつ くライフスタイルは少 しず つ変 化 を

みせて きてい る。

なかんず く,こ の地域 の老 後老人問題 に取 り組んで い るわれわれの最大 の関心 は,住 民

の健康意識(検 診)の 低 さは最低の15.4パ ーセ ン トで,市 の平均(27.1パ ーセ ン

ト)を 大幅 に下 回 って い ることで ある。 それで は,住 民 の全員が健康 で快活か と問 えば,

必ず しもそうはいえ ない。 われわれの調査で は60才 以上 の中高年者 の1割 程度 に何 らか

の障害が み られ る。 病弱者 は もちろんの こと,寝 たき りや老人痴 呆が少 な くない こと,更

には何 らかの心身 の障害 ゆえに,社 会的 な適応や参加 に支 障 を持つ者,ま た新 しい家族主

義の ためか核家族化 と小家族 化がすすみ,ひ と り暮 らしの老人世帯者が相 当数 を占め られ

て いるのが 目立 っ地 域的特徴 がみ られ る。 したが って 当然,社 会的孤立 や孤独 に病 む高齢

者が少 な くない。 ここに老後老人問題 が存 在 して いる ことを指摘 して おか ねば な らな い。

こう した実情 を鑑 み住民 の健康 づ くりや老病 弱者 に生活 の場 を提 供 して,ま ず健康状 態

を改善(回 復)さ せ,残 され た機能 を更 に向上 させすす んで社 会参加出来 るよ う本人 はも

とよ りその家族 を支 え る支援 システムに取 り組 み,老 後老人問題 の一助 となるため美 崎生

活館 をオープ ンさせ福祉 サ ービスの再分配 を試みて きた住民 の住民 による活動拠点 で ある。
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1.3美 崎生活館の沿革

美 崎生活館(別 名美 崎高齢者福祉 互助 会,館 長岡 田繁雄,理 事長遠藤栄一)は 滋賀県守

山市 今浜 に現館長 が私 財を投 じて開設 した高齢者福祉 の民間施設で あ る。開所 は昭和40

年,老 人 の福祉施設(経 費老人ホ ーム)「 ガ リラヤ会 み ぎわホーム」 として出発 した。

その後,時 代 の要 請(施 設ケアーか ら在 宅ケ アーへ)に 応え るため装 いを改 め 「高齢者福

祉互助 会」(住 民 による住民の ための福 祉拠点づ くり)を 組織 して,高 齢者の医療 と福祉

の連携 をはか るプ ライマ リケ アー とデ イケ アーを実 施す ることに した。名称 も,「 美 崎生

活館 」 と改 め再出発 した。具体的 な活 動 をすすめ なが ら,他 方で は援助団体 よ り助成金 を

受 け,基 礎的 なデ イケ アー研究 をすすめ て きた。1っ は文部省の科学助成研究,こ れ はも

っぱ ら全市 を対象 に した高齢者 サー ビス セ ンター とそれ を支え る支援 グループ の組織 化,

2っ は,小 城(学 区)を 対象 としたサ ー ビスセ ンター(既 存の美崎生活館)を 生 か した医

療 と福祉 の連携 をはか るため,庭 野 平和 財団の助成研究 に取 り組 んだ。更 に,今 回われわ

れ は これ までの研究(活 動)を 通 じて得 た様 々の個人 に関す る情報 を整理 す ること,又,

診断 や治療 更 にはサー ビス(情 報 を含 む)の 提供 をす る手法,"ケ イスマネ ジメ ン ト"に

挑戦 す るため,研 究 者集団 をつ くり研究 に着手 す ることにした。

それで はもう少 し詳 しく美崎生活館 の沿革 を記 述 してお くことに した い。

まず,こ れまでの美崎生活館活動 を5期 に大別出来る。それを表に纏めたのが表1-1

である。

表1-1に 示 した様 に美崎生活館活動の沿革を5期 に大別出来 る。その第1期 は美崎生

活館の前身で,ガ リラヤ会みぎわホーム として軽質老人ホームを出発させた時期である。

その活動は機関誌 「ガ リラヤ企みぎわホーム通信」(昭 和47年 ～)に 詳細に報告されて

いる。岡田繁雄氏が滋賀県守山市美崎に土地(昭 和39年)を 求める老人福祉を手懸ける

様 になるのが,昭 和44年 琵琶湖大橋の完成の前後する時期で,直 接の動機は石山南郷地

区の老人福祉の村づくりの計画であろう。しか し途中で改革は断念,っ いに昭和47年 一

大決心をして自宅を開放 した有料老人ホーム(50名 目途)を 実現。地元の有力者(元 議

員)ら のすすめもあり,農 園付設の本格的な施設へと期待されて出発した。開所当時の名

称を 「ガ リラヤ会みぎわホーム」としたのは自然に恵まれた人生最終の館という施設長の

理想のあらわれといえよう。

当初1人 部屋(6畳)を6部 屋,8畳(2人)4部 屋,計14人 の定員で開設 した。

第2期 は昭和52年,厚 生科学研究(代 表吉田寿三郎 「小城における住民参加型老人サ

ービスセンターに関する研究」)に はじまる研究 ・調査の時期である。もっともこれは引

き続き丸紅基金を受けサービスセンターの設営に至る一連の研究 ・活動である。その研究

成果は 「ガリラヤグループ通信第6号 」(昭 和53年10月)に 掲載 されている。これは

当該市の様な老人福祉の担い手の少ないところでの実験として最小経費 ・労力で最大の活

力をという人間性の経済原理を充たす新 しい支持タイプの創造にあった。人間関係の厚い

家庭や隣保による支持(近 親支持)を 止揚 した実験であった。その方法は地域の特性(社

会教育の盛んな土地)を 生か した高齢化社会を主題 とした教育的PRに 有効なルー トを発
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表1.1生 活館 の 沿革

活動時期 特徴ある時期 どこで だれが だれに なにをしたか 備 考

第1期 軽費老人ホーム ガラリや会 岡田繁雄 一般老人 収容施設

昭和40年 時代 み ぎわ荘 教団引退者

第2期 社会アクション 駅前ピル 吉田寿三郎 守山市民 サ ー ビ ス セ ン タ ー 山口ら農村 の

時代 山口僧治 の設営 関査担当、

(科学助成研究、 井岡勤ほか 老人のニーズ調査 大曲老人 クラブ

丸紅基金 による へ接近

研究活動の時期

遠野公民館にて

相談事業開始

第3期 生活創世期 みぎわ荘 柳原(医 師)、

(生活館構想の 山 口 、

提案、美崎高齢者 みぎわ荘の将来

互助会の組織案 の相談を受ける

をつ くり検討する 山口、英国セッル
'

時期) メント提案

生活館建設 地元建築家らの

協力を得て岡田氏

の屋敷内に

130坪(430m2)

、 2階の木造建築物

を建造

第4期 生活館活動の 生活館 ボランティア 会員並びに プ ラ イ マ リ ー 庭野平和助成金

基礎研究の時期 らによる活動 一般地域老人
ケアー医療相談 (2ケ 年継続)

プ ラ イ マ リ ー

(医 師 、 ソ シ ャ

ル ワrカ ー 、 会 員(A,B)そ し
福祉相談

初年度

ケ アー 研究者) てC(予 備軍) 訪問活動 健康を害した者へ

の個別相談と館に

主に学生ボラ D(健 康 老人) デ イケァー活動
おけるビデオによ

ン テ ィ ア を への生 きがい る視聴覚教育実施

使った活動 活動

デ イ ケ ァ ー 個人カルテ作成

第2年 目

グループ活動、

移送活動の積極的

活用

入浴、給食サーピ

スはじめる

第5期 デ ー タ ベ ー ス. 医療家・研究家 ケアーを要す 個別処遇の徹底を 中井研究員らに

研究の時期 ソ シ ャ ル ワ ー る 老 人(AB・C はかるためケース よる情報の整理と

カ ー ら の チ ー 予備軍 を含む) マ ネ ジ メ ン トを ケイスマネジメン

ム ア セ ス メ ン 実施 トのための情報の

トの試行
'デイ ケ

ァ ー ビ デ オ 活用

作成
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見 し開発す ることで ある。そのため市民 の福 祉意識 やその変容 を調査す ることに した。 そ

して教育の効果 をふ まえた住民参加 に よる小 城 セ ンターの機能 の も りあが りを期待す るも

ので あった。更 にその可能性 のあ る準農村 と市街地 とを対象 に活動 をすす め た。 その結果

は調査報告 にはっき りと守山市 の特徴 として 日本 を代 表す る村 や隣保関係 が歴然 と残 って

いることが確認出来近親支持を素材 に した新 しい支持 システムが可能 だ とい う結論 に達 し

た。尚山 口は準農村 を担当 した研究 者の1人 であ る。

そ して迎 え るのが美 崎生活館の第3期 で あ る。先の研究員(山 口)が1年 数ケ月 の英国

福祉事情 と トイ ンビーホールの研修か ら帰 り,岡 田施設長 と今後のホ ーム について考 え る

機会が あ った(資 料1-1)。 この間,施 設 長 と懇意の,当 時県の医師会会長柳原 ドクタ

ーの応 援をいただ き,地 域 の医療問題 を ともに考え る懇談会が持 たれ た。 その際医療 と福

祉 の連携 をとるべ きパイオニア的開拓事業 が提 案 され,美 崎生活館 にて実施す ることにな

った。 まず これ までの施設ケアーか ら在宅 ケア ーへ の転換 を考慮 にいれて,医 療 の側で は

病 気患者の医療相 談活動(家 庭医 との連携 をたもちなが ら訪問 に よる相談活動)を 実施す

ることに し,他 方福祉の領域 か ら医師 との連絡 を密 に と りなが ら患者 やその家族 への有効

な資源 と しての情報の提供や直接的 なサポ ー トを計画 し実行す ることに した(資 料1-2.

3)。 早 くか らこの領域で は人的 資源 の活用 を生 かすべ き時期 をね らっていたが時期到来,

医師の訪問時 に同行 して患者のニー ドや家族 との関 係(緊 張 や失 調の資料 を入手す る)を

ヒア リング し記録 にと り患者の状況や家 庭の事情 な ど,更 にはサー ビスの適 性化 を はか る

ための資料 とした('表1-2,3,4)。

そ こで,ま ず これ までの 「ガ リラヤ企 み ぎわ ホー ム」 を改 め,地 域 老人 の生活 の拠点

(在宅福祉 の施設)に す るための場所の検討 に入 った。従来の収容施設の隣 りに併 設 して

地上2階,130坪 の木造建築物を考案,地 元 の建築家 に依頼 した。階下 は多 目的ホール

に,階 上 はたたみの居室 を兼 た老人の短期入所 はもちろんの こと,セ ッッラー として学生

や一般の ボ ランテ ィアが宿泊出来 る居室,4室,そ れ に台所,洗 面所,ト イ レ.風 呂を備

えた施設 を新築す ることに した。尚内装 は学生 の ボラ ンテ ィア活動 に期待 した。

こうしてハ ー ドな面 を新 たに し,肝 心 の ソフ ト面,人 の問題 と して,1案 と して法人化

を前提 にそれ までの繋ぎ として 「美 崎高齢 者福祉互助 会」な る組織 をっ くることが提案 さ

れ た。 これ は美崎生活館を利用す る者 の主 体性 を問 うもので従来 の恩恵的 な福 祉姿勢か ら

一歩 でた福祉のカ ンスマ リズム(消 費主 義)で あ る。"福 祉サー ビスを買 う"新 しい試 み

で ある。保守的 な この土地 にはた して根 づ くのだろ うか,多 少の疑問 はあったが,こ の際

実施す る ことに した。 この様 な装いを新 た に再 出発す る ことになった。 その経緯 は生 活館

発行 の機関誌 「生活館 ニューズ」第1号 に詳 しく掲載 され ている。

こうして美 崎生活館の第4期(活 動期)を 迎え る ことにな る。特筆すべ き事柄 は医師 ら

の医療相 談 と訪 問活動であ る。特 に入退院 時の患者 とその家族 に相当の緊張 が予 測 され る。

相 談相 手 もな く,さ りとて多忙 な家庭医 に も相 談が 出来ず悩んで い る時,生 活館の医師や

ソー シャル ワーカー らの訪問 がおおきな支 え(支 持)に なったことで あろ うか。特 に病院

や専門 の医師への紹 介 とい うおおきな役割 を果 た し得 た と評価 して いる し,退 院時の諸 々

の注意 や ア ドバイスが患者 は もとよ り家族 への安心 にどれ だけ役立 った ことだろ うか,あ
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表1-2美 崎生活館 にお け るデ イ ケア ー記録

(昭和 年 月 日)

1)医 師 に よる所 見 柳原 正 典 医師
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表1-4

ケ ー ス ワ ー カ ー の 所 見

ケ ー ス ワ ー カ ー 氏 名

(どん な こ とで も記録 して おい て くだ さ、い)

家族 との関係 無 し・有 り一なにがあったか?

友人 との関係 無 し・有 り一なにがあったか?

家族や親族 、友人 などの死別の有無

有 る誰?

悲哀の程度

金銭 問題

健康

その他(具体的に記録 して ください)

しこう タバ コ本数 酒 合

移送時気がつ いた こと

館 長所見(最近おこったことなど、 どんなことでも構いません記録 して ください)
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えて述 べ るまで もな い こ とで あ ろ う。 又 訪問 時 に きか れ るの が薬 の説 明 で あ る。 そ う

した医 療 一般 の事柄 を医専 門 の医 師か ら丁 寧 にきか れ ると い うの は病 気 に対 す る構 え

(readiness)に 影響 された と思 う し,そ の適 切な情報の提供 に一定 の評価が出来 る。又,

それ等の活動 の裏付 けで あるが,当 然福祉互助会の会費 だけで は賄 いきれない。資金面 で

の困難 を解消す るため研究 員(山 口)ら による団体か らの助成金 を受 けることに した。 そ

の第1歩 が,庭 野平和財団の福祉基金で ある。初年度 は100万 円,次 年度80万 円,計

180万 円で研究活動 を開始 した。初年度 は もっぱ ら体制 と設 備,そ れ に人件 費にか けた。

お もな ものは利用者 リス クを な くす ための階段やス ロープ,手 摺 りな どを,更 に風 呂の改

造(給 湯施設の充実)に も資金 を運用 した。特 に準備 した ものはテ レビとビデ オをそなえ

た大型(36イ ンチ)テ レビの購入で ある。メデ ィア を使 ったプ ログ ラムの導入で あ る。

既存 のテープを購入 した り,ビ デオテープの コ ピー(ダ ビ ング),更 には直接 テ レビか ら

収録す る方法 を使 って ビデ オ資料(15巻;60番 組 収録)を 整備す ることに した。報告

に も書 いておいたが,利 用者 のテ レビ受 けは良 く熱心 に見入 ってい るのが大変印象ぶかか

った。かれ等の,映 像を通 じて得 た情報 は又"ロ コ ミ"を 通 じて必要 な時 に必要 な人 に適

当な情報 と して効果 を発揮 してい ることが歳 々報告 されて いる。土地柄 もあって福祉 を要

求す るといった権利意識 にまで至 っていな いこの地 域での有効 な資源 とな ったのが一定評

価 されて いいであろう。

更 に第2年 目はそれ までの経験 を生 か したプ ライマ リケアー の提供 であって病気 に対す

る自己管理が容易 にな り,多 少 ともに障害 ゆえに社会 参加 の機会 に恵 まれ なか った病弱老

人(寝 た き りや痴呆老人)を 移送手段(車)を 使 って美 崎生活館 に通所可能 になって くる

頃合を見計 らって家族 の理解 を取 り付 け生活館 のデ イケアープ ログラムに参加 を して も ら

う様呼 び掛ける。 これ なども孤立化 の予防 に効果 を上 げ,集 団の場 に参加 させ ることを通

じて病気 の治療 はもとよ り社会性 の改善 に役立 った。美 崎生 活館でのデ イケアーのプログ

ラムはまず医師の診断 と健康チ ェ ックで始 まる。次 にソー シャル ワーカー による"リ アル

オ リエ ンテイ ション"の 導入 で ある。家族 と一緒 に前回か ら1月 の間 に起 こった出来事 に

ついてのイ ンタヴュー,家 族 関係の出来事,問 題 など直接聞 き込み をす る。又問題 が あっ

た場合 の処理や予後な ど詳細 に聞 き記録 を とる。 その後 はボ ランテ ィアの健康老人 との ま

じわ りに参加 させ る。テ レビをみ る と,見 た感想 をたが い に述べ あうことに してい るが そ

うした情報の交換が大変役 に立 って いる。特 に記 して お きたいの はコ ミュニケイ ションの

障 害が とれ会話 にス ムーズ さが回復 して くることで あ る。家 族 はもとよ り医師や ソー シャ

ル ワーカ ーとの会話 にデス アブル(disable)は おおきな障 害 となって意志疎通を困難 にさ

せて いるが,そ の改良 におお きな役割 を果 たす ことが 出来 た。

又,親 しい者 との入浴 は ことのほか好 まれ たようだ。 ある利用者 の ごときは数年 リウマ

チスで入浴困難だ ったが,ケ イス ワーカ ー らの助 けを得て仲間 と入 った風 呂の様子 は彼女

が死 ぬ まで館の楽 しか った思 い出 と して話 しの種 になったほ どで ある。 こうして月1回 の

かかわ りで あるが,こ れ を通 じて健康 な老人 は病弱 な人 の理解 と支援の仕方を学 び とって

い った し,更 に病弱 な利用者 にはか けが いのない"自 分 に とって意味 のあ る他者"の 存在

に気づ き,積 極的にその関係 にかか わろ うとす る人間関 係の改善が み られ る様 になったの

10



が最大のデ イケ アーの効果 であろ う。

そ して最後 に今回 のデ ータベースの時期 を迎 えてい るので ある。 これ はこれ まで集 まっ

た個人 に関す るいろいろな情報 を1つ にま とめ ようとす るもので あ る。整理 はもとよ り今

後起 りうる事柄 に対す る処置が一定科学的 な処方 を通 じて行なえ る様 なマニ ュアルを作成

しよ うとす るもので あ り,最 大のね らいは個 々のケ イスの適切な処方が可能 なように医療

専門家 と協力関係 にあるパ ラの ソー シャル ワーカーや ボランテ ィア らの合同のケ イスカ ン

フ ァンスやケイスマネ ジメ ン トに,更 には治療が適 切で あったか否 か を判断す るアセスメ

ン トの実施 であ る。 もし可能 であれば診断の結果個 別処遇 の移動 に も利用 しようとす るも

ので ある。 この研究 はようや く緒 につ いたばか りで老人 に関す る情報研究の基 礎的 な研究

が出来 るもの と期待 して いる。
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1.4美 崎生活館研 究報告

この節 では これ までの調査 ・研究や生活館 の活動 の諸結果 を中心 に シルパーエ イ ジのデ

ータベースについて以下の順序で経過 をふ まえて記述 して お く。

その1:庭 野平和財団 助成 研究 の結 果

(1)庭 野平和財団 助成 研究(プ ライマ リーケ アー)活 動の結果

(2)庭 野平和財団 助成研究(デ イケア ー)活 動 の結 果

その2:大 阪 ガス助成 研究(学 生 ボ ランテ ィアの活用)の 結果

その3:学 会,シ ンポ ジウムでの活動報 告

1.4.1庭 野平和財団助成研究報告

(1)プ ライマ リーケアー研究活動 とその結果

イ.プ ライマ リー研究活動

昭和59年 よ り 「美崎高齢者福祉互助 会」発足 にむか って小 委員会設置,規 定,会 則,

会員制 サービスの有料化(福 祉 カ ンスマ リズム)の 導入 などなど検 討,そ の結果,翌 年会

員総会の決議 を経 て正式 に決定。組織 と して会則 に基づ き理事,評 議委員(若 干名)の 選

出,年 次計画 な らびに予算,更 には2名 の事務局員 を配 し,各 事業 部 に責任者 を任命,事

業 を担当,ス ケ ジュールは以下の通 りで ある。尚一般会員25名(第1次 勧誘),賛 助 会

員50名,非 会員若干名(100名),特 別 会員,更 にはボ ランテ ィア らによって組織 し

た。

表1-5美 暗生活館 の週 間スケ ジュ ール

＼ 月 火 土

活動 福祉相談 生 きがい事案 デ イ ケ ア 一 事 栗

《友 愛肋間)

医療相談 友愛訪問 移 送 ヘルビング 入浴・清拭

ハ ン ド

'

樋)

1 DR松 原 岡田字山 森田 横江 必要に応 じ

2 DR今 井 岡田亭山 森田 横江 ホ ーム ヘ ル

3 (週)山 口 岡田字山 嘉田 横江 パ ーの応 援

4 岡田 岡田妙子 DR柳 原 岡田・字山 森田 検注 を得て

5 《アンデルセン)

毎週 午前 その他 頭句 必要 に応 じ

午後 山本 《■芸) パ ヲメツカル

岩井 《裏装) (OT・PT)の 応 援

(石組) 《武本)

大 木倉(根 国)

今江

《リサ イ ク ル)

(中古自転車》
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メモ:医 療相談活動

福祉相談活動

病弱老 人の健康管理(プ ライマ リーケ アー),ア ドバイスを行 な う。

直接老 人への医療行為 を避 け,専 ら地域 内の病弱老人 やその家 族の

相談 を受 ける。生活館 にて相談 出来 る者,寝 た きりなどで通所 不可

能 な者 へ は訪問(訪 問 に際 しては福祉相談員 も同行),打 聴心,問

診 など,更 に必要に応 じて主治医(ホ ーム ドクター)と 相談 の上採

血,採 尿 を行 ない簡単 な検査,血 圧の測定,心 電図 などを行 な う。

ただ し状態 の悪 い時 はホーム ドクタ ーと連絡 を とり入院 の措 置を と

る こともある。更に必要 に応 じて家族への ア ドバイスや介護指 導や

食事指導 をす る。福祉 サー ビスに関 して相談 は同行 の福祉相 談員 と

連携 を と りつつ適 切な処置 をす る。

医療専門 家 との連携 をはか り必要 に応 じて公私の社会資源 の活 用 を

ア ドバ イス した り,入 院 に伴 う経費 の相 談,留 守家族の管理,生 活

保護の ためケイスワーカーへの連絡,ホ ームヘル パーの派遣 など福

祉事務所 への通報,更 には友愛訪問 を通 じて社会的孤立(孤 独)の

解 消,障 害者 同士 の社会参加や グループ活動への勧誘,ボ ランテ ィ

アの派遣 など行 なう。特 にひと り暮 ら し老人や老夫婦の世帯へ の定

期 的 な訪問 は問題の早期発見 に寄与 して いる。更 に全老人へ友 愛訪

問 活動の一貫 として非会員や健康 な老人 に"ひ とこえ運動"を 展開

して いる。

生きがい事業 これは主として対象を一般の健康な老人ではなく,多 少心身に障害

を持つ老人に"生 きがい活動"に 参加 してもらうものである。専門

医の処方に応じてその能力にあった創造活動をする。当生活館で開

発したマニュアルにしたがい創作活動を通 じて機能訓練をすすめる。

年1回 作品の展示を兼ね即売会やバザーを催す。

懇談会事業 老人問題 に関 し啓蒙運動 を主 にすす める ものであ る。現在 地域 の リ

ーダー ら(自 治会役員 ,婦 人会,え るだ 一会,老 人会,民 生委員,

福祉委員,ボ ランテ ィア団体)を 対象 に懇談会 を行 な う,更 に年数

回 ボラ ンテ ィアスクールや清拭,入 浴 などの講 習会を開 催 した り,

生活館 で老 人福 祉月間 を使 ってイベ ン トを催 し,共 に老後老人問題

を考 え る。

送迎サービス 治療のため通院はもとより家庭外への外出は極めて制限されている。

更には広 く社会参加の機会を画一化するために昭和62年 度 より予

算を組み,大 阪ガスより資金の援助を得て移送車(パ ン)を 購入,

家庭 と生活館,家 庭と医療施設,家 庭 と社会をむすぶ援助を開始し

た。家族の負担を軽減する1助 とする。
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ロ.活 動 に よって得 られた成果

1.美 崎生活館の整備:プ ライマ リーケアーの実施に当たり器具類や身体に障害を持つ利

用者への配慮から美崎生活館を整備した。おもな整備はまず,入 浴や清拭のための携帯用

パスで利用者の状況や使途により2種 類(ベ ッドの上と床の上で利用するもの)を 用意 し

たこと,又,館 内の浴室を改造 し新たに大型のガス釜を購入し,又 給湯設備を付け利用者

の洗髪行為を容易にしたこと。更に浴室の隣に静養室を設け床に板はり工事を行ない,簡

易ベッ ドを置いてそれに供 した。更に生活館の外まわりとして整備したことは,ま ずスロ

ープをつ くり老病弱者の館内への出入りや車いすやス トレチャなどの搬入を容易にしたこ

とである。

2.ボ ランテ ィア組織:合 計26名(医 師3,福 祉 問題研究家1,ワ ーカ ー8,ボ ラ ンテ

ィア7,学 生ボ ランテ ィア7)の ボ ランテ ィアを確保出来 た。 内訳 は男性17名,女 性9

名,尚 信徒別ではキ リス ト教信徒10名,仏 教徒13名(内 真宗5,浄 土6,天 台2),

天理教信徒2名,そ の他1名 とな る。

3.活 動:1月 か ら3月 までの3ケ 月 は専 ら活動 の準備 にか けたが,設 備 は(1)に 記 し

た通 り,ボ ランテ ィアは(2)に 示 した通 りであ る。 その発掘 と養成 な らび に学習 会 に相

当の時間 を要 した。特 に今 回プ ライマ リーケアーの対象 に選 んだの は表1-1に 挙 げた対

象の 内,Aレ ベル6名 とBレ ベル9名 の 合計15名 であ るが,表1-6の マニ ュアル に従

って訪問 もしくは通所 にて医療相談 な らび に福祉相 談活動(友 愛訪問)を 実施 した。通算

医療相談活動 は127件,友 愛相談(福 祉活動)448回,生 きが い活動14回,デ イケ

アー114件,内 入浴サー ビス7回,清 拭5回,ホ ー ムヘルプサー ビス34回,食 事の世

話15回,移 送利用者数50名,入 院 見舞 い5ケ イス,家 族調 整の相談4ケ イス,そ の他

生活餌5周 年記念 イベ ン ト(62年9月 中旬 よ り2週 間,美 崎生 活館 にて高 田守山市長 を

招 いて開催),レ イカデ ィア大会参加,ぐ る っと琵琶湖 を抱 き締 め る市民参加,懇 談会,

会員へ の読みもの 「み さき」(63年1月25日 創刊号)発 行,そ の他地元役員 との懇談,

社会福祉 協議会 との連絡交渉,議 員 との意 見交換,地 区委員(民 生委員)・ ホームヘルパ

ー との接触など精力的 に こな した。尚,美 崎生活館 の活動 への理解 と資金面 での援助 を申

し入れ るため社会福祉協議会 との連携 にはおおいに期待 出来 た し,以 後 事業 への理解 と協

力がス ムーズ にな った ことは実績 と して挙 げていいであろ う。

総 じて,本 年1ケ 年 の活 動 を通 じて(1)老 病弱者 の 自立 に積極性 がみ られ る様 にな っ

た こと,(2)プ ログ ラムへ の参加意欲 の高 ま り,特 に病気へ の関 心 と自己管理 に満足す

べ き効果 がみ られ たこと,(3)病 人相 互の連帯 と互助(友 の会)が めば えた こと,(4)

福祉 に対 す る姿勢が変わ り"福 祉 の消費化"が 定着 し,新 た に互助会員 にな った者9名 を

加 え ることが出来 たこと,(5)家 族の理解 には尚かつ難 は あるが,総 じて介護 に家族 の

理 解 と積極性がみ られ たケ イスで は床ずれ など改善が み られ,家 族 の介護 負担 の軽減 にお

おき く貢献出来た こと,(6)特 に生活館 の提供 したプ ライマ リーケア ーの初期効果 に見
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るものが あ るこ と,(7)地 元の 自治 会役員 や行政 の担 当官 の理解が 幾分 出来 た こと,

(8)新 興住宅 に移転 して きた老人 を抱え た家族の問題 は深刻だが,そ のプ ライマ リーケ

アーは効果満点 で あ ること,(9)家 族の介護 に関す る情 報や福 祉や社 会資源 を要求す る

という機運が高 ま りっつ あること。その他,社 会施設 の見学を通 じて これ までの老人 ホー

ムや特養老人 ホームへ の偏 見が な くな り,む しろ積 極的 にそれ等 の資源利用 に向か いは じ

めて いることなどを挙 げ ることが出来 るであろ う。

一言
,美 崎生活 館活動 の実績 をあげた医療,健 康相 談事業 にっいて述べ ておきたいが,

それは移送 活動 やデ イケ アー活動 との連携 プ レイの結 果 とい って いいで あろ う。昭和62

年1月 か ら12月 まで対面人数,述 べ127名 をケアー出来 たが,実 人数26名(家 庭内

での生活 に制 限 され た者(寝 たき り)5名,来 所者21名)で あった。内2名 は入退院 を

繰 り返 しなが ら健康状態 を維持出来 た者,入 院後退院 出来 た者2名,死 亡者1名 。又9名

は61年 よ り引 き続 き訪 問や来所相談 を受 けて きた者,残 り16名 は新 来者,も しくは再

来者で あったが,特 に入退 院 を繰 り返 した クライア ン トの中には61年 度 は某財団 よ り援

助 を得て購入 した移 送車(ワ ゴ ン車)に よって入院介護,通 院介護 を して きた ことは特記

すべ きことで あろ うと思 う。 この移送手段 は(1)必 要 な時,緊 急 な時す ぐ車 を もって主

治医 や病 院 に送 致 出来 た ことは本人 はもちろん家族 の安心感 におおきな役割 を果 た し得 た

と思 うし,(2)家 庭 内 に縛 られ ている老病弱者が社 会 にでて人間関係の拡大か ら心 の明

るさを取 り戻 した こと,(3)家 族の老病弱者 と老齢化 した者 との比較 と基準 の経験 か ら

高齢者 との対応 が よ り正 しくな り,美 崎生活館への理解 がすすんだ と思 う。

ハ.特 筆すべ き事柄

1)整 備の部

デイケアー設備並びに整備

携帯用パス

浴室の整備(給 湯ならびにカラン)

ガス釜(石 油),灯 油入れ

静養室の板張 り(3坪)

静養室へのスロープ工事

2コ 購入

-
1
●

'1
↓

2)ボ ラ ンテ ィア組 織

医 師3名,ソ ー シ ャル ワー カ ー4名,ボ ラ ンテ ィア8名 の組 織 が 出 来 た 。

3)ネ ッ トワー クづ くり

行政関係 との連 携 を は じめ社会福祉協議会,医 師 会,保 健所,デ イケアーセ ンターとの

ネ ッ トワークづ くりに精 励 して いる。尚地区の民生委 員,ボ ラ ンテ ィア団体 との連携 にも

活路 を開 きつ つあ る。
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4)活 動 の部

4月 よ り開始 して以来半年間 にわた る活 動 を振 り返 ってみて特筆 すべ き事柄 を以 下 に述

べ る ことにす る。尚今 回 は表1-6,レ ベルABCの 比較的 プ ライマ リーケ アーの必要度

の高 い要 ケアー老人24名 を対象 に生活 館活動 を実施 した。報告 は表1-7に 示 した通 り

で あ る。各 レベル別の4月 か ら9月 末 までの医療相談 活動,福 祉活 動,生 きがい活 動,そ

れ にデ イケ アー,サ ービス活 動の述べ 回数 を表 に した ものであ る。 したが って,医 療相 談

活動127回,福 祉相談活動448回,生 きが い活動14回,デ イケ アーサー ビス114

回(移 送50回,入 浴7回,給 食サ ー ビス15回,ホ ー ムヘルプ34回,相 談8回),そ

の他(見 舞 い ・家族調整4件),イ ベ ン ト3回(見 学 会,ボ ランテ ィアス クール,懇 談会

な ど)。

老人(病 弱)の 自立 自助に積極性がみ られる。

老人の主体的な会員加入者がふえた。

家族の理解が更に得られる様になり,老 人の身辺介護に改良がみ られ る。

身辺介護にっき生活館のサービス資源を利用する様になる。

初期ケアーの効果が出てきている。

行政,福 祉関連の社会資源 との連携が よりスムーズになった。

自治会での老後老人問題への取 り組みが始まる。

二.今 後の課題

1.医 師や パラメデ ィカルの参加 を呼 び掛 け ること

2.生 活歯のナ イ トケアーへの試み 一夜間 の家族 による入浴 サー ビスへ の試行

3.生 活館でのデ イケア ーの開始

ホ.そ の 他

1.生 活館の存在,活 動,目 的など住民の間 に定着 しっっある。

市の行政(福 祉課),社 会福祉協議会 との連携がはかれる様になる

自治会役員,婦 人会との懇談会を通 じて老人問題に関心を示す

住民の関心をふかめる一生活館イベントに参加

2.美 崎生活館(高 齢者福祉互助会)へ の理解をふかめっっある。

ワーカーの訪問を心待ちにしている

会員の増加(会 員相互の くち こみによる)

家族の理解と協力

家族か らの感謝
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表1-6ラ ン ク 別 サ ー ビ ス 内容

サービスの提供

身辺動作
レベル 条 件 ・ 対 象 備 考

(ADL) MS 略

(医療 相談) (福祉相談)

A もっ ともケアーを必要 とする老人(ね たきり 11週 個別的ケアーと

(重度) 老 人、痴呆老人)を家庭でかかえている要ケアー (一) ホ ー ム 管理を主に処遇を

老人世帯で週一回程度の医師、ケースワーカー 悪い ケ ア ー サ ー する

の訪問活動を通 じてプライマリーケアーをサー ビス

ビスとして提供 し、以てクライアントの自立、 (入浴・給食)

自助 を助け、併せて家族の理解 と介護能力を高

めることの可能な老人世帯 をいう。

1.ね た きり老人、痴呆老人 家族との調整

2.PCか ら専門の治療 を要する境界 レベルの

老人

3.退 院後、家庭で静養 を必要 とする老人 と とくに本人や家族

その家族 の意識に注目する

4.充 分 なケアーを得られない老人 もしくは

その家族

5.家 庭介護に限界 を感 じている家族、 もしく あらゆる情報を

は家庭崩壊寸前にある家族 ケ ー ス カ ン フ ァ レ

6.一 時的 に介護者 を欠 く場合 ンスのために記録

をとること

B 危機状況を脱し、安定した適応能力を回復した

(中皮) 老 人、その家族・もしくは回復 しつつある老人、

その家族に継続してPCを 提供する必要な家族を
いい、その割合 を医療相談活動1に 対 して福祉

サイ ド2の割合(医 師の訪問による健康相談月2回 (一) 21月 2～31月 個別的ケアー管理

程度、福祉3～4回 程度の友愛訪問)で 、病弱老人・

痴呆老人とその家族の自立を支援できる老人世

帯 をいう。ただ し家族の理解 もしくは介護能力

に若干の難あり引続きPCを必要とする老人世帯

をこれに加える。

C 多少、心身に難はあるが、本人はもとより家族

(軽度) に適応力と理解がみ られ医療、福祉のPCが 月一 (十 一) 11月 ρ月 グ ル ー プ ワ ー ク

同程度で十分自立できる老人もしくはその家 導入

族、 しか も通所 もしくは訪問を混合。

D 心 身に多少問題あるが、ADL良 好、かつ自立度

の高 い老人 とその家族で訪問による医療・福祉を (十 一) 1朋 2朋 グ ル ー プ ワー ク

必要 とせず専ら生活館への通所 によりそのサー 導入

ビス を受けられる もの。

E 心 身その他 に全 く問題なし。 (十 十)

F (イ)未 整 理なもの (十 十)

(ロ)ま だ老人 とそめ家族 にヲポールの関係が

で きないないもの

(ハ)会 員 を拒否す る老人
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表1-7実 施状況

＼ 医療相談活動 福祉相談活動 生 きがい活動

デイサービス活動 その他

移送 入浴
永 一 ム

ヘルプ
給食 相談 家庭調整

A

4 15

5 27

6 20

7 31

8 30

9 29

B

4 12

5 7

6 16

7 17

8 25

9 12

C

4 10

5 37

6 38

7 31

8 51

9 31

計 72 448 14 50 7 34 15 8 4
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3.ク ライア ン ト自身 の積極性 がみ られ る様 になる。

生活意欲 に積極性が み られ る

情報 に関 して質,量 ともに伝 えて くれ る様 にな る

家族か らの情報 にも改善が み られ る

生活館プ ログ ラム(生 きが い事業)へ の積極的参加(男6一 園芸,盆 栽づ くり)

4.偏 見がな くなる。

地 域の福 祉施設の見学会 を通 じて 「養老院 イメー ジ」 に改善 がみ られ る様 になる

5.県 の内外 よ り問 い合わせや見学の ため生活館 を訪れ る者が 出て きた。

6.家 族 の病人 や その疾病 につ いての理解がふか まる。

7.民 主化が 出来 自 ら福祉 を要求出来 る様 になる。

8.ワ ーカー 自身 に満足 がみ られ る。
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(2)デ イケアー研究 活動 とその結 果

はじめに

われわれの活動は地域の高齢者,特 に心身の障害ゆえに社会参加の機会が阻害されやす

い者に"ふ れあい"や"ま じわ り"の 機会 を提供 し,か れ等の主体的な参加を通 じて 自己

の生きがい(自 己実現)に 役立てようとするものである。今回庭野平和財団の助成を受け

生活の場(生 活館)を 整えボランテ ィアとの"ふ れあい"を1ケ 年実施 してみた。その結

果,病 弱老人の社会的孤立の解消に,主 体性の改善に,相 互の理解.更 には健康な友愛訪

問のボランティア,高 齢者との連帯感の高揚に一定の成果がみられる様になったことなど

顕著な成果が見られた。ともあれボランティアとして参加した者達の老病弱者の障害を克

服する人々の姿を見聞きすることによる喪失 しつつある老若の要に改善がみられたこと,

更には老若がともに共存 し得 るシステムを追認出来たことが最大の収穫である。

活動の目的

生活の拠点 であ る美 崎生 活館 は"NotonlyMoneybutalsoFriendship"(19世 紀 英

国セ ッツルメ ン ト運動 とその アイデア)を 活動理念 とす るもので,今 日支流 をなす離 脱説

を廃 し,か っ活 動説を よ りどころと した地域福祉 の拠点 で ある。過去10数 年,学 識 経験

者 を中心 に在 宅福祉のサ ービスの再配分 をめ ぐる実 験 を実施 し,か っその成果 をふ まえ た

ソー シャル ア ク ションの場 であ る。今回 は特 に地 域の事情 を鑑 み,と か く社会問題 にな り

っっあ る高齢者,特 に老病弱 者の社会参加 の機会 にめ ぐまれない者 に月1回(第3土 曜 日)

を原則 として生活館 を開放 し参加 の機会 を提供す る こと,更 に美 崎生 活館の資源で あ るボ

ランテ ィア とのふれ あいを通 じてかれ等 の 自己実現 や 自立 自助 を計ろ うと したもので あ る。

いわ ゆるデ イケアーの実 施で あるが,特 筆すべ きデ イケアーの内容(プ ログラム)に 高 齢

者の知覚 に衰 えをみせぬ音感や色彩の認識材 を使 った視 聴覚機材 を用 いたメデ ィア学習 を

試み た ことや,プ ログラムに活気がで る様期間 ごとにオルガ ナイザ ーを決 め.か れ等 の個

性味がで る様内容 に趣向 を こらしてみ た。

活動 の内容,方 法

実施 に当た り活動 の担 い手 は前 回の助成(庭 野平和財団Na86-A27)に よる奉仕意欲 のあ

る信 徒集団 のボラ ンテ ィアを当てた。活動 期間 は4期 にわ け1月 か ら3月 までの3ケ 月 を

第1期 と して活動 の準備 に充 て,更 に4月 か ら年末 まで9ケ 月の3期 を実際の活動 に充 て

た。 その準備 には年間の活動計画(企 画 ・立案),ボ ラ ンテ ィアの訓練,施 設 の安全 点検,

視聴覚機器の購入な らびに調整,各 期 ごとのオルガナ イザ ーの選 出プ ランの作成 と詳細 な

検討,更 に利用者(病 老弱者)の 移送問題 な ど安全 を期す ための方 法 を検 討す る。更 に,

第2期 以後 の実施計画 に基 づ き活動 を実 施す る。

尚,毎 回行 なわれ るデ イケアーの コア(核)カ リキ ュラムは以下の通 りであ る。
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(1)ソ ー シャル ワーカーに よるオ リエンテイ シ ョン(個 別面談 と動機 づけ),医 師 によ

る健康チ ェ ック,専 門 家 に よる リアル ・オ リエ ンテ イ シ ョン

(2)グ ループワー クと して歌唱指導(お もに童謡),全 員 で行 な う創作活動 「うっ くし

い琵 琶湖 」(90×180セ ンチのベニヤ板 に貼 り付 ける布 切れの絵),ゲ ーム指導,

季節 にちなんだイベ ン ト

(3)ビ デオに よる学習(「 幸 せな老 後づ くり」 シリーズ.「 み と り」 シリーズ,そ の他

社会福祉 の テープ など必要 に応 じ学習す る)

(4)老 いの図 書 よ り読書 ク ラブ

(5)そ の他,会 員(美 崎高齢 者福祉互助会)の 個人的 なサ ー ビスに応 じるため必 要 に応

じ入浴や給食,小 さな旅 行や展覧会へ の参加,そ して会員 の作品展 な ど多彩 な内容

のプログ ラムを計画 し準 備す ることに した。

尚,本 活動は対象を寝たきり老人,痴 呆老人など心身の障害を持つ者に限定 したが,こ

れまでの生活館利用者(美 崎高齢者福祉互助会員,一 般の高齢者)を も含め健康な者,障

害を持つ者の混合で実施す ることにした。

実施経過

上記(3)の 活動内容や方法 に基づき1ケ 年デイケアーを実施 してみた。

1期:1)ボ ラ ンテ ィア(ワ ーカ ー)の 研修な らびに訓練 一特 に老病弱者への接 し方 を,

講師 を呼 び2回(4時 間)研 修 を行な った。

2)視 聴機器(テ レビ,ビ デ オ,テ ープなど)を 購入 し,整 備 を した。

3)教 材テ ープの購入

(イ)

(ロ)

(ハ)

(二)

社 会福 祉協議会編 「幸せな老後 づ くり」

WorkingwiththeTerminalIll(タ ー ミナルケ アー)

ミネルパー書房OP双 書 よ り20冊 選書 して購入

その他テ レビに よる高齢者福祉 プ ログラムの録音

以上3種 を用 意,更 にその他放送番組 よ り10本 用 意す る。

2期(4～6月):オ ルガ ナイザ ー(M氏,O氏)の 指導 の基 に実施

3期(7～9.月):オ ルガ ナイザ ー(Y姉,S姉)

4期(10～12月):オ ルガ ナイザ ー(N姉,Y氏)

尚,1期 に1度 医師 よ り 「1口 健康講座」計4回 実施。

9月 下旬 ・12月 年,2回 のケイスカ ンフ ァレンスを行 な い活動 の評価 につ いて意 見の

交 換 を した。

12月,ク リス マス会開催,家 族 との懇親 をはか った。

利用者 の作品展示 会を ひ らく。

年3回 「みさき」(デ イケ アー友 の会)会 誌 を発行 した。
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年末1ケ 年の経験 を生 か して地元 自治会(2字)の 役員 との懇 談会 を開催。

各オルガ ナイザ ーよ り活動評価提出,そ れ に基づ く反省会 を持 った。

各期 ごとの件数 は表1-8の 通 りである。

以上年間を通 じた活動 は ソー シャル ワーカー らによるオ リエ ンテイ ション8回,医 師 ら

の健康チ ェック18回,専 門 家 による リアルオ リエ ンテイ シ ョンを9回 実施,更 にグルー

プ活動,内 創作活動が11回,歌 謡指導9回,ゲ ーム8回,イ ベ ン ト開催3回,ビ デ オ学

習6回,読 書 サークル,貸 し出 し合わせて16件,個 人サ ー ビス と して入浴14件,給 食

30食,ナ イ トケアー5件 となって いる。

尚ナ イ トケアー,給 食 サー ビス は利用者 のうち1名,夫 との死別 以後別居中の娘 との不

仲,数 回 にわたる暴行 に よ り一時生 活館 にて保護 したケ イスで ある。

活動によって得られた成果

これまで皆無の状態におかれた地域の老病弱者に生活館の場所を提供して社会参加の機

会の画一化をはかろうとする実験活動を試みてみた。まず奉仕意欲のあるボランティアを

組織して寝たきりや痴呆老人などの老病弱者に対する接し方など専門の訓練をうけ対応に

万全を期した。っついてかれ等がハウスパンデットされている家庭の発掘と理解を得るた

め家族との接触をした。一定の理解や協力の得られた家族から適宜生活に移送を試み,そ

の可能性を検討し,従 前の配慮をおこたることのない様にしたが,こ れも一応の成果が得

られたと思う。しかも生活館で提供出来るサービスはあくまでも行政などのいわゆる福祉

サービスではなく生活館資源である人的資源(友 情)で あり,直 接的なサービスでないな

どの不満が当初存在したが徐々に改善されていった。つとめて生活館は出来るだけ接触出

来る面をおおきく捉え相互に友情が芽生える様なプログラムを計画して,と もに"ふ れあ

い"を 通 じて人間関係の改善をはか り,か れ等 自身の参加意欲を引 き出し,か っ自立 自助

を補完行 しようと計画したがこれ等いずれも顕著な成果がみられた。紙面の都合で実際の

ケイスについてケイススタデ ィが出来ないのが残念だが,H.U.の 場合は息子の転勤で

現在の守山市に文化住宅(一 戸立て住宅)を 求め昭和59年 より入居 した。だが2年 前息

子離職,同 時に夫のアルツハイマー(痴 呆症)に よる治療を受 けるにいた り一家に2人 の

患者の世話が必要になる。相談ごとはあるが新興住宅ゆえ誰にも相談出来ず途方にくれて

いたところ,付 近の訪問医療相談をしていた生活館医師らにより発見され,デ イケアー利

用をすすめられ美崎高齢者福祉互助会の会員となる。当初失禁あり,見 当識の低下,独 語,

社交性なし,一 見離人症の感強 く要に手をひかれてくる様は完全に生命力を失っていた。

しか し2回 の(5月 の集会)後 表情に変化がおこり,対 人関係にも若干の改善がみられる

様になる。又4回 目には彼 に役割をになってもらい自分の店から一回,1000円 程度の

茶菓子を買い肩からさげるバッグに入れて持参してもらったが,こ れが大層お気に入 り.

自分の役割だといって月一回の例会を楽しみにしているという妻の報告を受ける。この事

実は健康老人の友愛メンバーがいち早く察知していたことか らも,顕 著な改善とみ られる。

特にプログラムへの参加意欲が3～4回 よ りみられ歌唱指導,創 作活動(習 字)に 打ち込

む様子 は周囲の他の利用者にもよき模範になったことは事実である。これと時期を一にし
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表1-8 活動件数

期

内容 1期 2期 3期 4期 計

ワ ー カ ー の 3回 3回 2回 8回

オ リエ ン テ ー シ ョ ン

医師の健康チェック 9回 3回 3回 3回 18回

(訪問による)

リ ア ル・オ リエ ンテ ー シ ョ ン 3回 3回 3回 9回

グ ル ー プ ワ ー ク

創作活動 3回 4回 4回 11回

切 り絵 1回 1回 1回 3回

書道 1回 2回 3回

切り紙 2回 2回 1回 5回

歌唱指導 3回 3回 3回 9回

ゲーム指導 3回 3回 2回 8回

イ ベ ン ト 1回 1回 3回

見学・展示会 1回 .
■

・

ビデオ学習 2回 2回 2回 6回

読書サークル 1回 1回 2回

(利用貸出し件数) 3冊 2冊 4冊 5冊 14冊

入浴サービス(清拭) 2件 4件 6件 2件 14件

ナ イ トケ ア ー 1件 3件 1件 5件

給食サービス 15食 5食 10食 30食

その他

友愛訪問 562件

医療相談 224件

生活相談 117件

送迎 236件

福祉事務所への連絡 20件
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て ひと りひと りに別れの挨拶 が出来 るまで にな った。 これ は参加者一 同の喜 び とな った と

ころは否 めないが,何 よ りも介護す る家 族の 安心 の一助 になったことは記録 してお きたい

事実 であ る。

以上,要 約すれ ば今回の企画は人生 の質 をたかめ るための1試 行 となった こと,更 には

以下 に示 す成果が得 られ たもの と思 う。

1.家 庭に閉 じ篭 もりがちな老病弱者 に社会的孤立を改善する社会参加に一定の成果が期

待出来たこと。

2.直 接健康な高齢者やボランテ ィアなどの健常者とのふれあいを通じて優越模倣が起こ

り自立自助におおきな影響を与えていることがわかる。

3.又,メ デ ィアに よって も同様の ことが いえ る。た とえば,他 人の 「ゆたかな老 後g人

生設計」におおきな影響力が存在していることがみられた。

4.家 庭にしば りつけられるリスクが参加を通じて改善がみられ,す すんで危機 リスクを

克服 しようとする意欲がみられる様になる。

5.生 活館での生活を共にすることによ り会員相互の理解と連帯,更 には愛情に変化がみ

られる様になる。これは一層たがいに親密感をおこさせ接触を頻繁にさせ得る。

6.た がいの心身へのハ ンデ ィが許容出来るに従って一層親しみを感 じてくるのであろう

か,「 類は類を」 「同病相あわれむ」などといわれるがそれに近い感情が人の心に広

がりを持つ様になる。

7.生 活館の基本理念である 「機会の画一化」と 「サバイバル」には一定の関係が見い出

せる様にも思う。

8.本 プロジェク トの実施が地元の社会福祉協議会や近隣の市町村に与えた影響は大で,

各地 より講演や研究発表など山口に依頼あり実践活動と支援団体にっいて報告する機

会を得たことを付記しておく。

昭和63年7月31日,第6回 守山市総合福祉大会にて講演依頼

9月15日,石 部町社会福祉協議会より依頼あ り.福 祉大会にて講演

9月1日,京 都市北区保健所より依頼あり,研 究報告

10月26日,滋 賀県立成人病セ ンターにて講演

12月9日,京 都市立病院看護課 より依頼あり,発 表ならびに意見交換

おわ りに

ただ し,活 動 の評価 には当然利用者側 のそれを必要 とす ること.デ イケア ーの継続の責

任,又 ポランテ,ア 同志 の脇方 向上 の改善の余地 などが ある・更 に・個人 の多撚 ニー

ズに対応す ることの困難性など未解決 な問題 を残 してお り今後の課題 となろ うが,と もあ

れ,今 回 の庭野平和財団か らの助成 を いただ き虚弱 老人の社会参加 にっいて1つ の試みが

出来た こと,更 に人的資源効用 にっ いて一定 の成果が得 られた ことを ここに記 して報告す

る(資 料1--4,5,6)。
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1.4.2大 阪ガ スグループ福祉研究報告(学 生 ボ ランテ ィアの活用)

昭 和62年 と63年 の2ケ 年 は主 として庭野 平和財団か ら助成 を受 けてプ ライマ リーケ

ア"・一とデ イケ アーの2つ のプ ロジェク トを消 化 した。 この担 い手 は.医 師,研 究家,福 祉

ワーカ ーそれ にボ ランテ ィアに負 うところが大で あったが,研 究3年 目の大 阪ガス グル ー

プ による助成研究 はそのボ ランテ ィアを中核 にな る医師や研究者 それ に福祉 ワーカ ーなど

は変更せず従来 の施 設の寮母,専 門 の福祉 家 らのエキス パー トを断念,ま った くの素人の

学生 によ るボ ランテ ィアを組織 してデイケア ーを実施す る ことに した。特 に介護 を要す る

ABラ ンクの虚弱老 人の世話で あ り問題 は残 る。更 に問題 は一定数 の学 生 ボラ ンテ ィアを

一定期間確保 出来 るか否かで あった。 そこで まず学生集 めに館長 の個人 的 なコネか らキ リ

ス ト教教会 の青年 会のメ ンバ ーをターゲ ッ トに試 みてみ ることに した。第1陣 として生 活

館で修養会 が持 たれ10数 名の参加者が あ り,山 口研究員 らが生活館 と社会福祉活動 につ

いて講演 を しボ ラ ンテ ィア と して協力方 を依頼 した結果,数 名 の者 が名乗 りを上 げて くれ

た。同様館長 の個 人的 なコネか ら同志社大学(神 学部)の 学生 や地 元キ リス ト教関係 の女

子短大 に も呼 び掛 けた。更 に地元女子高校 のボラ ンテ ィア クラブ にも呼 び掛 け参加者 を募

った。最後 は山口研究員のゼ ミ生(老 人問題研究 ゼ ミナール)全 員が協力 して くれ ること

にな り,一 応 の数 は確保出来 た。内女子大生2名 。 いずれ も何 らかの宗教大学 の学生 で,

宗教的情操 に培 われ たや さ しさに期待 を した。結果 は期待 以上の成果 を上 げ ることが出来

た。

第2の 問題 はボ ランテ ィアと しての訓練 であ る。助成 金の決定直後 ただち にそれ等 の学

生 を集 めボ ランテ ィアス クール を開 き,一 定 の理解 と技 術をマス ター して も らうことに し

た。結果心配 した様 なことはなか った。

第3は 学生 の役割で あるが,1つ は自動車 に よる移送 サ ービスへの参加,2つ は痴呆性

老人 や虚弱老人 への介助者で ある。 その3は デ イケアープ ログラムの企画 と運営(進 行)

を担 当す るオルガナ イザ ーで ある。

具体的 に は,オ ルガナ イザ ーには同志社大学 の神学 部大学院生0生 が,移 送 サ ービス は

仏教大学社 会福祉 学部生M生 とボランテ ィア学生 が当た ることに,又 年12回 予定 して い

るデ イケアーのプ ログラム企画 は仏教大学教育学部生(地 元 青年)ら が従来 になか った活

動 を展開 して くれ た。学生 と利用者 とのふれ あいは このゲーム指導の学生 に負 うと ころが

大 であ った といえ よう。

特 に,参 加 す る学生 ボラ ンテ ィアを"ふ れ あいボ ランテ ィア"と 称 して,デ イケ ア一時

には胸 にイ ラス ト入 りの名札 を付 けて活動 に参加 して も らった。 この企画 は成功 し,互 い

の名前 がわか った ためか一層の効果 を上 げ ることが出来 た。又2名 の女子学 生の参加が得

られ たが,1名 は楽器(フ ルー トや オルガ ンの演 奏)を 担当,残 り1名 は来 所時の記録 を

とる助 手 と して役割 を担 って もらった。4月,第1回 目のデ イケ アーが開 かれ たが問題 は

なか った。会の後 の反省会 には従来 のベテ ラ ンボランテ ィア よりも活発 な意見 の交換 な ど

が出来,回 を重ね る度 にチーム ワー クが よ く理想的 なグループ活動 が出来,学 生 と利用者

との コ ミュニケ イ シ ョンを一層 容易に した効果 はおお き く評価 出来 よう。
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更 に,福 祉学生 の発案で毎回のデ イケ アーを ビデオ に録画す る計画 がだ され,器 材 を用

意 して実施す ることに した。VHSテ ープ(120分)で4本 の録画 が出来,平 成2年 度

の事 業 「生活館 活動」 ビデオ化の役割 を果 た し得 た。活動 は大阪 ガスグループ活動報告書

に詳 細 に報告 されて あるので ここでは学生 ボ ランテ ィアの声 を 「生活館 ニ ュース」(第5

号,1989年6月)か ら拾 いだ してみる ことにす る。

1.4.3学 会 ・シ ンポ ジウ ム の報 告

生 活館 で行 なった学会 ・シンポ ジウムで の報 告 は以下の通 りであ る。

1.人 間 性 心 理 学 会 シ ンポ ジウ ム(9月11日,東 京 中 野 区 大 輪 閣 ホ ー ル)に て人 間 尊

重 の実 践 を め ざ して 「美 崎 生 活 館,高 齢 者 福 祉 互 助 会 の 場 合 」 発 題

2.「 人 間 性 心 理 研 究 」 に要 旨採 録(資 料1-7)

3.``EchoesofPeace"(Na19,0ct.1987-)

BattlingtheLossSyndrom(TheChallengeofanAgingSociety)

4.「 生 命 尊 厳 を支 え る もの 一 医 療 と宗 教 の接 点 」(10月19日,東 京 新 宿 厚 生 年 金

会 館)に て シ ンポ ジス トと して発 題(資 料1-8)

5.宗 教 と 医 療 を 考 え る一 フ ォー ラム の報 告 か ら(上)(下)(読 売1987年12月

12日)(資 料1-9)

6.庭 野 平 和 財 団 報(Na32)第3回 研 究 フ ォー ラ ム開 催
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「発表者レジメ4」

「地域丸抱えの医療の試み一美崎高齢者福祉互助会での実践報告」

仏教大学 山 口 信 治

序にかえて

「21世 紀は愛の欠如する時代」(PA ,ソ ロキン社会学者)

家庭内での愛の欠如

老人 ・重傷疾病患者 ・障害者に対する負担感の増大

皮膚の色,性 別,年 令による差別問題

ソロキンの処方

「かれ等を愛してみよ,か れ等の中に新 しい価値を発見せよ」

ソロキンの検証を求めて

1."守 山"の 自然 と人 と風土

琵琶湖,野 州川L田 園都市

古代,中 世,近 世,現 代への発展課程

「水」の文化

市民性

2.美 崎地区における老後老人問題

民主化の遅れ ・福祉権利の意識低下

人口の高齢化地域

地理的偏狭とその住民意識

社会的諸条件(経 済,教 育,人 間関係,住 環境の不備,モ ラルの低下など)

住民の検診率の低さ

生活館の目的

住民の健康づくり

寝たきり老人のケアー

家族への支援サービス

3.美 崎生活館(高 齢者福祉互助会)の 発足とその活動

施設ケアーから在宅ケアーへ

5つ の活動部門

医療相談活動

福祉相談活動

生きがい事業

懇談会事業

デイケアー

送迎サービス

生活館の存在意味
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4.新 しい試 み

サー ビスの適性化 を さぐるための試み

(1)40才 以上の住民 世帯 の名簿 を作成す る

(2)世 帯 ごとの家族厚生 の分類 を行 なう

(3)プ ライマ リーケアーの担 い手の確保,育 成 に努 める

(4)地 域老人全員 の 「個別カルテ」 を作成す る

(5)過 去(2ケ 年)の 医療 ・福祉記録 の整理 をす る

(6)65才 以上 の老人(76名)の ニーズ に合わせ 「A」 ～ 「E」 に分類

それ に応 ず るマニ ュアル を作成す る

(7)特 に要介 護老人(「A」 「B」)15名 をフ ォローす るため,医 師 や ソー

シャル ワーカ ー らの訪問活動 を実施 して情報 を収拾す る

(8)活 動 の結果 は報告紙 にて発表予定

5.終 わ りに

講師紹介

昭和11年3、 月10日,福 島県生 まれ。東洋大学大学院社会学博士課程終了

老年社会学専攻,病 理学。現在,仏 教大学社会学部教授,主 な著書 「老いにゆらぐ家

族」 ミネルパー書房,「 孤独な老人」晃洋書房などがある。
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2.わ が国 における シルバー情報(デ ータベース)の 現状
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2.わ が国 にお けるシルバ ー情報(デ ータ ベース)の 現状

間 もな く到来す る高齢社 会 に対 して,そ の急速 な社会変化 の対応 は益 々困難 にな って き

て いる。大量化,複 雑化 す る シルバーサー ビスのニ ーズ に正 確 にか っ迅 速 に対処す るには,

情 報のデ ータ ベース化 は不 可欠で あ り,換 言すれば,こ れ か らの 日本社 会 に普及 されな け

れば な らないものであ る。 しか し,有 益 なデ ータベース も構 築や維持 の点で多大な労 力 と

費用 を要す るの は避 けられ ないので,そ の必要性 と有効性 で評価 を得 られ るにもかかわ ら

ず,そ の普及 は十分で あるとはいい難 い。従 って,拡 散 され た シルバー情報 自体 も体 系化

が遅れ,十 分 に活用 されて いないのが現 状 であ る。

エイ ジング総合研究セ ンターの調査 による と,高 齢社 会関連情報 の収集 に関す る態度 に

おいて,社 会福祉協議会(社 協)な どの関係機関 ・団体 が最 も積極 的で あ り,研 究機関 は

比較的消極的 であることが わか る(図2-1)。 又,情 報 収集後 の管理 において は,コ ン

ピュータ利用が希薄で文書保管 が主 で ある ことが わか り,い か に情 報が利用 されて いるか

は疑問で ある(図2-2)。 情報 収集 自体 の段階 でも,分 散化,シ ステ ム不在,情 報収集

の所在 という点 において問題が あるようで,シ ルバー情 報提供 の確立 の難 しさが窺われ る

(図2-3)。

又,上 記の調査で は述べ られ ていな いが,病 院 や施設等 におけ るコン ピュータ利用 は,

主 に管理 を目的 として いる。

以下,デ ータベース化 に積極的 な機 関 や団体 の実際 の例 を挙 げて,現 状 について述べ て

い くことにす る。

まず,研 究機関関係で は,「 老 人問題デ ータベース作 成 に関す る研究」 を発表 した,大

阪府立大学社会福祉学部の牧里講 師を は じめ とした団体 が ある。老人 問題の情報の効率的

な利用 ・提供 を目的 と した,関 係図 書や資料 に関す るデ ー タベース システ ムについてで あ

る。 その分野 は,医 療や福祉 に限 らず あ りとあ らゆる分野 の情報 を基盤 に して,そ の項 目

を細か くキーワー ドによって分別 して いる(表2-1)。 この研究成 果 は,総 合的老 人問

題の把握 に貢献す るもの と期待 出来 る。

次 に,関 連企業で は,シ ルバー産 業 に関 す るデ ータベース作業 を実 行 して いるところ は

情報収集 出来 なか ったが,調 査報告 書 「高齢化社会 の進展 と シルバー産 業の地方展 開 に関

す る調査報告書」 によると,シ ルバー情報 セ ンターの構想 が練 られ てい る様で,主 に,大

型 コ ンピュータを活か した ニューメデ ィア ・ケアーの中枢 機能 やデ イサー ビス,高 齢者の

コ ンピュータ教育 を付加 してい る。 あ くまで もこれ は想定 で あ り,実 行の可能性が あると

述べ てあ るだけである。

一方 ,情 報収集 に積極的 な関 係機 関や団 体 は,そ の高 い関心 に比 例 して,最 もデ ータベ

ース化 がすすんでい るといえ る。

広 島県 大崎町社会福祉協 議会(社 協)で は,「 福祉 管理情報 シス テム(デ ータベース)」

が昭和63年8月 に実施 され,成 果 を上 げて いる。 ここで は,同 町 内の65歳 以上 のひ と

り暮 らし老人,お よびいずれか一方が65歳 以上のふ た り暮 し世帯 を対象 と してい る。 福

祉 関連情報の蓄積 ・検索 ・提供 を基本 と して,リ アル タイム に対応 出来 る様 に,検 索頻 度

は,最 低 でも月20回 行 な ってい る。
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表2-1老 人 問 題 キ ーワ ー ドの 分 野 ・分 類 構成

(分 類 の 配 列 は 」1Sコ ー ド剛)
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出典 大阪ガス グル ーブ福 祉財団研究調査報告集1:(51-57)1988
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又,大 分 県中 津 市社 協 も先 駆 的 な例 で あ る。昭 和59年6月 か ら構築 が 始 め られ た

「中津市福祉 ネ ッ トワーク システム」 は,福 祉票情報,福 祉ネ ッ トワー ク情報,地 図情報,

自動 電話発信 システム に大別 され,ボ ランテ ィアの協力 者 とひと り暮 しの老人 とを電話 回

線 を通 じて定期的 に対応出来 る点 に特徴が ある(図2-4)。 特 に.そ の3±会 連携情報 シ

ステム(図2-5)は,こ の在宅福祉 サー ビスの 目的 の ひとつで あ るヒL－ マ ンサ ー ビス

とデ ー タベース を うま くつ なげ ているのは,お おきな成 果で ある。

しか し,よ り拡散 的 にネ ッ トワーク化 されて いる地域 といえば,愛 知県が最 も進 んでい

るといえ よ う。同県 社協 は,福 祉情報 セ ンターを拠点 と して市町村社協 とのオ ンライ ン化

(図2-6)を 実施 して いる。 内容 と して は,利 用者へ の情報促進 のみに限 って い るので,

新 しさは目立 たないが,"点 か ら線"と いう観点か らは大 変優れ てい るといえ る。更 に,

名古 屋市医師会が,昭 和61年3月 に 「ホームケ アーサポー トシステムについての提言 」

を提 案 し,現 在 まだ その完成 への過程 の段階 では あ るが,福 祉 ・医療 ・保 健 の機 能連 携

(図2-7)を 目的 と して お り,注 目すべ き地域ケ アー システムで ある。同 システ ムは又,

ひ と り暮 しや寝 た き りの高齢者 に限 らず,一 般高齢者 も対象者 に含 めて お り,幅 広 い健康

管理 指導,疾 患予防 や早期発見 に役立つ もの とみ られ る(図2-8)。

最 も新 しいもので は,愛 知県が平成3年4月 か ら着手す る決 定 を した 「地域福祉 サ ー ビ

スセ ンター事業」が あ る。 これ はモデル市町村 の各社協 に設置 され,コ ンピュー タで整理

され た 「福祉カルテ」 を もとに して,役 所 の手続 き無 しに電話 一本でサ ービスを提供す る

もの で ある。 この試 みは全国 で初めてのケイスで,そ の成果 にお おきな期待が寄 せ られ て

いる。

以上が わが国 の主 な シルバー情報の現状 であ る。社協 などの関連機関 でのデ ータ ベース

化が最 も進 んでい るといえ るが,愛 知 県などの様 に積 極的 な機 関の偏 りが見 られ,ま だ ま

だ極 わずか な普及 で しか ない ことがわか る。全体 の特 徴 をみてみ ると,上 記例 は在宅 ケ ア

ーを基本 に して お り,病 院 や施設 などの 「選 ばれ た利用 者」 のニーズ に限定 した対応 で は

な く,柔 軟性の あ る シス テム構築 とい う点 において共通 す る。 いい換えれば,そ の様 な シ

ステ ムで なければ,あ らゆ る利用者 のニーズに対応 出来 ないの で ある。 その点 で,ネ ッ ト

ワー ク化が今後の重 大課題で あ るといえる。又,情 報提 供者や利用者 のデータ ベースの役

割 の理解 という,意 識の問題 もあげ られ るで あろう。 シルバ ー情報 は,有 形 サ ービス,つ

ま りヒューマ ンサ ー ビスの媒体で ある無形サ ービス でな ければ な らないのであ り,サ ー ビ

ス提供 者 とその利用者 の相互理解 な くして は,無 意味 な もの と化す おそれが ある。

われわれ美崎生活館 の活動 を基盤 に したデ ータベース は,小 規模 で はあるが,そ の土 台

ともいえ る地域の人 々 との密接 な関係 を重視 した福祉 ・医療 の両 サイ ドか らの対応 を試 み,

その点 で は,大 変貴重 な存 在で あると思われ る。今後,関 連機関 など とのネ ッ トワー ク化

が実現 されれば,シ ルバー情報のデ ータベース開発 におお き く貢献す るもの と考え られ る。
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給食サービス並びに食材宅配サービス

清掃サービス、入浴サービス、洗濯サービス

家政婦並びに有債ボランティア派遣サービス

旋行、観蘭等アラニング ・サービス

介護用品の斡旋

サービス

提 供

中津市丙の業者

を中心 に対応

出典 中津市社会福祉協議会資料
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1

パソコンに、入力してい
る対象者を検索させ、手動
にてパソコンに指示するこ
とにより、パソコンが相手
のダイヤルを回し呼び出す

呼び出した後は、普通の
電話に同じ.

パソコンに、入力 してい

る対象者をパソコンが目動
的に検索 レ、パソコン本体
に記憶 しているメッセージ
を相手に目動的に流すとと
もに、その交信内容を自動
的に観音する.
また、交信内容を専用ス
ピーカ・一によりモニターし

異常を感 じた頃合は直接相
手と交佃できる.

本データベースと消防署
に設置しているパソコンを
オンラインで結び、社協の
オフコンによって消防署の
データのメンデを行うと伴
に、消防署が対応 した緊急

通信シスデムの利用状況等
のデータの蓄積と分析を行

う.

ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る

電
話

婿
入
民
生
委
員
等

'情 報 管 理 セ ン タ ー

(社 会 福 祉 憐 情 会 内 に 設 置)

要 斑 斑 者 の デ ー タ

基 本 デ ー タ 親 族 デ ー タ 健 康 デ ー タ ネットワーク 地 図 僧 帽

1.・ 校 区名

2.地 区 名

3.民 生 委員名

4.電 話 番号

5.性 別

6.生 年月 日

7.生 活 保護等

8.受 給 年金等

9.住 居 状況

10.家 事 状況

1L社 会 参加状況

12.趣 味

13.そ の他

1.氏 名

2.住 所

3.電 話 番号

4.続 柄

5.そ の 他

1'.病 名

2.診 断

3.病 院 名

4.電 話 番号

5.主 治医名

6.そ の 他

1.地域公職者名
・ 自 治 委 員
・老人クラフ会長

,婦 人 会 々長

2.福祉協力店名
・新聞販売店

・食料 品 店
・牛乳販売店

3.福祉協力署名
・友 人
・闘 病 仲 間

4.近隣 ランディア名

5.乳酸飲料配連人

対象者の居住す
る町内の地図をパ
ソコンに人力し、
声かけ電話の交信
時や緊急時におい
て、・民生委員 ・近

情ポヲンテ イアや
地域公職者の位置
関係をデ レピ画面
に写し出し、その
対応策を判断する

図2-5中 津市社会福祉協議会の社会連携情報 シス テム
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図2-8 愛 知 県 の ホ ーム ケ ア 関 連 シス テ ム の基本 構成
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表2-2シ ルバ ー情報の現状

。。
◎。

視 点

団 体 名 対 象 老 人 内 容 ネ ッ トワー ク化 今 後 の 課 題
医療 福祉 保健

老人問題の関係図書を分野別に分けて情報 実際の利用化

1 大 阪 ガ ス・グ ル ー プ MA (あち ゆる牙 野) を提供(研究段階) MA

ニュ ーメデ ィアケアの中枢機 能やデイサー 実際の利用化

2 シ ル バ ー情 報 セ ン タ ー MA ○ ビ ス ・介 護 機 器 リー ス ・ホ ー ム ヘ ル パ ー 派 遣 N〃s

(教誇 を含 む)
事業

広島県大崎町 町内65才 以 上のひとり

3 社会福祉協議会 暮 らし、又はふた り暮 ○ 1 MA

らしの老人

大分県中津市 中津市内のひと り暮ら 福祉情報・福祉ネッ トワーク情報・地図情報・ 中津市社協行 政 企業などとの多角的連携

4 社会福祉協議会 し老人及び寝た きり老 ○ 自動電話発信システム 近隣 ボランティア

人 厚生委員・消防暑

愛知県 福祉情報提供サービスを各社協で、電話や 県社協と県下各市町村 福祉・医療・保健の各機関 との連携

5 社会福祉協議会 限定せず ○ コンピュータで提供 している 社協

地域包括保健医療福祉のシステム化で住居 医療 対象者の拡大

6 名古屋市医師会 市内の老人 ○ ○ ○ のすべてが地域で一貫 してサービスを受け 福祉 連携 マ ンパ ワーの養成確保

られる 保健 システム整備

モデル市町村の高齢者 手続を省いて電話一本で即座に関係機関に 社協 MA(91年 胡 から実行捕

7 愛知県行政 の一部 ○ 手配できる 地壇の民生委員

(99年 以 降・全市町村) 公共の福祉団体

60才 以 上の会員又は 訪問記録からの生活相談や、医療相談をふ 行政 との連携ネットワーク化

8 美崎生活館 付近在住高齢者 ○ ○ まえた個人情報 N〃L



3.美 崎生 活館 におけ るシルパーエイ ジのデ ータベースの開発
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3.1シ ル パ ー エ イ ジのデ ー タ ベ ー ス 開 発

3.1.1シ ルパ ーエイ ジデ 一夕ベース研究会の設 置

美崎生活館の中 に シルバs・一.エイ ジに関 す るデ ータベース(DBと 略す)の 研究 開発 をす

る研究部 を設置 しシル パーエイ ジのデ ー タベース構 築 に関す る研 究開発 に取 り組 んだ。

メ ンバーは先 に示 した通 りで,医 療 部門か ら柳原 正典(当 館 ボ ラ ンテ ィア医師),福 祉

部門か ら山口信治(大 学研究者),又 情報関係 の専 門家川端 甫(株 式会社情報 ア イラン

ド),更 に若 干名研究補助員 を募 り主任研究員 中井正子 を中心 に研究 を開始 した。

研究のテーマ はシルパーエイ ジに関す るDBの 構築で あ り,更 にはその開発で ある。要

す るにDB構 築の目的 は これ まで収拾 して きた個人の諸情報 とその っづ り 「福祉カ ルテ」

をコ ンピュータに整理 す る作 業が1っ あ る。更 に最大 のね らいは入力 され た情報 を適宜検

索 して診断や治療(処 置)に 利用 しよう とす るもので あ る。 これ を別 に 「ケ イスマネ ジメ

ン ト」 と呼 んで いるが,そ れ を実行 に移 そうとい う計画 であ る。

そのため研究会 はまず,そ れ に関す る文献(研 究報 告)を 集 め ること,集 めた文 献を学

習(検 討)す る会 を持つ こ と,適 宜専 門分野 の研究者 や技術者 と意 見交換 をす ること,同

時 に研究会独 自の 「個人 カルテ」 に入 力す ること,更 には最大 の課題 で あるケイスカ ンフ

ァレンスやケイスマネ ジメ ン トに入力 され たデ ータ を検索 して利用す ることな どの作業の

流れが ある。

以上DB構 築の計画 に基づ き作 業 をす す めて きた。

尚,上 記の研究会設置 に基づ いて具体 的 な作業計画 をたて実施 をすす めて きた。

その内容 はおおよそ次の通 りにな る。

研究会 は,2,3シ ルバ ーDBな り福 祉関係 のDBを 手懸 けた団体 をえ らんでケイス研

究会 を持 ち,医 療,福 祉,情 報 の各研究 者 よ り意 見を交 換 して当美崎生活館 の規模 に見合

った シルパーエイ ジのDB化 を検討す る ことに した。その際,も っと も参考 にな る開 発研

究の団体 の専門家 と懇談会 を持 つ計画 を した。 その1つ は関西情 報セ ンターの 「老人介護

のサー ビスに関す るシステム」を開発 した団体,2っ は愛知 県社 会福祉 協議会が研究開発

した 「ネ ッ トワーク システム」,3っ は 「老人問 題のDB作 成」 にたず さわ った研究者,

更 にはDBの 専門家(技 術 部門)を タ ーゲ ッ トに しぼった。

さ しづめ,京 都醍醐 にあ る 「健光園」 を訪ね その情報処理 の方法 にっ いて見学 を し,そ

れ を研究会 にて報告,当 美 崎生活館 にお けるDB構 築 の検討材料 と した。更 に研究員 らの

施設見学 を計画 し実際のDB運 用 を学習 して も らうことに した。 その団体 は大分県 中津市

の社会福祉協議会の システムで ある。 同時 にわれ われが開発 す る 「個人 カルテ」のマニュ

アルづ くりをすす め研究会 にて更 に検 討す る資料 をつ くって供 した。

3.1.2シ ルパーエイ ジのDBの 開発過程

シルパーエイ ジに関す る情報 を収拾 してそれ をデ ータベースにす る場 合,情 報 には幾 つ

かの種類が ある。 まず1っ はひと(性,年 令)に 関す る情報 であ り,2は ひ との状況,状

態 に関す る情報,そ して家族や近隣 の仲間(人 間 関係)に 関 す る情報 で ある。 その内,人
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や状況 ・状態 に関す る情報収拾 に はい くっかのニ ュースソースが ある。その1つ は直接 本

人 か ら情報を収 拾す るもの,あ るいは家族や近隣の友人(な か ま),更 には地域(自 治 会)

な どの役員,民 生委員,地 区社 協協力員,ボ ラ ンテ ィアな どか ら情報 を入手す る場合 な ど

な どさまざまなル ー トが あ る。 いずれ生活館の誰か に情報 が伝わ って くるので あ るが一 般

的 なケイスは直 接館長 もし くは館員が来談者か ら聞 く,更 には生活館の活動中直接 ボ ラン

テ ィアが入手す るこ ともあ るが必 ず館長 に連絡す る。館長 は それ等の情報 を整理 して個 人

記 録(カ ルテ)に 氏名,年 令,性 別,家 族関係,更 には問題 の主訴な ど記録 欄 に記載す る。

この業 務をイ ンチ イク とい うが 来談者 との最初の面接 であ り情報の収拾 に当 たって重要 な

作 業の1つ であ る。更 に得 られ た情報 に基づ いて情報 の信 想性や緊急性,更 には処置 の方

法 な ど確認,あ るいは会員 の資格 など検討,決 定す るため に館長 を中心 に関係者(医 療 相

談 関係者,福 祉相 談関係者)が 集 ま り合同会議 を開催す る。

更 に必要 とあればケ イスワーカー らによる詳細 な調査 を依頼 す ることが ある。 その最 新

の信想性のあ る情 報 を基 に再度 会議が もたれ ラ ンキ ング(「A」 ～ 「E」)と その処遇 が

決定 され る。更 に従来 までは(コ ンピュータ によるデ ータベース以前),直 接 「福祉台 帳」

(個人別生活記録)に 記載 した。更 に以後入手す る情報 を順次 記録 を と り書 き込んで お く

様 に して個人記録 を整理 し適宜必要 な時 に台帳をめ くって み るとい う操作 を くり返 して き

た。 しか し,今 回 の コ ンピュータ導入 によ り膨 大な情報の量 は もとよ り質 の問 題 に至 るま

で収拾,管 理出来 ることはお おきな進歩であろ う。 そ こで の問題 は情報 をいか に整理す る

か,又 必要 に応 じて検 索 してみ るかで ある。 しか もわれわれが最 も考慮 した ところは こう

して得 られ た情報 を専門家や研究者が検索 して利用 す るの ではな く,む しろ館 長 を含 めて

機械 に得意でな い者 や高齢者 にも利用 可能 な入力 な らび に検索 の方法 を考 案 しておかね ば

な らなか った。 そ う した制約 っ きでデータベース化 に踏 み切 ったのである。

更 にフロー はデ ータの利用 に なるが生活館 の相談活動 に使 うばか りではな く,多 少 研究

や統計処理を も含 めてデ ータが利用出来 る様DB化 した。 も っとも利用 の最大 のね らいは

今後期待 され るで あろ う 「ケイスカ ンファレンス」 や 「ケ イスマネ ジメ ン ト」 に利 用す る

ことで ある。ケ イスカ ンファレンス とは個 々のケ イス にっ いて検討す る研究会 で あ り,ケ

イスマネ ジメ ン トとは変化 す るデータを使 ってク ライエ ン トの的確 な診断や治療更 には処

遇の程度 など,更 にはその経過 な り予後 を管理 して,診 断や処遇が適切で あったか否 か を

アセスメ ン ト(評 価)す るたあの有力 な手法の1つ であ る。 そ こで実際の訪問 に よる医療

相 談や通所 の場 合ケ イス ごとにデ ィスプ レイに資料 を映 しだ して前回の状況 と比較 しなが

ら相 談をすすめ る様 に した ものであ る。 あるいはコ ピーをつ くりアセス メ ン トやケイス マ

ネ ジメ ン トの資料 に供 しようとす るもので あ る。更 にフ ロー はデ ータの修正 のため にクラ

イア ン トの死亡,移 転,脱 会等 で記録 を修正す る必要が で た場合,更 には今後生 活館以外

にデータを交 換す るネ ッ トワー クが必要 とな るであろ う場合 を想定 して個人 の情報のプ ラ

イベ イ トを守 るための2重,3重 の処 置を講 じてお くことが要請 され る。そ こで外部 にで

て も差 し支えの ない情報 を処理 してお く必要 があろ う。 それが ここでの作業 とな る。 しか

も 「処理 された情報(生 の情 報で はない)」 は実際 の活動 や相談 にフ ィー ドバ ック され る。

これが生の情報か ら情報 が処 理 され利用 され るに至 るフローで あ り,か つ情報 の修正 回路
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(フ ィー ドバ ック)を 持 った一連 の シルバ ーエイ ジDBシ ステ ムで あ る。 この情報の流れ

を図式化 したのが図3-1で ある。

図3-1 情報の フロー

生 の 情 報 ■'"‥ ↑n報 の 収 集 一''""tNvaの 検 討 ‥''"情tuの 処 理

(リソース)《 デ_ク ペ_ス)

ク ライアン ト
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《ポ ヲンチイア)
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《生活館活動)

情報の利用

インチイク 専門寂に よる 帽祉台領への 福祉事脇所4出
〉
再胴登 記録 学区協力貝

》ト 館長
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合同会蹴 データの利用
1,

ソ ー シ ャ ル

ワ ー カ ー

構築針冒
生活館活動

個愚性 コ ン ビュ ー
(医療・福祉)

● ポヲンテ イア 〉 緊急性 舛 タへの入力 〉
検索

必要性
A 研究

処遇使
統計処理

●

力者 ●

医師
ランク付

カ ン フ ァ レ ン ス

研究者
金貝認定

ケイスマネジ

〉
メ ン ト

ア) その他

DE化 各種診断・治療

相 談 ・治 療 ・一
'…'カ ウ ン セ リ ン グ

Ψ

データの修正
一 フイー ドバ ツクー

プ,イ パ シー遵守

活動
死亡・移転・脱会

活動)
など記録修正

3.・1.3文 献研究

主任研究員中井正子氏を中心にシルパーエイジDBに 関する積極的な研究会を持 った。

その1っ は文献研究である。そこで片野坂,岡 治研究補助員を動員 して県立図書館はじ

め資料室を訪ね,高 齢者福祉のデータベースに関する学術研究魯をあたることにした。結

果はそう十分な資料ではないが多少実務的なレベルで実施している諸成果にっいて文献を

コピーして研究会にて学習会を持った。

いまその文献を列挙すれば,

愛知県社会福祉協議会 「福祉情報センター」

しあわせづくり

コンピュータによる福祉情報提供サービス

図書,資 料の閲覧,貸 し出 し
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フイルム ライブ ラ リー

福祉機器展示 コーナー

利用案内 月～金,午 前9時 ～午後5時(愛 知福祉協議会館 内)

関 西情報 セ ンター 「老人 ホー ムの介 護 サー ビス用情 報処理 システ ムに関す る調 査

研究」1

健光 園 「老人 ホームにおけ る情報処理 システムの開発調査 研究報告書」

関西情報 セ ンター.「老人福祉 に関す るガ イ ド情報 システムの調査研究」

牧野 毎治 ほか 「老人 問題 データベ ース作成 に関す る研究」

研究報告集1)

水 野勇夫 「福祉情報オ ンライン シス テム」

「地方 自治 コ ンピュ一輪タ」(90-4月 号
,地 方 自治情報 セ ンター)

中津 市 ・中津 市社会 福祉協 議会 「中津市 福祉 ネ ッ トワー ク システ ム」

1984

1985

1986

(大阪グループ福祉財団

1988

(愛知県社会福祉協議会副部長)

1990

(社会連携

情報 システム,生 活総合相談 システム=シ ルバー

ライフ支援 システム)1990

い くつかの役立つ文献があったが,生 活館の規模か ら,し か も初回の調査研究 という制

限か ら.中 津市の社協の事務 レベルの報告書が一番適切なものと受け取 り,生 活歯のシル
パーエイジDBの モデルに採用することにした

。

しかし研究会の途中適応が困難なことに気づき,生 活館独自のマニュアルを作成するこ

とに決定,作 業をすすめる。'

3.1.4専 門家との意見交換

3.1.1で 述べた様に専門家との意見交換は,1)「 健光園」における情報処理 と中

津市の社会福祉協議会その他の団体の見学と担当者との意見交換である。2っ は研究者

(大学)と の意見交換である。3つ めは情報に関する技術関係の専門家との懇談や研究会
,

それに意見の交換会を実施 してきた。

総じて生活館のDBの 利用か ら推測するに期待以上の収穫はなかった6単 に個人の情報

を入力 して保管することが最大の作業で,い わば 「情報」に関する試行錯誤の段階でパイ

オニア的試みの域をでていない様に思われた。むしろ生活館が開発実施 しようとする試み

には一応関心を持ち,逆 にノウハウを質問された りする有様であった。ただ情報の量や質

の点でおおいに刺激されてかえってきた。要するに最小の情報で最大の効果をねらうのが

この情報の鉄則であることが知らされた。

更に情報の技術関係の専門家との意見交換ではおおいに啓発されヒントを得ることが出

来た(表3-1,図3-2,3-3,3-4)。

3.1.5「 個人カルテ」の原案づ くり

中井研究主任から仏教大学社会学部応用社会学科教授山口信治研究室に,シ ルバーエイ

ジのDBの 開発にっいての依頼があり,開 発に取 り組んだ。美崎生活館ですでに収録して
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あ る 「個人台帳 」か らDBへ の入 力 に必 要な項 目 を拾 い上 げ,そ れを(1)属 性(氏 名,

年令,性 別,家 族構成 など),(2)人 間 関係(家 族 関係,親 族 関係,近 隣 との関 係 な

ど),(3)心 身 の状況(健 康,疾 病,治 療状況,寝 たき り,痴 呆 など),(4)家 庭医

(緊急時,往 診可能 なホーム ドクターの有無,専 門 医,病 院,施 設 など),(5)介 護者

状況,(6)暮 らし(住 まいの状況 と リスク個所),そ れ に(7)医 師の医療相 談の記録,

(8)ソ ー シャル ワーカーの記録 など,8項 目を挙 げ検 討 した。結果 は資料3-1と して

提出 した通 り基本デ ータと して28項 目か らなる原 案を作成 し美崎生活館 シルバーエ イ ジ

DB研 究会に提案 した。

研究会 はこの原案 を受 け委員会 にて更 に検討(表3-2),改 良 を加 えて資料3-2の

様 な シルバーエイ ジDB(個 人 カルテ)を 採用,実 用化 を期 して い くつか 台帳か ら入力 を

してみた。岡治研究補 助員の実 用面の経験 を きいて更 に最終的 な決定 のために検討 を重 ね

た。

3.1.6「 個人 カルテ」へ の入力

実際 に個人カルテ に入力 す る前 に,既 存 の個人台帳か ら整理 しなければな らな く,最 も

時間 を要 した。岡 田館長 と片野 坂研究補助 員の協力 を得 て,前 記の資料3--1に 従 い記録

してい った。 しか し,入 力 す る時点 で は統 一性 と正確 さが よ り重要にな り,入 力作業 まで

の過程 が一番困難 で あった。

カルテの入力順序 は,整 理 の段階 で は ランク別 に して いたが,一 定不変 で はないの で,

五十音別 に した。

以下,問 題点 を資料3--1に 基づ いてその入力作業 にっいて説明す ることにす る。

個人 カルテ04ま で は,属 性にっいての ものが ほとん どで,年 金受給や家族構成 など不

明な点 が多 く,空 白 に してお くか一部記入 のみに なった。 ここで最 も問題 になるの は,そ

れ等の情報が入力時点の もので しか な く,変 化 が見 られ ない ことで あり,出 来 るか ぎ り付

記 した。又,死 亡者 にっ いて はその時期 をカルテ01上 部に記 入 し,健 康状態 などの欄 は

空白 に した。

個人カルテ05に おいては,変 化 の見 られ た時期 に限 り記入 し.特 に問題が無 ければ空

欄 に した。状態 の善 し悪 しは,良 ・普通 ・悪の順序 で,123と 記号化 した。

ケ アー ・サービ ス判定 資料票 は,ひ と り暮 らし/寝 たき り/痴 呆老人のみに該当 し,サ

ー ビス必要性のおお きい ところか ら123と 記入 した。 それ以外 の対象者の分 は省 いた。

次の生活相談 ・医療相談 は,経 過 が よ くわか る最 も重要 な部分 で,か な りの時間 を費や

した。生活相談 にっ いて は,表3-3の 様 に大別出来 るので,コ ー ドを使用 しての記 入を

した。 しか し,岡 田館長,館 長夫人,片 野坂研究補助 員の記録 を十分 に生かす ことが難 し

く,必 要な ところは,付 記 を加え た。医療 カル テは,柳 原医師の記録整理 を基 に して入力

した。 ここではコー ドでの記入 は無理 なので,同 医 師の記録 をその まま使用 した。尚,而

記録 には年月 日に不 明 ・相 違点 があ り,各 記録 は不 確定 でない ところが ある。

この様 に,ま だ まだ完成 に近 い とはいいがた いが,入 力作業 の問題点 を基 に して.更 に

充 実 したカルテ にな る様検討を重 ねてい くっ も りで あ る。
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OCSに よ る シ ル バ ー エ イ ジ デ ー タ ペ ー ス シ ス テ ム 御 提 案 書

【1】 機 器 構成

も㍑ ㌫ 欝7ー タペースシステム(以 下・本システムと呼びます)は ・以下の繍 ‖繊 の

・ コン ビュー…一タPC -9801シ リーズ(メ モ リ640KB以 上 実装機)

※初代9801及 び、UV、LTは 除 きます。

・ 補助 記憶装 置40メ ガバ イ ト以上 の固定デ ィスク

※管理するデー タ件数 によ り、必要量 は増減 します。

・ 表 示 装 置9801シ リーズ専用 高解像度 をサ ポー トす るカラーデ ィスプ レイ
。

・ プ リ ン タPC -PR201(V/H)相 当品 と連続紙供給装置
。

なお、OS(基 本 プログラム)と して、MS-DOS(Ver3 .3以 上)が 必要 です。

【2】機 能概要

本 システムは、3っ の機 能部分か ら構成 され ます。

① シ ステム管理部分

デー タベースシステム を構築す るための基本情報を設定す る部分 です 。

・ デー タベース入力時の記号
、 コー ドを予め設定 した り、必要 に応 じて変更 します。

・ システム管理 部分 での 情報変更は
.そ の記号、 コー ドを使 用 してい るすべ ての情報

にたい して影響 を及 ぼ します。

② デー タ.入力 ・更新部分

本 デー タベースを実際 に構築す るための部分 です。
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会員の氏名、住所等の個人識別情報を入力 ・更新します。
会員の対人関係項目に関する情報を入力 ・更新します。

会員の健康関係項目に関する情報を入力 ・更新します。
会員の住居関係項目に関する情報を入力 ・更新します。
会員の月別介護判定に関する情報を入力 ・更新します。
会員のケアサービス判定に関する情報を入力 ・更新します。
会員の生活相談カルテに関する情報を入力 ・更新します。
会員の医療相談カルテに関する情報を入力 ・更新します。

③ 検索 ・出力部分

本デー タベースを運用す るための部分です。

・ 複合条件を付 与 して、該 当会員を検索 します 。
・ 検索結果をもとに、画面表示、あるいは帳票 を印刷 します 。
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表3-1

【3】 プログラム構成

モ ジュール名 プログラム名 摘 要

システム管理 精 神 状 況 区 分 定 義 1 正常2:も の忘れ3:失 見 当4:異 常 等の内容

介 護 者 区 分 定 義 1 家族2:親 戚3:近 所 の人4:家 政婦 等の内容

独 居 要 因 定 義 1 配偶者の死2:子 の死3:子 の結婚転勤等の内容

ね た き り 要 因 定 義 1 脳卒中2:リ ウマチ様疾患3:高 血圧 等の内容

住 居 状 況 区 分 定 義 1 腐朽の程度2:換 気 風通 し 等の内容

間 取 区 分 定 義 1 2DK2:3DK3 3LDK等 の内容

社 会 参 加 状 況 定 義 1 老入クラブ2:町 内会3 趣味の会 等の内容

ケアーコーテーイネィション定 義 1 歩行2:排 泄3:食 事4 入浴 等の内容

ケ アーサ ー ビ ス内容 定 義 1 一人暮2:虚 弱ね たき り3:保 健婦派遣等 の内容

学 区 マ ス タ 保 守 学区コードと学区名の対応付

自 治 会 マ ス タ 保 守 自治会コードと自治会名の対応付

病 名 マ ス タ 保 守 病名コードと病名の対応付

主 治 医 マ ス タ 保 守 主治医(病 院)コ ー ドと名称の対応付

生活相談項 目マスタ保守 相談項目コー ドと内容の対応付

入 力 ・更 新 会員識別情報入力 更新 会員の基本情報の入力 ・変更
i

対人関係情報入力 更新 対人関連情報の入力 変更

健康関係情報入力 更新 健康関連情報の入力 変更

住居関係情報入力 更新 住居関連情報の入力 変更

介護判定情報入力 更新 指定年月の介護判定情報の入力 ・変更

サービス判定 情 報入力 更新 指定年月のサービス判定情報の入力 変更

生活相談カルテ入力 更新 指定年月日の生活相談カルテの入力 変更

医療相談カルテ入力 更新 指定年月日の医療相談カルテの入力 変更

検 索 ・出 力 デ ー タ 検 索 ・ 抽 出 複合検索による該当会員 ・各種情報の抽出

会 員 一 覧 表 表 示 ・印 刷 該当会員の一覧表示及び、印刷

個 人 カ ル テ 印 刷 該当会員の個人カルテ印刷

介 護 ・ケアサービ ス状 況 印刷
⑳

該当会員の介護 ・ケアサービス状況表印刷

医療 ・生活相談カルテ印刷 該当会員の医療 ・生活相談カルテの印刷
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図3-2開 発 ス ケ ジ ュ ー ル

業 務 内 容
1月 2月 3月

上旬 中旬 下句 上旬 中旬 下句 上旬 中旬

詳 細 打 ち 合 わ せ

シ ス テ ム 設 計

システム管理部分作成

入 力 ・更 新 部 分 作 成

検 索 ・出 力 部 分 作 成

導 入 ・試 験 運 転

一

木 稼 働

▼

↓

▼

1

1

:
… 》
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図3-3
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高齢者福祉行政基礎資料蓄積
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図3-4

シ ステ ム1/0関 連 図

除

ソ ー ト・

セ レ ク ト

ペ リファイ

リス ト

フォーマット任意設定

貴 福 祉 互助 会 ご指 定 の 「入 力 フォ ーマ ッ ト」、 「出力 帳 票 」に したが らてデ ー タ検 索 、ベ リフ ァイ、 メ

ンテ ナ ン ス と照 会 リス トの画面 及 びプ リン タ ー出力 の プロ グ ラム を作 成 す る もの と します。

但 し、条 件 と してハ ー ドウエ ア はAjECrvPC98シ リー ズ、0∫ はM∫,DO∫Ver .2.1以 上 と し、HDD20MB以 上

の構成 と します。
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表3-2デ ー タ ベ ー ス 委 員 会

山 口 研 究 室 よ り 提 案 さ れ た 「個 人 カ ル テ 」 (原 案)の 検 討

▼一

1

検 討 項 目 内容 適 ・不 適 修正意見

1.項 目 に つ い て 必 要 な項 目の 検 討 適 所 得,家 族 の 情 報

(必 要 最 小 の 項 目. 不 足 の た め 削 除,

削 除 で きる項 目

簡 略 で き る項 目 不適 医 療 記 録 さ らに

簡 素 化 の必 要 あ り

さ ら に必 要 な 項 目 あ り 機 関,行 政 と の

連携記録

項 目の 数 適

2.項 目 の 名 称 名称 適切 一 部 修 正 箇 所 あ り

3.順 序 配列 適

4.フ ォ ー ム に 枠 の 要 ・不 要 多 少 議 論 あ る が 今 回 は

つ い て 該 当 す る もの に つ い て 問題 これ で 整 理 を して み

丸 を っ け る る,さ ら に 検 討

表 示(作 図) 18身 体 状 況

表 記 法 に 一 工 夫 の

必 要 あ り

5.記 載 事 項

6.そ の 他 記 号 化(病 名 な ど記 号

で 表 記)
1
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表3-3:

生活相談記録 コー ド表

01 来館サー ビス

011

012

013

014

デイサ ー ビス(相 談、 学 習 、講 話 、RO、 ゲー ム、体 操 、 リハ ビ リ)

施 設利 用

0121

0122

0123

0124

0125

シ ョー トス テ イ

入 浴

給 食

ビデ オ利 用

その他

相談

生 きがい事業

02 訪 問サ ー ビス

021

022

023

024

025

友愛訪問

相 談

視覚学習

出 講

医療相談

03 移 送 サ ー ビス

031

032

デイサービスの送迎

その他

04 そ の他 の懇 談・交 流 一

05 緊急連絡調整

051

052

行政 との コー デ ィネ ー シ ョン

家族 との連絡

06

←

介助器具の貸出 し

07

一

事務局会議
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3.2デ ー タベ ー ス の 目的

美崎生 活館 には高齢者 やその家族 か ら常 に 「介護用品 はどの様 な ものを使用 した らいい

のだろ うか」,あ るいは 「ホームヘルパーが必要 で あるが どこに依頼 した らいいのだ ろう

か」,「 急 に病気 にな ったが どの様 に した らいいのだ ろうか」 とい った問合せ が数多 く来

る。

この ことか らも判 る様 に,高 齢者や その家族 にとって この様 な情報 は非常 に重要 な もの

で ある。特 に,近 年 の核家族化がすすむ中で ひと り暮 らしの高齢者 が増えてい るこ とや,

急 に高齢 にな った親 と同居が始 まって何 も知 らないで とまど う子 供連の例 もあ り,正 確 な

情報が必要 な時 に,迅 速 に入手出来 るとい うニーズ は高 ま ってい る。

一方,わ が国の これ等 の情報のデ ータベース,デ ータバ ンクの現状 た るや,ま だそろ っ

て お らず,不 十分 な状況 であ る。

美崎生 活館で は,こ れ等 の高齢者が生活 してい く上 において必 要 な情報 を収集 し,何 時

で も引 き出 して提供出来 るシステムが是非必要 であるので,将 来作 っていきたい と考 えて

い る(図3-5)。

今 回 はその第一弾 として守 山市美 崎地 区周辺 に住 み美 崎生活館 と関 わ りのあ る高齢者 を

対象 に,過 去の蓄積 のデ ータを基 に,シ ルパーエイ ジのデ ータベース,「 生活記 録(個 人

カルテ)」 の構築 に と りかか った(図3-6)。

従来,美 崎生活館 では美崎生 活館 とかかわ りのあ る高齢者 について は 「高齢者福祉互助

会個 人カル テ」 に,① イ ンチイ ク開始 時期,② 氏名,③ 生年月 日,④ 写真,⑤ 住所,隣 組,

Te1.,⑥ 収入 の手段,⑦ 家族構成,⑧ 略図(地 図)の 項 目について は記載 を してい た。

しか し,こ の形式 で は時系列的 な記録 を充分 に記載出来 ない とい う欠点が ある。

一方,医 療関連 のデータ は 「医療カル テ」 に医師が記録 していた。又,日 常訪問,移 送,

デ イサ ー ビス,相 談 等の記録 は 「福祉台帳」 に記入 し,更 に,月 ごとの統計,記 録 を 「月

計表」 に記録 して いた。

しか し,こ れ等 の記録 は特定 の一人が記入 して いたので,他 の者が読 んで も理解 出来 な

い とい う状 況 にあ り,そ の機能 を充分 に果 た して い るとはいえ なか った。

この様 な実 態で あ ったの で,こ れ等 の分散 してい るデ ー タを一ケ所 に集中 させ.特 定個

人 の頭 にのみ記憶 され ている情報 を も記録 して,誰 で もが,何 時で も,共 通 に利用 可能 な

「生活記録(個 人カ ルテ)」 のデ ータベースの構築 をパ ソコ ンの ワープ ロ機能 を利 用 して

行 な った。

個人 の生 活記録 をみ ることによ り,医 療 のみでな く,福 祉,生 活 の面か らの総合的判 断

が可能 となるこ とや,将 来 は予防や対処効果 をも狙 ったケ イスマネ ジメ ン トに利用可 能 と

な ること,医 師,福 祉 専門家,ボ ランテ ィアの相 互の連絡 に も役 立っ ことと考 えてい る。

又,こ のデ ータベース をつ くる ことによ り,高 齢者の生活 の実態 を知 ることが出来,ど の

様なニ ーズが あ るのか にっ いて も把握出来 る ことと考 えてい る。
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図3-5 美崎生活館の シルバ ーエ イ ジのデータベースの概要

ユ ー ザ ー 美崎生活館
協力機関

高齢者

家族

会員

電 話 く 一 一 → 一 電 話

パ ー ソン・トウ・パ ー ソン

φ

フ ァ フ ク ス ペ ≒一 一 フ ァ ッ ク ス

デ ー タ

ベ ー ス

…

生活情報DB

「生活記録(個人カルテ)」データベース

氏 名 医 療

住 所 福 祉

年 齢

就 労

._..趣 味

イベ ン ト

教 育

フ ァ ッシ ョン

衣料 .

食 品

介 護機 器

医療

健康

ホ ー ムヘ ル プ

行政

金融

保険

会協

メ ー カ ー

サ ー ビス業

行政

社会lm土塊IR会

図3-6 デ ー タベ ー ス開 発の プ ロセ ス
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3.3対 象 な らび に方法

「庭野基金」 よ り昭和62年 度 と63年 度,2ケ 年続 けて研究 助成 を受 けサー ビスの適

正化 をさ ぐるため の新 しい試 みを した。 まず作業 は,以 下 に述 べ る通 りであ る。

1.市 の住民課 に出 向 き美 崎地区 の住民票か ら 「老険法」 に基 づ き対象(40才 以上)を

抽出 して その名列 を作成す る。

2.各 世帯 ごとの家族構成 を,

(1)単 身世帯

(2)核 家族 的世帯

(3)直 系家族世帯

(4)複 合家 族世帯

と大別 して分 類す る。

3.プ ライマ リーケ アーの担 い手が誰か を各戸 を訪ね調査す る。特 に単身世帯,老 夫婦 の

みの核家族 につ いて は子の有無,居 住地,行 き来 の頻度 などを調査 し,子 が あ る場 合

その連絡先,子 が ない場合 は隣人や仲間,親 族 な どネ ッ トワークをチェ ックす る。

4.上 記の基礎調査 に基づ き美崎,永 保(近 隣住区)に 居 住す る老人全員 とその家族 を一

定 の様式 に基づ いて 「美 崎高齢者福祉互助会個人 カルテ」 に住所,氏 名,年 齢,性 別,

家族構成,プ ライマ リーケアーの担い手,連 絡先,生 活向 きを整理す る。

5.過 去2ケ 年の医療相談 記録 と福祉相談記録 をケ イス レコー ダーか ら個人カ ルテに転 記,

整理す る。

6.さ しづ め65才 以上 の老人 を 「A」 か ら 「F」 まで6段 階 にケ アーニ ーズの程度,身

辺動作の程 度,介 護者 の有無,介 護能力 の程度 などを基準 に レベルわ けを し,生 活 館

資源 をどう適宜 提供す るかマニ ュアルを作成す る。

7.医 療,福 祉合 同委員会 にて 「A」 か ら 「F」,特 にケアーニーズの高 い 「A」 「B」

レベルの老人 を定期的 に通所 もし くは訪問 による医療相談 と福 祉相 談の連携 によって

友愛 訪問活動 をっづ ける。更 に上記サー ビスを提 供す る美 崎生活館 のボ ランテ ィアを

拡充 して その任 に当 たるため,地 域内の奉 仕意 欲の あるボ ランテ ィアを組織 し,学 習,

訓練 を受 けて実践 活動を準備 した。

表3・4老 人 の レベ ル と要 ケア ー老人数(全老人76人)

× 鞍 懸c
男 麟 灘 灘3
女 鯉 … …s13

D E F(未 整理) 計(人)

3

3

16

20
=

26

50.'瀦

.、}

≠ 、、,緩 。 、 管榊
匡 一_、

冨† 塗c-_』 冤16 3 。 36 一 76
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上記 の方法で選 んだ65才 以上 の者 は表3-3に 示 した様 な数字で あ った。集 落 の65

才以上 の高齢者の うち,調 査 に協力 して も らった老人 の数 は76名 で あ る。 その うち要介

護老人15名,要 介 護の予備軍 は9名,そ して一応健康 に問題 な しが52名 で あった。又,

要介護 老人の性別 は男性5名,女 性10名 。更 にこれ を ランク別 にみ ると 「A」6名(内

男性3,女 性3)lrB」 は9名(男 性2,女 性7名)と な って いる。圧倒的 に女性 の数

の多 い ことがわか る。次 に要介護老人 の予備軍 と して近 い将来寝 たき りか痴呆 老人 の仲間

入 りをす るで あろ う老人 の数 は9名(内 男性2,女 性7名),更 に残 りラ ンク 「D」,

「E」 は一応成人病の対象だが健康問題 な しとい う者 で あるが,「D」 は16名,全 く健

康(男 性3,女 性13名),更 に多 少健 康 に問題 な しとは しない 「E」 ラ ンクの老人 が

36名(男 性16,女 性20名)と な って いる。 その他,全 く健康 に問題 な しとす る者,

又関心 のない者,拒 否す る者 を含 み帳簿 上整理 出来 な い者が若干 い るが,一 応美崎地 区の

ほぼ全員 に相 当 して いる。

そ こで全体 に占める 「A」,「B」 合 わせた要介 護老人の割合 は19.7パ ーセ ン ト.

お よそ5人 に1人 の割合 になって お り,多 少多 い様 な感 じのす る数字 で ある。尚,予 備軍

を計算 に入れれば76名 中24名 は31.5パ ーセ ン トと実 に3人 に1人 の割合 で病 弱者

が い ることがわか るであろ う。猶予 な らない数字 で あることは誰 で も認 める数字 で あろう。

それだ け医療問題 と福祉問題 に取 り組 むわれわれの使命 はおおきい。

尚,方 法 と しては患者 自身 の健康 やか れ等 を支援 す る人的資源(介 護者)を 考慮 に入れ

た個人 カルテ を作成 す ることに した。 そのオ リジナル な ものが資料3-1で あ る。尚表1

-2
,1-3は 医師 による記録(カ ル テ)で あ り,表1-4は ソー シャル ワーカ ーが記録

す る個 人別 カルテで ある。医師 による個 人 カルテの 内容 は個人 の属 性 に当た る年 齢,性 別,

家 族構成,更 に身体面でのチ ェ ックポイ ン トは問診 に よる情報 と血圧,呼 吸数,脈 拍数,

それ に必要 に応 じて採尿,採 血 を して尿 中 の成 分検 査,血 液 の成分 検査 など,又 心 電図

(EKG),時 によって は痴呆 テ ス トな どを臨機応変 に駆使 して その時 の状況を的確 に判

断 して生活 や集団生活 に支障が ないか ど うか を判断 して適宜 ア ドバ イス を して も らう様 に

す る。

他方 ソー シャルワーカ ーによる記録 は2っ あ って,初 回 に生 活歯館長 によるイ ンタヴ ュ

ーとワーカーに よる細か いイ ンテイクケ イスワークか らの記録,更 に研 究員(山 口)に よ

るrealorientation,特 にケ イスワ■一一.カーの きき込 む家族 との関係,友 人 ・知人 との関係,

そ うした関係 の トラブル や変化 や欠落 についての情報 は大変貴重 なデ ー タとな ってい る。

特 にフ ォーマルなイ ンタヴューでは容 易 に口を開 かなか った者が往復 の車 の中 でボ ランテ

ィアの学生 に気軽に話 しか けて きた り質 問 した りして くる,そ う した一 切の情報 を記載 し

て も らう ことに してお く。

最後 に館長が一通 り目を通 して所見 を書込み,そ の後 の訪問 やケ アーに役立つ様 に記録

を整理 してお く。

以上,訪 問時,も しくは通所時 に記録 を とり個人別 に整理 フ ァイル を して保管 してお く。

そう して記録 を とる ことによ り時間的 変化 とその経過(予 後)を 観察 出来 る。その ための

記録 の効力 は大 であった と評価 出来 る。
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4.デ ー タ ベ ー ス の利 用
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4.1ケ イススタデイズ(事 例研究)

これは別名,事 例研究ともいわれているものである。研究の目的は治療者と被治療者と

の伝統的な関係を調整する技術が1っ,2っ めは,診 断のための正 しいクライアン トとの

理解ある関係が確立されたか否かを検討するための会議でもある。3つ めは情報収拾のた

めクライアントもしくはその家族と面接する過程を経るが,そ のインテイクケイスワーク

が適切であったか否か,ク ライアン トのニー ドを的確に捕え理解したか否か詳細に検討を

重ねる会議,4っ めは,そ れに基づ く診断 はどうであったか,5つ めはその問題解決のた

めの処置が適切であったか否か,又 提供 したサービスがクライアントの持つニー ドを十分

に叶えてあげられたかどうかなど総合的に評価する一連の過程をいう。こんな風にケイス

スタデイズを理解をしておくことにするが,具 体的な方法としては各情報の収拾から問題

の発見,診 断,そ して処理(処 置)が 一定科学的でかっ信頼に足 るプロセスを経て行なわ

れたか否かを評価するものであり,各 段階 ごとの適切化を三者(医 療相談担当者医師,福

祉相談担当者ソーシャルワーカー,そ れに生活館のオルガナイザー)が 館長を議長とする

合同会議を開催する。特にケイスの途中に起こる様々な問題に対して常に謙虚な態度で問

題解決に望む必要がこの老後老人問題にはっきものであるが,そ れを互いに牽制 しあう専

門家の意見交換の場である。時には議論がわかれることもあるが忍耐強くクライアントの

ニードに答えるための専門家集団の研究会でもある。これ等の方法は従来の館長独断を厳

しく戒め科学性を持たせる1っ の方法である。

4.1.1医 療

われわれは,昨 年 「美 崎生活館 ニュース第5号 」で昭和63年 度 の報告 を行 な ったが,

それ によって 「デ イ ・サー ビス事業」 と連動 す ることが,高 齢者の心身 の健康 に効果 のあ

ることを知 った。今年 は連動第2年 目の様子 を報告 す る。

平成元年1月 か ら12月 まで に相談 に来 られ た人 は33名,述 べ人数 は148名 とな り,

内1名 が急性心不全で亡 くな られた。平成元年度 の新来者 は19名 で,昨 年か らの再来者

は18名,計37名 で ある。 内,寝 た き り及 び それ に近 い人 は4名 で あった。有病者 は

30名 で3名 の方 が異 常を認めなか った。推定病名(重 複者 あ り)は,整 形外 科8名,高

血圧7名,精 神神経症5名,半 身不 随,目 まい,ア ルツハ イマー,手 足の シビレ悪 計6名,

糖尿病2名,心 循環器2名,膀 胱炎,胃 がん手術後,感 冒各1名 で あった。'昭和63年 に

比べて高血圧4名 城,整 形外科1名 増,そ の他増減 な しで,精 神 神経症状態の人 も家族 を

含めて明 る く,熱 心 に来所 され た。

以上 の状態か ら,次 の様 に考え る。

(1)高 血圧の人 は,家 族の方 と,グ ル ープ と一緒 に来所 し,相 談 ・教育 を受 け ることで

症状が好転 して お り,極 端 に高 い人 はいな くな った。運 動,食 事等 の知識が向上 し

たためと思われ る。
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(2)整 形外科的疾 患 は,痛 みが主 なものだが,一 人 の著名 によ くな った人の い ることで

不安感が少 な くな って,手 足の運動 に熱心にな り,時 々の痛 みを苦 に しな くなった

ことが喜ば しいと思 って いる。専門家の援助が あれば,も っ とよ くなると感 じて い

る。

(3)精 神神経症の人 は,昨 年 と動揺 に明 るくなって家 族 と共 に来所 している。 ただ1回,

数名の新 しい見学者が みえ た時 に,一 人が不安を生 じ.パ ニ ック状態 となった。 し

か し同席の高齢の方 々が静か に助 け る様 にふ るまわれ たことが,明 るい ひとで あっ

た。 われわれ も,新 しい接触 は,よ り注意深い参加 を考え る必要 のあ ることを教 え

られ た。

(4)年 末 に,送 迎用のマ イクロバスが事故 にあい,「 デ イ ・サ ー ビス」の実施が出来 な

くなった。平成2年 にな って,善 意な人か ら自家用車の無料貸与 を受 けて,感 謝 し

てい るが,送 迎用 の車 は,ぜ ひ必要 な もので あ り,修 理 を含 めて,費 用 を要す るこ

とを知 らされ た。今後 とも,よ ろ し くご協力 をお願 い したい。

表41年 度別相談数(単 位・名)

年度 S57年 S68隼 S59年 S60年 部1年 S62年 S63年 H1年 H2年

8数 54 57 60 98 159 127 27 33

実敵 36 36 37 39 " 26 182 148

死亡 30 1 2 1 1 0 1 1

表4.2年 度別相談数(単 位・名)

月別

年度 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 計

S60年 1 9 6 6 13 6 8 8 9 10 11 12 98

S61年 14 14 19 12 15 13 14 11 18 8 11 10 159

S62年 7 9 18 13 9 11 6 8 12 7 13 12 127

S63年 15 16 11 17 22 21 9 16 16 14 12 10 182

m年 8 6 16 10 10 14 13 15 11 12 15 8 138
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4.1.2福 祉

生 活館で取 り扱 った対象別(ラ ンクA～E)の ケースか らケ ース研究やケイスマネ ジメ

ン トに使 った10ケ イス を取 り上 げ,わ れわれのい うケ イスマネ ジメ ン トの方法 にっ いて

説明 して お く。

まず,ラ ンクAの うち死亡 した2ケ イス,「A」,「B」 っ ま り要介護ケイス よ り3ケ

イス・管理の比較的効果 を上 げたケイス と効果が あま り期待 出来 なか ったケ イスとをそれ

ぞれ紹介す る。 「C」 ランク(一 応ハ ンデ ィはあるが身辺の活動が可能 な者)3ケ イス
,

そ して・一応健康 には問題 のない者2ケ イス,計10ケ イスを取 り上げてケイススタデ ィ

(事例研究)を す る。尚内訳 は以下 の通 りである。

ケ イス番号 ケ イス ・ラ ンク

表4-3ラ ンク別 ケイス

氏名 属 性

ケ イ ス1.死 亡 ケ イ ス 「A」

"2 .死 亡 ケ イスrC」

"3 .要 介 護 ケ イ ス 「A」

{

〃4
. 〃 「A」

"5 .要 介 護 ケ イ ス 「B・A」

"6 .

〃7 .

〃

〃

rCＬ

rCＬ

KT(男 性,85才,老 衰 にて 自宅 にて死亡)

(資料4-1)

NF(女 性,72才,心 臓衰弱 にて 自宅 で死亡)

生活保護家庭(資 料4-2)

KF(男 性.75才,脳 梗 塞にて半身 不随,自 宅

療 養,歩 行 困難,情 緒不安定)

老夫婦世帯(資 料4-2)

HA(男 性,81才,脳 梗塞 にて 自宅療養,寝 た

き り)

老夫婦+子(才 未婚男性)

訪問医療相談,間 隔入院 にて家庭ケ アー持続中

HU(男 性,79才,痴 呆性老人)

老夫婦+子(才 未婚男性,精 神障害者)

NK(女 性,才,息 子夫婦 と同居 ,嫁 姑の葛藤

問題)

生 きが い活動 リー ダー 新興住宅居住者

(資料4-2)

KF(女 性.83才,老 夫婦,主 人死 亡,ひ と り

暮 らし老人,娘(義 理)の 暴力)

老人 ホーム入所(資 料4--3)
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〃8 .

〃9.

〃10.

〃

〃

〃

rCＬ

rDＬ

rDＬ

FY(女 性,83才,ひ と り暮 らし老人,嫁 姑間の

葛藤,家 出)(資 料4-3)

MK(男 性,86才,男 や もめ,単 身世帯者)

生 きがい活動の リーダー

IH(男 性,80才,心 筋梗塞(発 作),老 夫婦

世帯)

布教師,生 きがい活動開 発 リ.一ダー

4.1.3情 報

美崎生活館 には 日常一人 住 まいの高齢 者やその家族 か ら種 々の問合 わせが来 るので,そ

れ等 に答えて いるわけで ある。 それ等 の例 をい くっか示 す。

ケイス1松 寿園(老 人 ホー ム)の 火災 があ り,一 人住 まいで不安 になったA姉 か ら 「火

災 になって も燃 え に くいカーテ ン,パ ジャマが ないだろ うか」 とい う問 合わせ

が あった。

年をとると火災になった場合の対応がとりにくく,小 さい火災もおおきな火災になった

りしたケイスが多い。

問合せの燃 えに くい繊維 を使用 したカ ーテ ンやカーペ ッ トを使用 す るとおおきな火 炎が

上が るまでの時間 をお くらせ ることが出来 るためにその間 に逃 げだす ことが出来,人 命 を

救 うことが多少 出来 るとい われ ている。

現在,表4-3の 様 に各種 の繊維が市販 されてい る。 それ等 の使用 も拡が って きて いる。

しか し,民 間 での使用 はこれ か らといえ る。 この繊 維製品 を使用 す る場所 は,消 防 法で は

「人 が多 く集 まるホ ール,地 下街,高 層建造物のカーテ ン,カ ーペ ッ トは難燃繊維 を使用

す ること」 と規制 して いる。 よ く知 られて いる例では ホールの どん張,カ ーテ ン,カ ーペ

ッ ト,航 空機 のカーテ ン,毛 布 といったものが ある。 パ ジャマの様 な着 る物 にっ いて はま

だ規制 はないが,府 や県の レベルで旅館の寝巻 に 「燃 え に くい繊維 の使用」 を義務 づ けて

いる所 もあ る。 パ ジ ャマで は ワコールの製品が あるので,紹 介 し,カ ーテ ンで は難燃繊 維

か ら成 る製品 を紹介 した。
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表4-3

MtF,燃 ヲtgM・ 一一 榎竈

ハ イ ム ポ リ エ ス テ ル

F,S

りん化合物 を カーテ ン、カーシー ト、夜具地 、

共 販介 座6‖団地・毛布、ふ とん わた、

インテリア質材、巾 岡川質材

タフパ ン ポ リノジ ネ」ク りん化合物 を シーツ、カバー、炸薬服、マ ッ ト

Sブ レン ド 断然拓 ゴー ドlltth&'M

サ イ フ ア コ ッ ト ン

Ioo%

プロパ ン ゴツ トン

100%

リん 化合物 の 夜具地

役加1:

`.

リん化合物の

後加⊥:

作 業 服 、 シ ー ツ,カ バ ー

ウーベル ウール

100%

りん 化 合物の 泊肋服、カーペ ッ ト川原糸、

後加 一1:カ ーテ ン

ケ ース2日 頃か ら寝たき りの高齢者 をかかえ た家族か ら布 団や着 てい るものにニオ イが

っ き,衛 生的 にもよ くないので,清 潔 なふ とんや下 着 はないか とい う問合わせ

がB姉 か らあった。

不潔 にな る,二 才 イがっ くとい う問題 はいっ も起 こる。

最近,ニ オ イがっかない様 に した 「清 潔ふ とん」や汗をかいて もニオ イがっかない 「抗

菌 ・防臭下着,靴 下」が市販 され てい る。

高 齢者 を抱 えた家族 にとって 「ニオ イ」 を何 とか したいとい う要望 は強 い ものである。

失禁 した時に尿の ニオ イが す る。特 に尿の場 合ア ンモ ニア臭 を発生す る。汗 をか いた下着

で は菌がニオイを発散 させ る。 そのため に,こ れ等のニオイやマ ス十 ング した り,取 り除

くための種 々の効果的な手段が講 じられて いる。 その製品例は表4-4に 示 す。 これ等 の

商品 を紹介 した。
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表4-4 一 腿皿団
1ブ ラ ン ド名1販 売方Bk服 閉 アイデムなど

・㈱ 順1・C・・'"'・一 ル 1靴 下 、下t}、 ナ イ トウ エ ア 、MJTt、,タ オ ル な ど 、 ス

1ポ ー ツ 衣 料 、 別 院 用 白 衣 な ど へ も す す め る 方et'

1

・・烏棚 ・レ ンス・ ・ク

t2S:F-Mは 用 途 肱 大 よ り も 分 野 を 放 り 安 定 化 を 図 る.

1t・T－とcrtdい 、 白 川(瞬 くせ ん)tli!t、 カ ビ 、 洗 プcく し

1に く い 物tJど へ の 拡 大 を す す め る 、ス ポ ー ツ 、亀別段

k足 止 わ り 吊 分 野 を 竹 に 強 め る ・'

llO脚(関 連 ヌく材 の 一 貫 と し て 、 他 のluaUと の}良 禽 化 な

ユニチカ1ユニフ・・シ・-1㌻ 等亮 哩 ら儂ごζ該 諺 ㍑ 聾 三 三lll=

llム な ど に 展0}1中.腹 製 品 、カ ー ペ ッ1一な ど に 拡 大 方 針

llク レ ー プ 肌N、 メ リヤ ス 肌 蒲 、靴 下 、 シ ー ツ が 先 行.

日 済 楓 川 ビ ー チ フ レ ッ シ コ1氾 別 化 、 ベ タ ー ゾ ー ン 向`ゴ 累1イ と し てIVJt・Yして お

llり 、 病 院m白 衣 な ど 現 在 テ ス トセ ー ル 巾.

日mmnlダ ン フレ・…
1咋q喉 から肌狛、靴下分野へ木幡販売.汗 や水に側

1迎する分野へ拡大を予定.

A…MI・1ク ランシル
8昨 年ηから肌拍、靴下m途 で販売.シ;ツ 、ナイ ト
・1ウエア、タオルなど現在ワーク中.

1リ ブ フ レ ッ シ コClIη 痢Z響 夏 か ら 靴 下 力Sili,nCt.当 面 、靴 下 中 心 にMbi:'艮紡l

l(カ ネ ボ ウ 綿 糸)1大 図 る

大・嚇 順ド ラ・ルセ・・ 1羽ふ とんOtgt也、肌着、靴下などの用途に来春』花物か
1らスター トする

1
71L－ 筋SR1:ル タ イ ズ

1

1ニー ズがあれはどんなm途 でも加コニする.問 品に応
1じて加工剤も変えていく.靴 下、タオル、ふとん側
1地、羽毛にもhn工 、今年から木!各販売する

当㌶纏縫 議1鵬翼禦霧
m-一 －tsmlウ ・ ン シ ル

1

1差別 化テ牛スタイル戦略を進める恨他ml箒 の ヨ三方.
1rVt拍JO途 で 先行・来4F}1か ら学販川体冑衣料にも肱
1大する.肌:tttyの生地棚換のバラエティー化をilLtめる.
1二眉肺 鯉糸rハ イ0一 カス」への加工も計画巾

ケース3C姉 は息子夫婦の住居か ら10分 の距離にひとりで暮 らしている。何か事故が

起こった時のことを考えると不安でしかたがない。緊急ブザーを持って息子夫

婦や美崎生活館とも通報出来る様にしてほしいという要望があった。

最近,滋 賀県で も野州町や中主町では高齢者のひとり暮らしには緊急用のペンダントを

持たせたり,緊 急時に押すと通報出来,連 絡をとることが出来る様になっている。これは

公共の機関が行なっている例であるが,最 近民間でも近江八幡市のタクシー会社の無線を

使用してペンダントを押すとタクシ士が来てくれて,運 転手が必要な場合には病院に運ぶ

というシステムが誕生している。

又,中 津市の例 もある。

緊急 ブザ ーは受 け手 に通報 出来 るシステムにな っていない と機 能を果 たす ことが出来 な

い。

現在,守 山市 に も美崎生活館 にもこの様な機能 はないので,県 へ要望す るに今 回は とど

まったが,今 後 もおお きなニーズが あることが 予想 され る。

この様 に..情 報の ニーズが あ り,今 後美崎生活館での対応が必要 と思 われ る。
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4.2ケ イス マ ネ ジメ ン ト
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4.2ケ イス マ ネ ジメ ン ト

ケイス1KT氏(男 性,明 治36年5月 生, 85才,平 成元年8月 目死亡)

(別資料4-1)

状 況

昭和 年 月 生活館館長による個別ニー ド調査

個人カルテ作成

身体条件1)63年 自動車事故以来寝たきりとなる

2)高 血圧

3)が ん

家庭療養

精神状態 普通

家 族 子夫婦と同居

家族関係 普通

経済的条件 普通

介護は一切妻(と え80才)の 役割

家庭医 (1医 師,た だ し生活館か らの医師 の訪 問な し)

ニー ド 特 に さ し迫 ったニー ドはない。

ただ し患者の希望 で毎 日入浴 をさせ るのが大 変 だ とい う訴 えあ り。入浴 は主

と して息子夫婦 の役割。

処 方 1)本 人の病状は家庭医 と生活館の医療訪問との連携をとりケアーする。

2)本 人の孤立化を防止するため友愛訪問を行なう。

3)家 族特に介護者(妻)へ の励ましと支援の必要あ りと判断,訪 問時に介

護者とも話 し合いを持つ様説得する。

定期的な友愛訪問活動を開始する。

訪問ごとにヒアリング,詳 細な記録づ くりをすすめる。

訪問医療相談にて床ずれ発見。時間を決め体位の交換を指示,指 導する。栄

養指導を保健婦に依頼。

合同会議にて検討課題として提案,家 庭介護を可能にするための介護具など

の紹介が必要と判断し,じ ょくそう予防マ ッ ト使用をすすめる。

保健所等の連携の必要を確認する。

友愛訪問時SW同 行。

介護事情をき く。息子の帰 りが遅 く入浴の回数が減ることがある。

床ずれ予防マット(さ んけいマッ ト)の 使用をすすめる。
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生活歯のマット貸与。

床ずれ治療のため医師の医療相談の回数を月3回 に増やす。

床ずれ治 り始める。

嫁の協力が得られ傷(床 ずれ)の 治療徐々に回復に向か う。

処 置 生活館 よ り移 動入浴サ ー ビス開始(1回1,500円)。

館 のボラ ンテ ィアとの関係 よ く夏,数 回 にわた る入浴 サー ビス を受 ける。

63年8月5日

8月11日

訪問。今回は読売新聞社社会部記者同行,取 材

読売新聞に記事が載る。家族,親 族一同,記 事に関心i「 おじいちゃんが新

聞に載った」話でもちきり。

164年8月 目

死亡

評価:こ のケイスは,美 崎生活館が全面 にでたものではない,む しろ家庭医(1医 師)と

家族のコンビネイションがよく生活館は側面より友愛訪問による家族,特 くに妻へ

の支援を怠 りな くサポー トした。特に効果は死ぬ1年 間は生活館の移送サービスを

快 く受け入れられ,家 族全体が協力的であった。中でも移動入浴サービスは好評で

本人の毎日風呂に入 りたいという希望をこれで叶えることが出来,家 族の介護疲れ

を軽減出来た。

尚,夫 の死後妻の生活館へのデイケアー参加は継続している。

ケ イス2NF(女 性,昭 和7年11月 生,

状 況 身体的状況

家庭医

家庭状況

経済的貧困

宗 教

72才,平 成元年7月8日 死 亡)

(別資 料4-2)

リウマチス症候群 痛みと歩行の困難性がある

H医 院

主人死亡,後 夫の母親と娘の3人 生活。母親高血圧,歩 行困難

娘(高 校卒業後就職)多 少精神的なデスアブルあ り 家庭内に

問題

夫は生前アルコール中毒,最 後は胃がんにて死亡

生活保護需給

昭和57年 よ り開始 した生活館グループ第1号

天理教の信徒。近隣の信徒 と交流あり,特 に天理病院M医 師を
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中心 に患者,信 徒 の会を組織。転居 後 もM医 師 との関係継続 こ

の天理 グル ープ(代 表MT)に よる館での健康相 談を開始 。M

宅 にて年2回 程度 集 ま り(ク リスマス会)を 持 つ愉快 な仲 間。

問 題 1)本 人の歩行の困難性 と痛み。

2)同 居中の母親の高血圧を心配 している。

3)生 活館とのコンタク トには多少の困難性がある。本人の受け入れに問題?

処 方 継続的なケアーの必要ありと館長判断する。個人カルテ作成と情報の入手の

ため親戚,友 人,近 隣 より事情聴取する方向で接触を続ける。

友愛訪問を継続することを了承。ただし強いアプローチではなくそれとなく

接近しておいて必要に応 じてサービスを提供する様な体制を整えておくこと

何度かの訪問時に生活館に対する偏見(?)を 持っていることがわかる。

本人の医師以外の家庭訪問は困る様子(?),し か し強い拒否はない。

汚い部屋に入っていただくことの失礼,家 族のこと,特 に夫(ア ル中)に 知

られることの恐れ,娘 の就職問題など敬遠 されたものと思う。

しばらく訪問時でも容易に部屋には入れてくれない。

薬(リ ウマチス様症候群)の 作用で救急車で入院する事故が起こる。それ以

来,薬 の薬害について具体的なア ドバイスを求めて生活館に接近,態 度に変

化がみ られ,部 屋に上げて くれる様になる。

平成元年7月8日

自宅にて死亡。

生活館に家庭医(1医 師)に 死亡確認のため来てほしいと,娘 か ら電話あ り。

目をあけたままベッドにて死亡 している姿を確認。

評価:こ のケイスは以前の医師との関係を保ちつつ病気(リ ウマチス)の 治療とその闘病

に,又90近 くの母親 と娘を抱えての生活,し か し近隣特に天理教の信徒の支援活

動に支えられて,又 最後は生活館との関係にも改善されデイケアー活動に移送サー

ビスを通じて参加される様になる。特にグループ活動の機会に恵まれなかったが生

活館での新しい仲間達との交流には心を開かれた。

特に印象ぶかいのはボランティアとの入浴であった。別途 「生活館ニュース」を参

考。この生活館のデイケアープログラムの参加は彼女の幸せを感じさせるものの1

っになったことは間違いあるまい。最後の日々,仲 間達 に生活館の人々に感謝をし

ていたという知らせが館に入ってきた。特に葬儀へ館長が出席されたが地域の何人

から 「N姉妹にかわって礼をいいます」 と丁寧に感謝の意をあらわされた。
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ケ イス3 KF氏(男 性,大 正4年9月 生,75才)

(別資料4-3)

昭和59年5月 生活館館長によるアプローチ開始。

身体に障害のある高齢者がいることを確認,生 活館活動を紹介。

60年5月 個人カルテ作成のため訪問。

状 況 身体的状況 中風(半 身不随,右 手マ ヒ,左 足マ ヒ,歩 行困難)な ど判明

クラッチ,ギ ブス使用

経済的条件 普通(問 題なし)

家 族 息子(夫 婦+子)と 同居

処 方 友愛訪問活動を拒否される(ど うや ら夫人の意見 らしい)。

個人カルテはっ くらず経過をみることにする。

60年 月

息子夫婦 が実 家 を一で る。原因 は息子夫 婦 に子供 が出来 る。老夫婦 にとって大

変 な喜 び様,し か し,長 ず るにおよんで床 を俳徊 した り,や た ら物 をなめ ま

わす時期 を迎 え る。 クライア ン トの泥 のつ いたク ラッチや尿 のついたギ ブス

など口に入 れ る。閉口 した嫁が クライア ン トに,「 きたないか ら口 に入れ さ

せ ないで くだ さい」 とい ったのが原因,老 夫婦 との間 に不仲が起 こる。嫁,

子 をつれ て実家へ数 回帰 る。

息 子の仲介 も効果 な く老夫婦 との同居断念 。

この前後 クライア ン トの情緒不安定(怒 り多発,タ バ コ喫煙,妻 に暴力 をふ

るう(移 動に使う杖で妻をなぐりかけたり,物 に当た りちらす)が み られた。

館長のアイデアで時折孫をっれて嫁が訪問することをすすめる。実現するの

に時間がかかったが週に数回訪問してくる様になる。

孫に会うと涙をながして喜ぶ様になり,感 情に不安定がみ られる(喜 怒哀楽

が激 しくなることを家族が気づく)。

合同会議 各訪問活動と,そ の情報の収拾から生活館のサービス処遇を検討するための

合同会議を開く。

処 方 当分様子 をみ ることに決定,た だ し医療相談 の家庭 訪問 は継続 す ることに し

た。 尚,情 緒 障害が あ り専門家(ソ ー シャル ワーカー)の 訪問 を要 請,山 口

が訪問す る。 クライア ン トの側の いす に腰掛 け,マ ヒしてい る手 を にぎ り話

をす ると感情 を顕わ に し自分が さび しいの だ と訴 え る様 に泣 く。言 語 に多少

の障害が あることを発見。
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壁 にかか ってい る額縁 の証賞状 に気づ きそれが何かを尋ね る。

倒 れて歩行困難 にな るまで趣味 と して盆栽 を してお り数 々の入賞,入 選 の写

真 と賞状が飾 って あるのだ という。

ゆ っ くり話 しか けて い くと結構会話が成 り立つ ことに気づ く,こ の点 を改善

す るために妻 に事情を説明 し協力が得 られ る様 お願いを した。新聞 やテ レビ ・

ラジオの内容 を互 いに話 し合 う様 にす ること,地 域での出来事 を彼 に話 して

きかせ ること,出 来 るだ け会話の時間 をっ くり彼 に話 しか ける様 に し,彼 か

ら話 しを引 きだす様 にす ること,又 生活 館の"生 きが い活動"に 彼 の持 って

いる技術(盆 栽 づ くり)を 生か してサー クル活動 を提案す ることに した。

提 案 生きがい活動を合同会議に提案,了 承 される。

決定(生 きがい活動の講師委嘱)を 彼に伝え,そ の準備として本人が生活館

には来られないので自宅の庭先にある仕事場を使わせてもらうことにしたが

快 く承諾。80鉢 寄付す るという。

自ら庭先にでて準備(鉢,土,川 すなの採集など)を したり,道 ゆ く人に声

かけては勧誘す るなどしており,生 活に リズムや積極性がみ られ る様になる。

妻も喜んでくれているという情報が集落から入る。

医療相談 好物の甘いものの食べすぎ,糖 尿病があ り食事指導の必要あ りと診断,栄 養

士による食事交換の指導を受けることを指示する。

問 題 妻 のい うことをき き入れ ないため指示通 り行 っていない。妻へ の暴力 が一層

激 しさを増 す。缶入 りピース(タ バコ)1日60本 を吸 う。吸 いす ぎ注 意す

る と怒 りだ し,物 や妻 にやっ当た りす る。物 が こわれた り,暴 力が こわ くて

と夫 の側 に寄 りたが らない様子 を妻が顕 わ に示 してお り治療関係が保 たれて

いない。

医師 よ り福 祉相談 に相談 あ りと調整 を依頼。

調整 に伺 う,妻 の態度 に変化 あ り,協 力が得 られそ うにな い。

手足,顔,背 中 を叩かれ た癒が残 って いたいた し く感 じる。

様子 を見 ることに し,ク ライア ン トには暴力 をふ るわな い様注意す ると 「そ

うす るとい う」返事 をす るが実際 は出来 ない。

ワーカーや館長の計 らいで息子 さんに協力 を願 うことに した。

しば ら く落 ち着 きをみせて い る。 しか し依然情緒不安 定,妻 に暴力 をふ るう

こと止 まない状態で ある。

今 日も会員 にはな らないが医師 らの訪問 は歓 迎。

特 に医 師 らの記録 には最近老化 が著 しくあ らわれて きて い る。 そ こで経 過が

悪化 しな い様,新 たな る処遇 を検討す る必 要が あることを合 同会議 にて確認

し,経 過 をみ てい る。
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評価:こ のケイス は中風 による長期ケ アーを要す る事例 で ある。 も ともと家族 との間 にお

きた問題 をめ ぐって派生 して きたケイスで あるが,孫 との関係が基 で嫁 との関 係が

一層悪化,つ い に家 をでて しま うケ イス にまで展開 す るが,そ の後嫁 との関係 にも

改善がみ られ る様 にな り,家 族的 な きずな によ って今後 もケ アーが可能 なケイスで

ある。出来 ることな ら夫人 との関係 を調整 して緊急時 の体制づ くりなど検討 してお

く必要が ある。

ただ,地 域内 に親族 な どな く村落 内で は好 感 を持 たれ ていな いが,息 子家族が近 く

にお り理解 もあ り,ケ アー も受 け易 い。

又更 に,医 師 や ソー シャル ワーカ ー との関 係が よ く,こ う した医療 ・福祉相談活動

を通 じてフ ォローす るよ り方法 はないであろ う。

多少の問題 は福祉 に対す る姿 勢や意識が薄 く,福 祉=即 恥 の様 なイメ ージが拭 い

されない ことは間違 いではな い。 そ うした偏 見打破 にも生 活館の活動 と福祉の権利

意識に貢献す る余地 を示 したケイス であ る。

ケ イス4HA氏(男 性, 明治42年5月 生,81才)

(別 資料4-4)

新興住宅(K住 宅)に 居住。生活館との接触 は60年10月 である。

地域内を訪問 しているところ,偶 然にクライアン トの妻に出会 う。

当地域の生活館会員(NK)を 紹介 して帰 る。

他 日当地域を医療訪問中,地 域内に寝たき り老人がいることを西村姉妹より

連絡を受ける。姉妹と一緒に訪ねる。生活館の医療訪問に興味を持ち会員と

なりたい旨表明あり。個人カルテをつくる。

A氏 は以前 「擁護老人 ホーム桐生園 」 に入 所 して いたがホー ムにな じまず今

の所(守 山木浜)に 家 を求 め,親 子3人 で暮 らしてい るとい う。

医 師 らベ ッ ドサイ ドに通 され,介 護者,妻 よ り事情 を き く,患 者の診察 をす

る。

"寝 た き り"状 態(病 状悪化)
,言 語障害,た だ し意識 はは っき りして いる。

医師 の判断 で守 山市民病院 に連 絡,即 入院手続 きをす る。以後病 院 と家 庭の

間歌入院 の方法 でケ アーす ることをア ドバイス したケ イス。

状 況 身体的状況 脳出血,予 後不良

家庭環境 本人A(明 治42年 生)

妻(大 正5年1月 生)

息子(未 婚男性,就 職問題を抱えている)
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経済的状況 普通(中 の上)

患者が元校長であることがわか る

家庭 医H医 院 を紹介,病 院,家 庭医,生 活館医療相談 の連 携 を計 りなが らケ アー一を

進 め る。生活 館の医療相 談(松 原),医 師 とのコ ンタ ク ト良好

61年 ホーム ヘルプ依頼 。

62年4月

福祉サイ ドか ら支援(送 迎サービス,毎 週土)を 受ける。家庭医(H医 院)

の適切な往診に家族が喜ぶ。

63年 福祉 サイ ドか ら山 口,訪 問活動 を続 ける。

介 護者(妻)に 「介護 日記」をつ ける様 依頼す る。

平成元年9月

息子の就職問題起 こる。同時に再発(精 神障害)。

過去数回湖南病院に入院(精 神病)。

生活館のデイケアーに誘 うが参加しない,館 長の紹介で近所のホテルなどに

就職を紹介するが(自 分には向かない),長 続 きせず辞めて自宅にこもって

しまう。

平成2年6月

寝たきり(体 力の衰え著 しい)。

鼻腔栄養,間 歌入院をしては元気にな り帰宅する,

生活館 との間にうま くいかないことがある様だ?

これを繰 り返 して い る。

評価:こ のケイスは偶然生活館の医師(訪 問相談)が 同地域を訪問 している時,偶 然 に患

者家庭を知 り,寝 たきり老人のいることがわかったケイスである。しかも体力の減

退が著しいので即入院の手続きをとり市民病院に入院,一 命をとりとめたケイスで

ある。その後入退院を繰 りかえす間歌入院の方法をとった家庭介護システムの例で

ある。

家庭 ・病院の医師 ・生活館の医療訪問医との連携よく情報を交換しながら60年 以

来家庭で寝たきり老人の介護を継続しているケイスである。61年 には市のホーム

ヘルパー制度を利用,更 には病院や買物をするため生活館の移送サービスを適宜利

用 しながら家庭介護をしているケイスである。

このケイスは家庭に寝たきり老人を抱えている家庭のよき模範となってい在ケイス

で,多 少の困難があっても家庭で介護が出来るという証 しとなっているケイスであ
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る。更 に生活館 のサー ビス は単 に介護サ ービスではな く情報 の提 供が おお きな役割

を果た して きてい る。

ケイス5HU(男 性,明 治44年5月 生,79才,痴 呆性老人)

(別資料4-5)

館長による新興住宅地の友愛訪問時にクライアントと接触,そ の妻と立ち話

しあり。生活館の活動を説明し会の勧誘をする。

必要を認め,館 長の事情調査(昭 和62年11月29日)始 める。

状 況 家 族 老夫婦+子(才 の未婚の息子 あり,た だ し精神に障害を持

つ者)の 同居

経済的状況 新興住宅地に駄菓子屋を営む。夫の年金あり経済状態は困らな

い程度

夫婦関係 普通,妻 の愛情こまやか

親子関係 多少問題あり

母親の負担がおおきい1)夫 の世話

2)息 子の世話

妻より夫をここに(美 崎)行 かせてや りたい旨館長に相談 される。

ニー ド 息子の病気を気にしており医師に相談し精神病院へ入院手続きしてほしい旨

館長に相談ある。

その他 福祉互助会入会希望。

月1回 のデイケアーに夫U氏 を参加 させること。

月3回 の医師の訪問活動 に期待 している様子。

妻自身の病気一肥満,成 人病,高 血圧症など。いい医師の治療を受けたい。

合同会議 このケイスが報告され検討されて,互 助会会員 として承認。

個人カルテをつくる。

月1回 のデイケアーへの参加。

息子の病院紹介。

個人カルテを作成,継 続ケアーをすることを決定。

生活歯のボランティアに痴呆性老人の取 り扱い方の講習会を持ち,受 け入れ

準備をする。
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62年12月

デ イケア ーに出席

この 日の生活館記録 よ り:

ソー シャル ワーカーによるイ ンテ イクケ イスワークをす る。

研究員(山 口)に よる リアルオ リエ ンテ イ ションの実 施。

長谷川 式痴呆検査の実施 。

医師 の健康 チェ ック。

専門家 の総合診断 に基づ きグル ープ参加の可否 を決定 し,ク ライア ン トの側

に妻 を,そ の隣 にベテ ランの ボラ ンテ ィアに座 って も らって活動 に参加 して

も らった。

初 回,落 ち着 きな し。2時 間程度座 って いたが常 に口で ひ と りごとを連発 一

「む にむ に」 「むにむ に」(発 語障害)。

プ ログラムに関心 を示 さず,常 に身体 を動か して 「む にむに」い う。

最後 は全員手 をにぎ り合 って別れて いる。小柄で背中 をま るめて帰 る後姿 が

印象 的だ った。

年 月

デ イケ アー出席

常連 で ない学生 ボランテ ィアや地域のボ ランテ ィアが あた ら しく参加 して い

た。 ルーテ ィンの ワーカーに よ りリアルオ リエ ンテ イ シ ョンか ら始 め,医 師

の診察 が終わ りグループ参加 した。いっ もと違 い妻 とはな され る。

側 に新 しいボランテ ィアが座 り積極的 にプ ログラムに参加 す るが,普 通 み ら

れ ない奇声 と身体の動揺 をみせ る。積極 的 に接近すれば す る程 落 ち着 きをな

くし感 情 をい らだ たせ る。 これ までなか った態度で ある。

いっ も世 話 して くれ るボ ランテ ィアでな いための不安反応 だ と思 うが,拒 否

に近 い反応 を示 したことに一 同驚いて しまった。

椅 子 を移 動す るゲ ームに移 り常 連の仲間 に座 って も らって落 ち着 きを もど し

て も らい,プ ログラムを進行 させた。

その後 も移送 サ ービスでデ イケアーに は参加 して くる(資 料4-4)。

合同会議 会議 を開 いてU氏 に何か役割 を持たせ ることは出来 ないか計 った。U氏 の宅

が駄菓子屋 を経営 してい るので,途 中"お 茶の時間"の 茶菓子 を袋 に入 れて

持参 して も らって はどうか が話 し合われ,次 回実行 して み ることに した。1

回1500円 程度の茶菓子 を買 い求めて彼 に運んで も らうとい う役割 であ っ

た。

次回妻 にっ きそわれて生活 館 にや って きた。肩か らパ ックを背負 い,み ん な

で食 べ る菓子 を持 って きた。妻 に聞 くと楽 しそ うに持 って きたとい う。お茶

の時 間 になる とそれ を全員 に紹介 して感謝 していただ く様 に した。 ことの ほ
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か嬉しそうな顔をして全員をみる。

以来デイケアーに必ず出席する。回を重ねる度に情緒性が改善され,互 いに

お辞儀を して挨拶が出来 る様にまでなってきている。

評価:こ のケイスは痴呆性老人のケイスである。非常に困難な社会への参加が生活館活動

を通じて人との接触から次第に人格性の改善がみられる様になり,あ らためて生活

館でのグループ活動に驚かされた。途中家庭問題(息 子の就職病気治療 など)も 無

事越えてきた。

ケ イス6 KF(女 性,明 治40年5月 生,83才)

(別資料4-6)

昭和60年7月27日

ふ らつ きあ り。生活館 にて医療相談 。館員 と話 し合 う。

個人 カルテ作成。

状 況 家 族

経済的状況

身体的状況

老人2人 のみ の世 帯,婚 姻関係 な し,男 性の親戚近 くに居住,

その関わ りな し

村 内では"変 わ った女"で 通 ってい る女性 で ある

多少貧 しい

特 に問題 ないが時 々失禁が ある。 その他 ふ らっ き

同棲の男性(K氏)の 頚部に化膿 したこぶ(握 り拳大)が あ り未処置

化膿 した傷口か らでる膿を彼女に手当てさせている

生活館以来,親 しくしている老婆で時折畑の野菜など持って生活館を訪ねて

くる

館長婦人とばか話ししては帰る日々である

62年8月

実家(京 都駅前)が 処分 され思わぬ遺産(相 当額)が 手に入 る。

多少金つかいが荒 くなる。男性のために毎日の様に鶏の笹身をさしみに買い

込みぜいたくな生活になる。

現金を手元に置くことの危険を鑑み通帳をっくり農協貯金をするが通帳は肌

身はなさず持ち歩く。

生活館のデイケアーに参加を続けていた。
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63年12月17日

午後6時 過 ぎ

突 然F姉 妹 よ り有線で,男 性K翁 の息が苦 しそ うで暴 れてい る,医 師 の往診

を頼ん で ほ しいと連絡 あ り。家庭 医往診中,緊 急 を要す るので救急車 を呼 び

地 区の民生 委員 にも連絡 した。

M病 院 に入院,家 族 が呼 ばれ る。7時 半脳 内出血 にて死亡。通夜,葬 儀無事

す ませ る。

普段 快活 に してい るが男性 との死別 は こたえ た らしく元気 を失 う。

「ひ と りでは淋 しい」 と洩 らし2～3日 生活館 に宿泊。

年 月

疲れ の ためかY病 院 に入院。

死亡 した男性の娘(守 山在住)の 見舞 いを受 け る。通 帳 と印鑑 をあずか るか

らとい って持 って いって しまった。時折訪 ねて きては今後 は 自分の所で老後

の面倒 をみてや るか ら心 配 しな くて もいい といわれ,自 分 もそ う永 くはない

ので この際 世話 にな ることに きめ通帳 と印鑑 を渡 した。

「娘 の態度 がが ら りと変 わ り,親 切に して くれ る」 「嬉 しい」 と洩 らす。

2～3週 間 で退院,ふ らっき も治 ま り大 分 ま しになる。

合同会議 退院後,ひ とり暮 らしは可能か検討 した。もう少し様子をみようということ

になる。

予後の大事をとって,生 活館にて昼食を用意 ししば らく給食サービスをする

ことにした。

入院費病院から請求されるが現金が手元になく娘に請求すると 「払っておく

から心配せんでいい」と,何 度支払う様いっても支払いを しない。そればか

りか月に3万 円程度の生活費を置いていく。これでは生活が出来ない。

いずれ支払うということであちらこちらから借金をする様になる。

相当額が入ったのでかならず払うからといって,次 々に野菜や肉,魚 などは

みな店か ら付けにして借り食する様になる。

処 置 退院 後 の リハ ビ リもかねて市のデ イケ アー施設 の利用 を申請す る。

回答待 っ。

ゆいの里利用

ゆいの里(デ イケ アー)を 利用許可,デ イケ アーを楽 しみ にい く。

最近 で は里 に仲間が出来,な か よ く手 芸 に興 じて帰 って くる。'

体調の 回復み られ る様 にな る。

依然,付 けによる買物後 を絶 たない。館 に苦情が くる。

最近(64年)で はそう した付 けもきか な くな り米代 を切 り詰 めて副食代 に
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充て る始末,し か も2匹 の犬 を飼 ってい るがその犬 に贅沢 な肉を くわせ るた

め生活館で は2匹 の面倒 はむずか しいので はないか?1匹 に して世 話 をす る

様 ア ドバ イス したが きき入れ て もらえず。依然犬 の餌代 に相 当額 か けて いる。

金 に困 ると生活館 に借 りに きて は500円,1000円 と館長婦人 か らせ び

って い く。

合同会議 一計 を案 じ娘 と館員が面接 す ることに した。生活 費を もう少 しだ して も らえ

ないか。多少の額 を通帳 に移 して生活 を 自立出来 る様 に して はと交渉 した。

断 られ る。

その後 もねば り強 く交渉 をすす めた結 果,多 少の額を毎月 だす ことになった。

ただ し本人 には渡せ ない(使 い込 む とい う理由で),館 員か ら渡 して ほ しい

と。

64年1月7目

顔 をはら して生活館 に くる。事 情 をき くが堅 く口を閉 ざ して話 そう としない。

近 所か ら洩れ聞 こえて きた ことによると娘か ら暴力を受 けた らしい。

医師の診 察を受 け,簡 単な処置 を して様子 をみることにす る。

調 査 さっそ く生活館で は事 情 を調 査す るためソー シャルワーカ ーを派遣.調 査 し

た。

暴力が あった。原因 は金の ことで 口論 にな り多少理屈 っぽ く義理 の娘 を いさ

めた らしい6そ の彼女の学力(高 等科卒業程度)と 義理 の娘 の学力 の違 いか

らきたもの と思 うが歯が立 たずつ いカ ッとな って暴力 に及 ん だ もの らしい。

合同会議 その後も度々暴力をふるわれるらしく怯えがひどくなる。

なぐられては生活館へ逃げ込んでくるのが多くなり対応策を考えざるを得な

い。

老人虐待の疑いで人権問題にしてはと区長や民生委員らと相談する。

解決方に悩む。

っいに市役所に相談を持ちかけ老人ホームの入所を検討,措 置出来る様働 き

かけた。

更に娘との口論続き,暴 力が止まない,娘 への館員の説得 にもかかわ らず理

解してもらえない。

預かるといった金も大半は自分が経営するパーにっぎこんでいる?

弁護士を立てて争う旨を先方 にだす。態度急変し,い なおる様子 を示す。

所帯分離の処置切りだす,老 人ホームへの措置にっき再度福祉事務所に館長

を通じて申請した。
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この間,生 活館 にて寝起 きをす る(短 期)。

事態 を重視 し,再 度 市の福祉事 務所の連 絡書処方 を依頼。

平 成元年6月1日

県立 安土荘(擁 護老人 ホームに措置)に 入所決 ま り,転 居 。

生活 館 の会員,グ ル ープ を組んで安土荘 にKF姉 妹 を訪問す るボ ランテ ィア

始 まる。

彼女 か らも施設の様子,生 活が楽 しい ことを,は が きにて連絡 あ る。

盆 と正月 には家 に外泊 して くる。 ただ し,生 活館 には行 って はい けない とか

た く口止 め され て,来 たいが来 られな い。それで も娘 の留守 をね らって館 を

訪ね顔 をみて帰 ってい く。

評価:こ のケ イス は長い生 活館 との付 き合いが あ り,生 活館の よ き理解者 で もあ った。

足腰が しっか りして いるため,村 内の老 人の集 まる所 に出掛 けてい って は多少便利

屋 さん と して老人の買物 や手伝 いを して金品 を もらう こともあったが.生 活館 にと

って最大の メ リッ トは老人達 に関す る情報 を伝 えて くれ ることで あった。

3～4人 集 まる所 に生活館の ブ ランチ をつ くりグループ活動 を展開 しよう と して い

た時期,貴 重 な存在 とな って いた。

ケ アーは同棲 の男性が死亡 してか らで,こ れ までのふ らっ きと同時 に元 気が な くな

り,無 気力 に近 い状態 となる。医療相談 を中心 に精神的 に支え る必要 を感 じデ イケ

アーをは じめ生活館の仕事(掃 除)な ど手伝 って もらいなが ら様子 をみた。

男性 の介護疲 れ もあってか,ふ らつきが ひど くな り病 院 に入院 とな る。

頑固 だ ったKF姉 妹 も病 には勝 てずか?

肌身 はな さず持 っていた通帳 と印鑑 を娘 に渡 して しまい,娘 の世話 にな る ことを承

諾 して しまった。

退院後 は短 期生活館 にて寝食 を ともに して もらい近 くでケ アーを試 みたが,義 理 の

娘喜 ばず,館 との付 き合 いを控え る様 にきつ くいわれ た らしい。

ところが娘 との間 に口論 が絶 えず,あ る時 には暴力 ざたにな り顔 や手足 に傷 を負 う

ほ ど,猶 予 な らない ことを判断 した館員が説得 と調整役 をか ってで た。 しか し,効

果 は期待出来 るほ どではなか った。つ いに所帯分離 を して,老 人ホ ームへ処 置方 を

市事務所 に申請,許 可を待 って老人ホ ームに入所 させたケイスで ある。

総 じて生活館 の存在,な かんず く資源(情 報,サ ー ビス,友 愛訪問,デ イケ アー,

給食 サー ビス)の 提供 には一定評価 され るで あろ う。 しか も3者 に よる合 同会議 の

役割 は大 で あった。又 その処遇(処 方)に したが って提 供 したサー ビス に一貫性 が

あ り福祉 サー ビス の重複 を さけ ることが出来 た。 ただ し.地 域 の福祉 協力員 や第一

線 の民生委 員 の協力,更 には福 祉事務所等 々 との連携の まず さが指摘 され ようと思

う。今後の問題 を残 したケ イスで ある。 とはいえ生活館 の資 源 を最大 に活用 して問

題 解決 に当 た った事例で あ りその連携 は十分評価 出来 よう。
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ケ イス7FY(女 性,明 治41年2月 生,83才, 準 ひ と り暮 らし老人)

(別資料4-7)

館長 との接触59年5月12日 訪問,頭 痛 を訴 え る。

館長,個 人カ ルテ作成のた め訪問 中仲間 よ り依頼 あ り,訪 ね る

事情 をき くが一向 に要領 を得 な い

医療相談 医師の訪問

昭和30年 ごろ肺炎,後 に肋膜 を患う

58年 ギ ック リ腰にて腰痛,現 在に至る

医師 らのア ドバイスにてソーシャルワーカーらの派遣を依頼される

館長の任を受けて山口らが学生をっれF宅 を訪ねる

上が りに数足はきものがある。仲間が来ているらしい

来意をいうが返事がない

ドアーをあけてみると数人板の間に腰をおろして談笑中,そ の奥の畳の部屋

に,70を 超 した老人はいる

暗い部屋に足をのばして座っている老婆に話しかける。

状 況 家 族

家族関係

身体的状況

経済的状況

単身世帯者

夫に先立たれ淋 しくひとり暮しをしている老婆

2軒 先に息子夫婦+子 がいるが事情 により棟を別 に別居生活を

している。

家族に問題があるらしい

「C」 特 に病気 はないが,膝 が痛み歩行が若干

夫の年金,普 通 よりやや良

困 難 血圧が高いため近 くの医師に往診してもらって薬を飲んでいる

家庭医 1医 師

友人関係 周囲の老人仲間とお茶のみ友達をつくっている。誰かが必ず来ているほど交

友関係多い

処 置 少 し事情が あ るらしい,日 を改 めて来 ることを約束 して帰 る。 その帰 りが け。

い ままで座 って話 を聞 いて いたF姉 妹 が立 ち上が って きて,「 必 ず来 て ほ し

い」 「たって話 を きいてほ しい」 と懇願 す る。

次 回,館 長 と同行,一 部始 終家庭 の様子,嫁 との問題 をき く。
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合同会議F姉 妹の家 でデ イケアーのブ ランチの計画(常 に2～3人 集 まって いるので

そ こを情報 の集 め るための基地 づ くり)を 立て た。

学 生 ボ ランテ ィアを活用 してゲームや読書 を取 り入 れた クラブ活動 を週 に1

回程度試 みてみ ることに した。

クラブ活動順 調。

置 いて あ った金銭が な くなる事件起 こる。茶菓子 を持 って こな い老人が い る

などで途 中中断 したが細 々とクラブ活 動 を継続 してい る。近所の老人数人 い

っ もF宅 に集 ま り談笑 している。

61年12月

訪問時荷物 を整理 して い る。

理由 を正 す と息 子 と家 をで るという。行 き先 にっ いて落 ち着 いた ら 「先生 に

は知 らせ るか ら」 という。 それ以上 は何 も話 そ うと しない。

61年12月25日

っ いに息子 と家 出す る。

息 子の嫁か ら電 話 による連絡 あ り,F宅 にい く部屋 に はベ ッ ド1っ だけ置 い

てあ るだ け 「何 もいわず に家出 して しまった」。 「ど う して,ど う して」の

連 発。午後8時 す ぎ親族次 々に尋ねて きて は同 じことを山口 に問 い詰 め る様

に きかれ る。

親族一 同が集 まる中で,仲 人を された1ご 夫婦 同席 の上山口の知 る範囲 で事

情 を説 明す る。夫 婦間の愛情問題,夫 の浮気 の問題,嫁 姑の葛藤,様 々な家

庭 内事 件 などで多 少 ノイローゼ気味,時 に幻聴 や幻 覚の あったこ とを知 らせ

問題 が双方 にあ った こと,改 善 しなか った ことな どを説明,そ の上 で今後 の

処理方 を検討 した。 こう した家出 は1年 前か ら計画 されて いた ことを伝 えた。

「なぜ,わ れ われ に知 らせないのか?」 詰め寄 られたが事情を説明,理 解 し

ても らった。

さいわい息 子(夫)と 子 との親 子関係 がい いため,息 子 を通 じて夫 と接触 し

て は と提 案す る。一 同了解,接 触 の機会 を検討。夫人 にも夫 との関係改善 の

ため互 い に半歩で も歩 み寄 る必 要を説 き,は っき りと 「努力 す る」 と全員 の

前 で表 明,そ の機会 について も検討 し,山 口 や1夫 婦 を仲立 ち に して接触 す

るこ とを提 案 し了解 された。

12月 年 の瀬,彼 女 よ り電話 あ り,住 所 を知 らせ て くる。

「一度 おめ にかか りたい」 との こと。

62年1月

山 口単身,転 居先(草 津市)を 訪問,2時 間 ほど話 し合 う。
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アパー ト1間(6畳)に 息子 と生活 を して いること,落 ち着 いて生活 してい

るが友人が いないので淋 しい,は や く守山 に帰 りたい旨,息 子 と孫が時 々連

れ立 ってでか けてい る らしい,妻 とは話 し合 いを してい るが話 にな らない ら

しい,嫁 を憎ん でい ると,こ れ までの ことを再度 きか され る。

「こんなにされ るなんて私がか わいそ うだ」 といって涙 をなが して心 の内を

明か して くれ た。

最後 に5月 の節句 に は帰 りたい と洩 らされ た。

62年3月14日

帰 る。

山口訪問,明 るい様子。以 前の様 に部屋 を整理 して あった。

十分息子 と嫁 が話 し合 い出来 た様 子。 「安心 して帰 って きま した,今 後 もよ

ろ しく」 との ことで あった。

「先生 や生活館 の先生 にお世話 にな りま した。嫁 の態度 にも変化 がみ られ以

前の様な とげ とげ さが な くな った」 とい って礼 をなん ど も何度 もい って くれ

た。一

平成元年5月 まで

医療相談活動中断

平成3年2月 より

再会。話の内容は,

1)風 呂を付けたい(1氏 からガス漏れのため危険なので無理)が 反対され

た。残念

2)そ の後息子夫婦の間?ま あまあだという返事

3)ひ とり暮 らしのため息子が心配を して緊急通報愛情ホットラインを付け

てやりたいがと相談される

4)一医師の判断ではひとり暮 らしの限界がきているという

身体的にも精神的にも自立が困難ではないかという意見

処置方をめぐって合同会議の必要を訴えられた。準備中。

生活館活動 に参加。

参加す る様 にな ったが,顔 色が さえない。生気 を失 ってい る(?)

多少,亡 くな った夫 の顔が 再び現 われ る様 にな った とい う言動 には,十 分 な

ケアーが必要 で はな いだ ろ うか,案 じられ るのだが 。

評価:こ のケ イス は息子夫婦の愛情問 題 と ともに嫁 との葛藤 問題の コ ンプ レ ックスで ある。
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事態 は夫婦 離婚,親 をっれて家出 まで及 んだケイスで あったが.館 の ソー シャル ワ

ーカ ー らの調整 に よって問題 は解決。嫁 との関係 にも改善がみ られ る様 にな ったが

まだ尚凝 りが残 る。 それに老化が進行 してお りこれ以上 ひと り暮 らしは危険 だ とい

う専門家 の意見が でてお り,自 立が困難 にな るおそれが十分 にある。

それへ の対応 が迫 られ てい る。

いずれ に して も生活館 の人的資源の効力 は一定評 価 されてい る し,地 域 内の評価 も

決 して悪 くはない。 ただ,問 題 はF姉 妹 自身 に もあ ることをいか に理解 して も らう

か,今 後検 討 しなけれ ばな らないで あろう。

ケ イス8 MK(男 性,明 治38年4月 生,86才)

(別資料4-8)

昭和58年6月25日 生活館の初のコンタク トをとる。

このきっかけは氏が老人クラブ連合会の監事をしている時接近,生 活館の新

事業のため地元地主より農園を借り 「老人農園」を開設のため指導を願った。

その経験を草津保健所にて招かれ講演をする機会があり,そ の席上で柳原医

師 とのコンタク トあり,以 来生活館の医療相談の医師 として参画いただくこ

とになる。

個人カルテの作成。

状 況 家族関係 ひとり暮らし老人(15年 前妻を失い以来男やもめ)

経済状況 普通

身体的状況 健康

社会活動 生活館"生 きがい活動"の リーダー

元地元農業学校の教師

守山有線放送を使って"や さしい農業指導"番 組担当(現 役)

市の老人クラブ監事

生活飽きってのオピニオンリーダー

生活館 のプ ログラムには欠か さず出席,き ちん とネ クタ イ とスー ツ姿で参加 。

プ ログ ラムの合間 には自前の手芸(踊 り,落 語,小 話 な ど)が 飛 びだ し場 の

雰囲気 を盛 り立 てて くれ る才能の持 ち主 で ある。

かれが この生活歯の活動 で もっとも関心 を持 って いるもの はH氏(痴 呆性 老

人)で ある。必ず彼の側 に座 って面倒 をみ る様 に して いるが,よ く観察 して

いる。 体調の変化,心 の変化,感 情の変 化 まで この頃 は判断 出来 るまでに な

ってい る。 しか もその判断 は さることなが ら適性 な処置 も忘 れて はいない。

さす が農業(作 物 の成長)に たず さわ って きた教師だ けあ って人 の状態(成
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長)を み る目 は肥えて いる。有力 なボ ランテ ィアの1人 で ある。

しか もこの生活館での出来事 を機会が あれば他 の人 に話 をす るタ レン トを持

ちオ ピニオ ン リーダーの役割 を果 た して くれ てい る。

特 に注 目 してい る点 は健康 にか んす る自己管理 であ る,医 師 の話 を よ くきき

実行 に移す ところで あろ う。 医療相談 の時や医師 との会話 で も適 切に身体 の

情報 を伝え る基礎が出来て お り,医 師 の判断 に有効 な情報 を提供 して くれ る

様 になって きて いる。

評価 このケイスはランク 「D」健康問題 にまった く問題のない老人であるが,生 活館活

動(デ イケアー)に 興味を持ち積極的に参加 している者である。生活の自立性では

会員の内一番高いことは否めない。老後の生活設計を話をきいて実行に移す主体性

は誰もが認めるところである。 しかもきくだけではなく,そ れを人 々に伝えるとい

う生活の姿勢を持って生活しているところは"意 義ある人生"の1つ の型 を示 した

ものといっていいであろう。この様に生活館が提供する情報が老後の人生設計にと

って有効なものであることを証明したものといっていいであろう。

ケ イ ス91H(男 性, 明治43年9月 生,80才,布 教師)

(資料4-5,別 資料4-9)

昭和56年 より生活館と関係を持つ。
"生 きがい事業"の ため講師として襖は りを始める

。

始めに県の老人クラブ連合会長のH先 生宅(寺)の 襖張 りを生活館協力者

(H姉 妹)と する。これが きっかけで柳原医師と接触の機会をつくる。

状 況 家 族

経済的状況

身体的状況

社会活動

老夫婦,娘 同村 に結婚 して暮 らしている

普通

健康

浄土真宗の布教師として近畿,北 陸を中心に托鉢 してまわって

いる。運転免許証取得,車 で移動

もともとこの集落の者ではなく5年 前回学区の他の地区か ら移

転 してきた者

多才な能力

多才なタレントの持ち主故生活館開設以来
"生 きがい事業"の リーダーとして活躍

生活館評議員

生活館活動(授 産事業一襖張 り,盆 栽鉢,福 祉切手整理)の 開発
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毎 回のデ イケアーに参加,講 話,宗 教相談 にボ ランテ ィア と して活躍,医 療

相談特 に健康管理 にっいて医 師の話 には興味 あ り熱心 に聞 く。

62年 か ら老人 い こいの家 で襖張 りの講師 と して登録。

更 に平成 元年か ら市の シルバー人材 セ ンター に講師 と して,又 自ら修業 をか

ねて出 向 して いる(月8万 円 ぐらいの収入 あ り)。

元年5月 自宅で突然発作起 こる。あいにく妻が留守,苦 しい心臓の痛みに耐えたが,医

学講座で話をきいていたため慌てることなく痛みのおさまるのを待って医師

に往診を依頼して処理した。

経験談をデイケアーに参加する老人達に話す機会があり,多 くの共鳴を呼ぶ

ところとなった。何よりも心身に障害を持つ生活館の利用者には健康な者に

対する"ひ けめ"な り"劣 等感"の 様なものが老人間に自然 に生 じてくるの

であるが,日 頃健康だった彼が発作を起 こしてから以後態度に変化がみられ

病者に対する同情といたわりの情が顕著にあらわれる様になる。

その他,地 域の リーダーとして講演や講話,話 し合いの機会が多 く,必 ず個

人の体験談を話 し"自 分で健康管理を"熱 っぽ く説 く。わか り易いので好評。

反面好きになれない老人も少なくないのも事実である。

特 に活動家 で しか も新 しいことをす る人物 で もあ る。 た とえば,

1:JR堅 田駅前 にバ ラの花 の無人店 をだ して い る。

バ ラは地元洲本 の農家か ら傷 ついたもの を求 め,も った いないか ら何か

の役 に立てた いと1束300円 で20束 を置 いてい るが い ろいろな美談

が ここか ら生 まれて いる。

近 くの病院 に通 う看護婦 さんが患者 の見舞 いに花束 を買 っていかれ ると

か.駅 や交番 に花束 を置 いた り,饗 銭箱 には 「きれいな バラあ りが とう」

と手紙 なども入 ってい る。

2:代 金 は実 費 を除 いてめ ぐまれな い子供 連 にと寄付 をす る。

3:老 人 ホームへの講演活動

など に時間 をかけて活動 して いる。

又生活館 で は毎回のデ イケ アーに参加,身 体の不 自由な会 員の側 に座 って面

倒 をみ た り,健 康問題の医師 のはな しにむずか しいと ころを会員 に代 わ って

質問 され老 人達 か ら 「そこが もっ と聞 きたか った ところだ った」 と礼 を いわ

れ て感 謝 されてい る。

特 に倒 れてか らは彼 の態 度 に変 化が起 こり,そ れ までの私健康 な人,あ な た

心身 の障害者 とい った意 識や対立 が な くな り,一 歩近 寄 った関係 に発展 して

きて い るのが認 め られ る。
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地域活動 地元 の老人 クラブに夫 婦で 参加 した りゲー トボールに も参加 す る様 に してい

るが最近辞 めて しまった。理 由は老人 の中 に派閥 が出来 て気分がわ るい とい

う。 自分達 と他 のプ レイヤ ー と歴然 と区別 された り,新 しい者 と旧集落 の者

とに差別 らしい ものを感 じて しま うので耐 え られない と。

目下 の ところは布 教活動 を中心 に,生 活 館の"生 きが い講 師"と して派閥事

業 に と り組 んで くれてお り,ま さに人生 の意味 を満喫 してい る老後の生活 を

営 んでい るケイスで ある。

評価:こ のケイスは健康 な老人(ラ ンクrD」)が 病気 を してか ら病 め るものへ の態 度が

変 わ り,自 らは健康 管理 を し,他 には 自分 の経験 を生 か して"病 気 とともに生 きる"

生 き方 を生活 を通 じて生 かそ うと して い る老人 で ある。かれ等 の影響 は大 であ る。

84



⑨

考 察
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5.1ソ フ ト開発か らみ た評価

1.ソ フ トウ ェアの概念

一般 に ソフ トウェアというとコ ンピュー タ操 作 の説 明や取 り扱 いを解説 した図 書全般 を

指す もの と考 え られている。ハ ー ドウ ェア であ るコ ンピュー タは,決 め られ た手順 と処理

す るべ き情報が なけれ ば何 もしない。 あ たか も運転す る人 と,移 動す る目的 のない 自動車

が全 く無用の ものであ るの と同 じであ る。移動 す る目的や計画 をたて た り,移 動 中 にその

安全 を確保す る動作をす るの も自動車 自身 の意思 によるもので はない。 しか も,そ の 自動

車 の使用 目的や使用 メ リッ トは,自 動 車 を購入す る前 に様 々な条件 を検討 して人 が決 めて

い る。つ ま り,コ ンピュータ とい う道 具 を導入 す る前 に,そ の コ ンピュータを使 って処理

をす る情報の性質の見極 め,整 理 と収 集の方法,蓄 積,そ して これ等 の分析加工 と活用の

あ り方 な どが十分 に検討 されなければな らない。

要 す るに,高 齢者福祉 の充足 のため に シルバーエイ ジDBの 構築が必要 であ ると判断 し,

何 をす るべ きか検討 され,情 報 の収集 が開始 された時か らソフ トウェアが は じま り,道 具

で あるコン ピュータを導入 し,シ ステム の開 発,プ ログ ラムの作成か ら運用 に至 るまです

べて ソフ トウェアで ある。断 じて コン ピュー タのプ ログ ラムだ けが ソフ トウェアでな い こ

とを銘 記 した い。

特 に,情 報の収集 と蓄積 にっいて は,地 道 な地域密着での不断 の努力 が重要で ある。地

域高齢者のた めの情報収集 は,気 心の知 れ たその地域の人達 に しか 出来 な い ことも明確 に

す るべ きで ある。

2.デ ータの用途別セグメ ンテー ション

人 一人 に関す る情報,特 に高齢者福祉 の観点か らみ た対象者 の情報 は,極 めて複雑 で多

岐 に亘 って いる。数値で表現出来 るもの は扱 いやす い。論理的 に区分 けで きるもの もまだ

いい。問題なの は複数の関係者が介入す るメ ンタル情報 であ る。 これ は担当す るケ イス ワ

ーカー によって は,ま った く正反対の解釈 す る生ず る こと さえあ ると思 われ る。

それで収集 した情報を整理 し,蓄 積 して これ を検索活用す るために,記 録 フォーマ ッ トを

あ らか じめ定 めて おかなければ な らないが,こ の場合,対 象者一人 の情 報 を必ず同一 フ ァ

イル に収容す るべ きか どうかを検討す る必 要が ある。全 く次元 の違 う情報 を同一 フ ァイル

に収容 して も意味がな いし,い たず らにフ ァイルのボ リュームをおお き くし,コ ンピュー

タで これ等の情報 を処理 す る時 に,や た らに複雑化 のポテ ン ションを高 め るだけで決 して

得策で はない。

対象者 の情報 を事象別 にい くっか のカテ ゴ リー にわけ,複 数のデ ータベース と した方が

処理が簡潔 で速度 も早 い。デ ータベースが複 数化 して も検索プ ログラムは一 つで よい。

更 に入力情 報の中で,い くっか のアイテ ム に定 義出来 るものや共通事項 は,項 目別 にマ

スター フ ァイル と して常駐 させ,処 理 の たび ごとに画面 にポ ップ ア ップ表示 し,必 要事項

を ワンタ ッチで入力す るシステムに して お けば コ ンピュータのオペ レー ション負荷が半 減

す る(図5-1)。
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図5-1

ポップアップマスター

(その都度阿而に1呼び出す)

項 目 記述事項 時期

1

一

一

'デ ー タ入 戊

一

一

ファンクシ

1 配偶者の死

**** 2 子の死亡

3 子の転勤
****

4 本人の希望
****

5 家庭の事情
****

6 未婚
****

7 その他

****

****

4

口 口 口 口 口 口 口 ロ心]
ファンクション ガイダンス

表5-1

記 述 事 項 時 期
ひ と り暮 ら し

になった原 因 (●)配 偶者 の死

()子 の 死亡

()子 の転 勤

(●)木 人 の希望

()家 庭 の事情

/o未 婚
()そ の他

」

表5-2
これらの事項 をポ ップアップマスターとする

記述事項の限定項目を

ポ ップアップマスターと

とすることによって

表2の ように整理で きる。

項 目 記 述 事 項 時 期 、

ひ と り幕 ら し

に な った原 因

配偶者の死

木人の希望
、

1

/
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その上,図5-1の 表5-1,5-2の 例 に示 した様 に,入 力 事項 を節減す る ことが出

来,フ ァイルのおお きさを大幅 に低 減す ることが 可能で あ る。 ただ し,項 目ごとの入力領

域 は可変長 レコー ドに して お く必要 が あ る。 カテゴ リー別 にデ ータ ベースを分割 す るに際

し,例 えば医療介護 データ ベース,メ ンタルヘルスデ ータベース,高 齢者扶助デ ータベー

ス などにわけようとした場 合,そ れぞれ のデ ータベース に収容 され た情報が,必 ず お互 い

に関連 し合 って,ど う して も区分 し切れ ない とい う考えが生ず る。 そん な場合で も システ

ムの効率的運用 と,福 祉の高度化 の実現 のために,ど こか で割 り切 る ことが重要 であると

考 える。

3.メ ンタルヘルス と情報の集積

か つては精神衛生 と訳 され ていたメ ンタルヘルス という言葉 が,い までは精神保健 とい

う概念 に変わ り,広 く認識 され てい る ことは周知 の通 りであ る。だが このメ ンタルヘルス

に関 す る情報 ほど,不 確定で解釈 の難 しい もの はな い。

最近,朝 日新聞 に掲載 され た囲 み記事 に こんな ものが あ った。記事 を要約す ると 「原因

不 明の まま歩行不能 におちい った老人 に,周 りの者が懸命 に リハ ビ リを勧 め るので あるが,

その老 人 は頑 と して これ を受 けつ けず,相 変わ らず寝 た き りの生活 を続 けていた。

ところが,こ の老人がふ と した機会 に歯の治療 を受 け ることにな り,治 療 が終 り歯が完

治 してか ら物が おい しく食 べ られ る様 にな った。 そうす るとあの歩 行訓練を徹底 して拒否

してい た老人が,突 然歩行可 能 にな り,以 後快適 な生活 を送 ってい る」 という内容で あっ

た。結局 この老人 は歯の具 合が悪 く,満 足 な食生活 を送 る ことが出来 ないという不満が心

因 となって,身 体障 害を起 こ していた という ことにな る。

この例で もわか る様 に,精 神状態 に関す る情報 の収集 は極 めて難 しいと思われ る。

したが って,情 報 をコ ン ピュータで処理す るか らとい って,メ ンタルヘルスのデ ータを

無理 に数値化 す ることは極 力避 けなければ な らない。

4.デ ータメ ンテナ ンス とデ ータベース の活用

情報(lnformation)は 常 に的確 に現状 を表示す るもの と,確 実 に事実 を記録す るもの と

に二分 され る。ただそれだ けでは本 当の の情報 とはいえ ない。 これ を必要 な人 に,必 要 と

す る時 に,必 要 とす る形 に分析加工 して提供 され て こそ情報(Intelligence)と しての価

値 を高 める。

当然 の ことなが ら,分 析加工す るための情報 に信 悪性が な ければ,分 析加工 された情報

も用 をな さない。 したが って原 デ ータは状 況の変化 に したが って,確 実 に補正 されな けれ

ばな らない。 だか らこのデ ー タメ ンテナ ンス作業 は,イ ー ジーオベ レー ショナブルで ある

ことが必須であ る。 だが逆 にオペ レー シ ョンが容易 で誰 にで も出来 るということは,誰 も

や らないとい うことに通 じ,メ ンテナ ンスがかえ っておろ そか にな る可能性が ある。

それ を防止 す るために,キ チ ッとした専任管理者 を置 いて,デ ー タメ ンテナ ンス管理体

系 を明確 にす ることが求め られ る。
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5.デ ータベースの運用 と情報 アナ リシス

特定の人達 の協力 と,多 くの時間 をかけて シルバ ーエイ ジデ 一夕ベースを構築 して も,

この情報が コ ンピュータの記 憶装置に存在 す るだけでは無用の長物で あ る。

様 々な角度 か ら情報 を分析 加工 して統計資料 とした り,数 値情報 をグ ラフ化 な どの ビ ジ

ュアルデ ー タと した りして シル バーケアー に活用す ることが大 切であろ う。 その情報 を活

用 しての的確 な不断 の福 祉活動 の結果,又 新 しい情 報が発生す る。 その新 しい情報 を更 に

デ ータベー スに蓄積,追 加補正す ることによって こそ シルバーエイ ジデ 一夕ペースが生 か

され る。

情報 は生命 であ る。 この生 命を,種 々立場 の違 う多 くの善意の人達 で構成 された ヒュー

マ ンネ ッ トワー クで包み込 み,道 具 であ るコ ンピュータ を用 いて効率的 に,か っ的 確 に運

用 したい。 この シス テムを破綻 な く継続 させ,こ れか ら確実 に出現す る高齢化社 会 におお

き く貢献 させ るために,ヒ ュー ンマ ンウェア とい う概 念 を導入 して網制御 をす ることが課

題で ある。 この ヒュー ンマ ンウ ェアという概念を,ソ フ トウ ェア開発 に欠 かす ことの出来

ない重要な コンセ プ トと した い。 これ等の ことを図5-2に 示 した。

6.シ ルバ ーケ アー システ ム'(仮 称)の 構築

先 にも述べ た様 にデー タベースの情報 は,多 面的,多 様 に活用 されな けれ ばな らない。

加工デ ータを参考 に医療介護 の実施,メ ンタルヘルスケ ア ー,生 活相談か らイマー ジェ ン

シーチ ェック,更 には各種 イベ ン トの計画 と実施 など,各 界か らの多 くのボ ランテ ィアの

方 々の参加 と活動 が期待 され る。

シルバーエイ ジデ ータペース を構築 し,活 用す ることによ って,高 齢 者の 自活心の高揚

と,生 きが いをっ くる ことが何 よ りも望 まれ る。それ には技術的 に優 れて いる ことは もち

ろん,人 情 の機 微の解 るケイス ワーカーの育成 と組織化 が重要 な フ ァクタ ーとなる。

そ して シルバー エイ ジデ 一 夕ペース と シルバーケアー システムを,地 域高齢者福祉行 政

に少なか らず反映 させ るべ きで あると思 う し,こ の様 な システ ムが全国各地域 に草 の根 的

に派生 し,そ れぞれ がネ ッ トワークで結ばれ て更 に高度 な情 報解析が行 なわれ,国 の高齢

者福祉行政 に文字通 り傾 向 と対策指針 を与え るまで に昇華 したい。

それ にはソフ トウェアの コ ンセプ トを統一 しなけれ ばな らないが,絶 対押 し付 けで あ っ

て はいけない。 ヒュー ンマ ンウ ェア という理念か ら相互 に納得 した もの とした い。
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5.2医 療 と福祉 か らみ た評価 とその問題点

まず,今 回の 目的 は未整理の 「福祉台帳 」を整理 す ること,こ れが1点,更 に整理 され

た情報 を検 索 して あ る目的,つ ま りケ イススタデ イズ(事 例研究)や ケ イスマ ネ ジメ ン ト

に供 しようというの が第2の 目的 であ った。 これ等 に関 す るか ぎ り本研究の成果 には一－d定

の成果 が上が ったと思 う。以下 それ を述べ る。

(1)目 的1,台 帳の整理

少な くとも,こ れまでの福祉台帳は個人別 にあらゆる事柄が整理されず記載されており,

一定の方式やマニュアル化されたものではなかった。そのため,一 定の目的にそれ等の情

報を利用するとなると作業が非常に煩雑で手間暇をかけないと探せないという欠点があっ

た。今回の台帳整理でそれが改善された。しかも各項日ごとに整理されており検索がスム

ーズに行なえる様になったことを上げねばなるまい。もちろん従来の福祉台帳は日々の出

来事を手書きで記載 していたため,記 入者によっては書き癖などがあり判読しにくいリス

クが少なくなかった。今回は手書きからワープロ文字にしたため読みやすい点では大分と

改善された。当然読みにくさからくるエラー(判 読 ミス)や 見落としがなくな り基本的な

ミスがなくなった点の効果はおおいに認められる。尚,時 間的なロスを少なくできたこと

はおおいに評価できよう。又これまで,ま まいわずもがなであるが個人の記録が紛失した

り他のものと混ざり込んでしまう危険があったが,そ れが皆無となった。 これも一定評価

しておいてよい問題であろう。

ただし,そ うした効果を一定に引 きだすには日頃から膨大な情報を整理する専門の従事

者が必要となって くるが人件費を含めて今後の問題となるであろう。更に個人に関するイ

ンチイクを始め各訪問や相談などのいちいちの記録をある限定した項目で整理 したために

全てを入力出来なかった点ではいくぶん福祉台帳のほうが何でも記入出来たので今後改善

される必要があろうかと思う。存外,記 録 という情報が意外な時に重要な判断や診断,更

には処置をする決め手 になる場合が少なくないということである。 しかし,今 回整理 した

ものの中 には当然取捨選択されているために大部分の情報をカットしてしまっていること

が気掛か りなところでもある。

その他,雑 感として膨大な資料を整理 したことの意義は大で,今 後いかなる目的で整理

(入力)さ れたデータを使 うかが問題になってくるであろう。次にアプローチを従来の様

な個人の経験や勘などに頼らず一切の一定の専門集団の会合を経て会員の資質などを判断

決定するため時間をかけて議論するために無給ボランティアの限界がある様に思う。今後

は多少ともペイを考えていい時期にきているのではなかろうかと思う。前にも述べたが手

書き記録(福 祉台帳)に 比べ情報の整理(会 議,検 討,後 入力)な ど時間 はかかるが,一

度入力をすませておけばその利用には数倍の利がある。ただし,常 にデータの修正を して

おかねばならないために人手を要するがそれが問題になろうと思う。

(2)目 的2,ケ イス会議

第2の 目的 は一定整理 され たもの(情 報)を あ る目的 に利用 す る ことで あるが,そ の、1
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っはケイス会議にて利用者のニーズを調査してランク付けする作業である。従来は館長に

よる事情報告更にはインチイクワーカーの報告から判断することになっていたが,今 回の

「個人カルテ」に記入(入 力)さ れた情報を検索す る操作は実に簡単に出来る様になった

ことが最大の効果であろう。しかも誰もが検索(コ ンピュータを操作)出 来 る様にしたこ

とは一定評価できよう。っまり,あ まり操作が複雑で利用す る者がいないのでは今回コン

ピュータを導入した意味は半減してしまうのであるが,い っでも誰でも操作出来る点での

一般化には評価出来るものがある。しかし,反 面誰もが操作出来 るために発生するかもし

れない問題(個 人のプライベイ ト)に は十分な管理が必要になって くる。

まず求められるのはクライアントの適性である。生活館の福祉利用者として適している

か否かを判断して決定しなければならない。そのための最小で最大の情報でなければなら

ない。又仮に不適と判断された場合の対応としては,各 福祉の専門機関への連絡,連 携を

はか りクライアン トの利をはかることが必要となるが,差 し当たり地域の民生委員,福 祉

協力員 らとの連携をはかることは必須となるがそこへの配慮は必ずしも十分だとはいえず

今後の問題として残 している。

ともあれ,わ れわれの意図する情報利用は個々のケイスからだされる医療 ・福祉ニーズ

の必要度をA～Dま で段階的なランク付 けをしての整理と提供するサービスとの関連をは

かるものであり,そ のための館長はじめ各専門分野の専門家らが参集してそれを決定する

作業である。ここでは個人に関する様々な情報がランク(序 列)づ ける決め手になるので,

判断材料として整理された必要十分な情報である。

もちろんここ(ケ イス会議)で 判断されたランクづけは個々の 「個人カルテ」の項目4

の分類に入力 される。

実際われわれが評価」こ当たってケイス会議に必要な情報を検索して利用した観点からい

えば,ま ずこうした方法 には何 ら問題はない。むしろその利用法には多 くの利点が認めら

れた。

具体的な作業場面を説明すると,ま ず 「個人カルテ」を呼びだし,必 要な情報を検索 し

て画面に写 しだすかもしくはコピーなどを診断や治療法などの判断材料として即座に利用

可能になったことを上げねばならない。更に個人カルテに登録してからクライアントとし

て適性を欠くか否かを常に検討することが出来るし,受 け入れ時の判断に誤 りがないかど

うかをのちに検討するいい材料になったことも一定評価の中に入れておいていいと思う。

特にランクの高い,つ ま り介護の必要性の高いクライアントでは刻々変わる情報を福祉台

帳の様な手書きの記録簿に記録 して利用するというものでは十分な対応が出来ない。当然

記録の中から前回の記録や結果をみて今後の処置などを判断することになるが,診 断に基

づ く効果や経過をみる(管 理す る)場 合 もっとも有効なデータとなったことはいうまでも

ないことである。特にその予後では刻々変化するデータを集積してあるため病状の動きに

合わせたサービスがどんな効果を上げているかが一目瞭然,こ の点を高 く評価出来 るもの

と思う。又更には,状 況によっては新 しい判断や診断に基づ くランクの移動が可能である。

ランクが一段レベルアップすればそれに応じて対応が緻密に計画処理出来る様になる。他

方レベルダウンすればそれに見合った処置や対応が出来るのもこうした方法でこそ可能に
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な った ところ といえ よう。更 には前回だ した処置 や処方 が適 切で あったか否 かを判断す る

一方 法 と して も有 効 な手法の1っ といえるで あろ う。 しか し,こ の実施 に当た っては相 当

訓練 され た専門家 が当 た らねば な らない ことは避 けて通れ ない問題で もあ る。 しか し総 じ

て従 来の個人(館 長)の 経験 や勘 に頼 って判断 して いた時 よ り科学的 にな って きた ことは

間違 いない。 ただ し,こ うした科学的 なプ ロセスを導入 して判断 をす る場 合,当 然時間的

にも専門集団 の会合が頻繁 に開催 され ることが余儀 な くされ るため,そ う した専門家 を一

定拘束 す るデメ リッ トもでて くることは否定 で きな い。

その他,雑 感 と して指摘 出来 ることは情報の整理 とデ ータベース化 によって一 定の 目的

のために整理 され,管 理がスムーズにな った ことで あろ う。更 にはケ イス会議 を通 じて常

にク ライア ン トの状 況 に見合 った適 切 な処方が可能 にな った ことを上げ ねばな るまい。又

その利 用 によって効 率化 に著 しい改善がみ られ る様 にな って きてい る。

念願 の"ア プ ローチ に科学的 な方法"が い くぶんで も導入 されケア ーあ るいはサー ビスの

システム化が 日常 的 に可能 にな った ことの成果 は大 であ る。

尚,1つ 付 け加 え るとすれば こう した専門集団の ケイス会議 を通 じて相互 に理 解が出来.

一層 の医療 と福祉 の連携がで きたことは単 に知識の上 での理解 を越えて システム と しての

連携 の実態 にっいての共通理解 と協同作業 を可能 に した ことの意 義 はおお きい。 その連携

の妙 はクライア ン トや その家族の危機状態 を救 った ことは少 な くな い。 そ こで今後考 え ら

れ ることはケ イス会議の ルーチ ー ン化で あ るが,尚,一 層 の研究(情 報 の簡 潔化.会 議 の

簡素化)を 重 ね る必要が あるので あろ う。 む しろ今 回 は研究(ケ イス会議)に 傾 き本来 の

処遇 に生活館活動 の時間が とれ なか った ことも率直 に認 めねば なるまい。 いわば組織化 が

求め られ る。

(3)目 的3,ケ イスマネジメン ト

この研究の最大の目的は個々の情報を駆使 してケイスマネジメントをすることであった。

結論をいえぱ多少の問題はあるが一応の研究成果が上がったものと思う。的確な判断を下

すのに整理された情報やデータがおおきな役割を果 し得たといえる。そこで評価と今後の

課題を総括する意味で3っ の事柄をふまえて整理 しておくことにする。1つ は研究の目的

にそった評価,2っ は1982年(8月6日)高 齢者問題世界会議で 「高齢者問題国際行

動計画」(仮 訳)が 採択されているが,そ の計画の中に高齢者データベースの問題が指摘

されている。その点から評価し,か っ今後の問題点 を整理 しておきたい。更に第3の ポイ

ントは既に企画実行 されている研究や実践をふまえた検討である。

1)目 的にそった成果 ・評価

たとえば,表5-3に 示 した通 り,日 常の動作(歩 行,排 泄,食 事,着 脱)な どの時間

的変化の経過 に関す る記録がランクづけをする上で重要な情報となっていたこと,更 には

精神状態のそれを継続観察 して記録に残しておいたがランクの移動に伴うさまざまな処置

がそれに対応して管理出来ること,更 には具体的な介護ならびに介護者の状況を的確に診

断,把 握出来る利点 は否定出来ない。
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表5-3 ケ ア ー コ ー デ ィ ネ イ シ ョ ン(状況 の変化 を把握する)

(判定資料1)

項目 時間

歩行

日 排泄

常
動
食事 ADL 1～3の 状 況 を記入する

作 入浴

着脱

医 リハ ビリ

療

モノ忘れ

精
神
失見当

状 異常行動
況
痴呆度

介
介護者

護 介護状況
者
健康

家 家族問題

族

個 人 カル テ0-1～09(個 人 番 号)
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た だ し今後 は"情 報の収拾"か ら"情 報 を使 う"問 題が でて きて いる ことが1つ,今 後

更 に時間 をか けて"情 報 を使 う"こ との検討が必要 にな るが これが2つ めの問題,更 に今

回 は既 に記録 され て いるデ ータを駆使 してケイスマネ ジメ ン トを試験的 に実施 してみて一

定 の それ な りの成果 を上げ る ことが出来 たのであ るが,今 後 は生の情報 を使 って一定 の診

断 と処置 を考 えて い く方 向 に新 たな検 討 と試行 をすす めるわけで あるが,そ う した実践 の

積 み重ね を今後継続 してい くことが要求 されて くるで あろう。

2)総 じて,こ の行動 計画 には新 しい問題の視点 と して老人 の人権 の問題が ある。俗 にい

うエ イ ジズム(Ageism),老 人差別 や老人虐待か らの保護で あ る。

その提 案66に は高 齢者 のデ ータが政策,プ ログ ラム,評 価 に欠か せな い こと,提 案

67で は,老 後老人問題 の解 決の ため情報 のデ 一夕ベ・一ス化 を開発 すべ きこと,そ の69

にはデ ー タベースの開発 に伴 い情報 の収拾,処 理,分 析,方 法 などの研究 が奨励 され てい

ること,最 後 に老人 の問題 を検 討す るため性別,年 齢,所 得条件,日 常生活 の設備 ・健康

管理,セ ル フケアーの程度 など によ る分類 に基づいた新 しい 「老人 」の規定が必要だ とい

う指摘が だ されてい るが,既 に生活館 で試み られて きた方 法が いまま さに検討 され ようと

して きてい る。その意味で先駆 的 な試行 を して きた生活館 の今回のデ ータベース化の研究

と実践 にはおおきな研究成果 と して評価 されて いい と思 う。

3)既 研究や実践活動 との比較検討

表5--4～5-7は 日本生 命財団 の助成研 究(平 成2年 度)1件,「 在宅要援護老人 の

地域 ケア ー事業」(あ したかホ ーム長)2件,「 痴呆性老人 や寝 たき り老人が安心 して暮

らせ る町 づ くり」(サ ンビレ ッジ 新生苑施 設長)な どで あ るが,本 研究 との比較検討 で

いろいろ問題点が指摘出来ようと思うが,予 算の規模やスタッフの点で比較出来る対象で

はない。 これを断 りなが らそ こでの集 めた情報 の整理(デ ータベース)に っいて参考資料

と して上 げてお くに とどめる。
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表5-4(1)

リハ ビリを必要とするグループ

年月日

面接者

患 者 の 状 態

情報(主 観的 ・客観rl{D

問 題 点 働きかけ援助 結 果

今後の計画

62. 分類A型

U.29 一
一

医師と訪問 した. 木人のわがま われわれが木人を病院

医師から右手、右足の不 まのため、夫人 または特別養護老人ホー

自由さを克服するための リ は疲れはててい
ムに送迎する必要がある。

ハピリをするように強 く指 る状態 である。

示 した。

、、

医師の指示等

5.
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表5-4(2)

天理教等を信仰 しているグループ

年月日 患 者 の 状 態 問 題 点 働きかけ援助 結 果

面接者 憤 恨(三 ヒ観的 ・客観的) 今後の計画

62. 分類B型

12.5 轍
S7.8生

、

強度の リウマチ及び胃満 蛇 口『閂●

瘍があ る。 、85,わ が 同居

通院に送迎サービスを行 していて、 負担

な って い る 。 が過重である。

今まで問歌入院をくり返 そのため 、義

し有効であ った。 姉(姑 の娘)が

2年 前、夫を胃癌で失っ 名古屋から援助

てい る. に きている。

医師の指示等

6.

97



表5-4(3)

その他特殊の'相当のあるグループ

(家庭内に問題のあるグループ)

年 月 日. 患 者 の 状 態 問 題 点 働きかけ援助 結 果

面接者 情報(主 観的 ・客観的) 今後の計画

62. 分類c型

12.2 嶋
M41.2生

一一旦美崎高齢者福祉互助 期間を置いて本 現在、■■■

会に入会を申し出たが、長 人及び家族を説得 ●臓さんがいる

男の嫁に対する気兼ねか ら する 予定 であ る。 小屋に、家庭内

中1ヒを申 し出た人。 に問題のある人

ぴとのうち数人

の高齢者が集ま

ってい るが 、や

や減 り気味なの

で 、 グ ルー プ ・

ワー クを盛 り ヒ

げる方法を考え

てやる必要があ

る 。

医師の指示等

7.
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表5-4(4)

その他特殊の巾情のあるグループ

(河の北側グループ)

年月日 患 者 の 状 態 問 題 点 働きかけ援助 結 果

面接者 情報(主 観的 ・客観的) 今後の計画

62. 分類E型

12.1 一
M36.5生

分類D型一
M42.3生

U.30片 山ふ ささん よ り

加藤長作さん発病の知 らせ

があ ったの で、岡 田が』方問

した 。

夫人によれば 〃腰がぬけ

ている 〃との ことであ る。

家族、皇見戚 が集合中であっ

た 。

62.
、、

12.2 加藤 とえ 加藤艮作さん 今井医師の診断

の夫人とえさん 書を得て、老人ホ

長作さんは臥床中で面会 は62年6月 頃 か 一 ム 「ゆいの里」

で きなかった。夫人 とえさ ら両下肢の神経 の通所サー ビスを

んと面談 した。親類全員が 痛が強くなって 受けられるよう申

交 替で詰め て くれるのが一' 今月:医師の診療 語 中であ る。

番嬉 しいとの ことである。 を受 けている。

*12月5日 、永尾 キ ヨさん

よ り、加藤長作さんが成人

病センターに人院 したとの

知 らせ があ った。

医師の指示等

8.
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表5-5(1)

痴呆性老人の日常生活機能評価表

(DFDL)

氏 名 9皇 女
主 要 疾 病

生 年 月11 MTSイ1こ 月 「1歳

入居年月日 年 月 日 年 ヵ月 調査年月n

機能 レベル 0 1 2 3

入 浴 自力
可能

・湯 を出 しっぱな しにす る事がある

・簡11tな‖秀導で入浴できる

・石鹸 を使いす ぎる

・石鹸 を浴槽につける

・シャワー等の使い方が覚えられない

・シャンプー、リンスをよく間遠える

・いつ まで も洗 っている

・財布が気になり入浴で きない

・声を掛 ければ次の動作ができる

・入浴 を嫌が るが工夫次第で入る

・石鹸が付いたまま湯につかろうと

する
・いっまで も特定の所だけ洗 う

・いっまで も湯につかっている

衣類着脱 自力
可能

・)!1をか け れ ば で き る

・liii後を 間 違 え る

・人 の 履 物 と間 違 え る

・順序 を間遠える

・順に渡せば着 ることができる

・裏返 しで も平気

・片方に両足 を入れる

・ボタンが掛けちれない

・何枚 も重ね る

・同 じ物 しか薪ない

・昼間でも寝巻きで人前に出る

全 話

(コ ミュニ ケー シ ョン)

正常 ・都合の悪い～11は人のせ いにす る

・対応はで きるが伝言はできない

・答えちれない事 をごまかす

・全話が少な くなってきた

・その場限 りの応対

・電話で全話ができない

・人形に向かって話 し掛 ける

・挨拶程度は応答できるが他はつ じ

つまが合わない
・相手の言葉は理解できるが自分か

らは話さない ・
・極端 に言葉が少ない

記 憶(物 忘れ)

見 当識(人 、物)

正常 ・最近の耶 を忘」'しる
・大切な物をしまい忘れることがある

・都合の よい事だけ覚えている

・置 き忘れが多い

・タバコをやたら吸 う

・耐[後に忘れる

・繰 り返 し1司じ7狂を問う、R証す

・しまい忘れた物 を人のせいにす る

・しょっちゅう捜 し物 をしている

・火の始末を忘れ る

・頻回にナベ を掛け忘れる

・自分の居 る所がわからない

・昔の亦 しか覚えていない

・家族だけは見分 けられる

・ナースコールが使えない

食 事 正常 ・食べた事を忘れる時がある
・あわてた食べ方をする

・片寄った食べ方をする

・よくこぼす

・食器を洗わずに使 う

'

・食物を口から出 して捨て る

・食べてい るものが解 らない

・食事が来れば食べる

・古い物 でも平気で食べる

・夜Φで も鍋 を開け際限な く食べ る

・食べ る事 しか考えない

・人の物 まで食べ る

・箸が使えるのに手づ かみで食べ る

・ロー杯に詰め込む

・食11τ中に他の事に夢中になる

・残 りのお茶 を床にま く

排 泄 自力
可能

・トイレに行きたいときウロウロする

・時々失禁す る

・トイレの後手を洗わない

・紙を使わない、やたらに使い過ぎる
・使川後流さない

・トイレまで誘導が必要

・声 を掛けないと失禁(殆 ど失禁 を

含む)す る

・トイレ以外の場所で排泄する

(部屋のすみ、ごみ箱等)
・おむつを外す

不況行為 なし ・衣類等の汚れが気にな らない

・ゴミを周囲に捨 てる

・部屋を散らかし汚れが気にならない

・歯磨 き、洗顔を しない
・トイレをよ⇔1」す

・乎に付いた排1世物 を始末 しようと

して、周囲 を汚す
・汚れた下着等汚れ物 をしまい込む

・どこへで も唾 を吐 く

・おむつに手を入れ便にさわる

・排泄後の使用済みの紙をしまい込む

・便器の水 に手を入れ る

緋 徊 な し ・落ち著きな くウロウロする
・・屋内で歩 き回り

、遭い回る
・他人の履物、ス リッパのまま外 に

出る

・対応の仕方で止まる那があ る

・出てい くがコースが決 まっており

家に帰 りつ くことはで きる
・遠 くへ出た11寺は戻れない

・目に付いた 自転10で 何処へで も出

ていき戻れない.

・出てい く目的があるため説得に応

じず出ていく

1

攻撃的行為 な し ・怒 りっぽ くな る

、

・対応の仕方で静まる

・人をのの しる

・気に入らぬと乎が出た り物 を投げ

た りする
・唾 をかける ・声で脅す

その他の

問題行為

な し ・薬の飲み忘れ等管理がで きない

・物のrl、入 りを繰 り返す

・物 を片付けようとして散 らかす

・おつ りが解 ちない

・根気がな くなる

・だちしがな くなって きた

'rl土 性 がなくなって きた

・外か ら物 を拾い集め る

・お金、通帳 を何度 も点検す る
・布団 を敷きっぱな しにする

・金銭、私物は身内 も信川できない
・非常識な買物 をす る

・みだ りに物を配る

・人を離 さない

※盗 まれた、い しめられた と言った

り無い ものが見えたり聞こえた り

す る

・時 々パンツ等下肴を脱いで しまう

・手を叩いた り大声 を出 した りよく

する
・人の物を盗って くる

・自分の部屋から出ない
'↓夜中に電気をつけて家族を起 こす

※強い幻覚妄想のため怒鳴る、わめ

く、怯える
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(2)

学 歴 調 査i精 薄 』皐唖
不能者iそ の地
理ljli'()川i三‖血管疾患 イr無i長 谷川式鰍i

年 月 「1 身 体機 能 独歩 寝たきり(自 力移動不可)補 助器具使用

4 5 備 考 処 遇 状 況

・どんな工夫をしても入浴を拒否する ・入浴 その ものが解 らない 寝たきりは除 く

・シャツをはいたリ、ズボンをかぶる

・薪替えを頑 として拒む

・痴呆が進み何をするのか全 く解 ら

ない

寝たきりは手足が
動 くと仮定し判断
する

1

・一方的にしゃぺ り全話にならない

・話しかけに対 し言葉や表情の反応

が少ない
・鏡に向かって話 しかける

・夜中に一人喋 りや演説する

・問いかけに反応がない

・意味不明の発語がある

失ハli症は 観察で判

断する

・家族で も特定の人 しか解 らない

・面分の部用、 トイ レが解 ちない
・自分にとって損か得かだけは解 る

・自分 も含 め て 誰 も解 ら な い

・1:1分 の1,ii場所 に 無 関 心

・果物の皮や魚の骨 まで食べ る

・介助 しないと食べない

・食べ方(日 に侍ってい く119が 解

ちない
・食べる那を忘れる

・チ リ紙、何等食べ る物以外の物 を

食べる
・Uに ついた物 を拾 ってロにする

・誘導 して座 らせて もどうす るか解

らない
・トイレ誘導を拒む

・下着が下げられない

・痴呆が進み排泄感覚が全 くない 寝たきりで失禁な

しは機能 レベル0

・便を丸めた りして遊ぷ ・便 をt1に す る

・時
、天候を選ばずまたすぐ出ていく
・外に出たら戻れない

・歩 き方が解 らない

・倒れてもなお歩こうとする

・身の危険や周囲の状況に も関わら

ず倒れるまで歩 く
・信号、遮断機 を無視す る

寝たきりは除 く

・興奮すると手が付けられない ・無差別に危害 を加える

・性1白異常により相手に恐怖心 を抱

かせ る
・一日中同 じ動作を繰 り返 し自他に

被害がある
・シーツや衣類を裂 く、破 る

・目に付いた物を壊す

・昼夜逆転で夜騒 ぐ、人に迷惑をか

ける

※強い幻覚妄想に より、自傷他書の

恐れがある

・琉恥心が全 くない

※印は幻覚、妄想に関するもの

1
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表5-6

痴呆性老人介護者の介護力評価表

得点 氏名1調 査 年 月11

項 目 介護力のレベル 0 1 2 3 4

属

性

1 世帯人数(木 人も含む) 5人 以上 4人 3人 2人 1人

2 経済状態 余裕がある まあ出せる やや苦しし 非常に苦しい ζk活保菰

3
住宅の状況 専川童あり家族

も斜6が ある
那川童あリ京族
もまあまあ

専川宮ある力
族は困って鳥

家
る
専用室がない 専用室 もなく全

体が狭い

4 主な介護者の続柄 配 偶者(夫 ・妻} 娘 ・姉 妹 嫁 息 子 ・孫 その他()

5 主な介渡者の年齢 40～50歳 代 60歳 代 20～30歳 代 70歳 代 80歳 以上

6 主な介護者の職業 な し 農 業・rr繰 ・内職 パート() 毎日勤務 騙 不規則毎n勤 務

介

蹟

状

況

7 主な介績者の健康状態 健 」聴 病 弱 順鰍 備品`甜4し 疾病あり時々治療} 疾病あリ(定期治僚)

8 介腹者のn但 倍人以外のま頒掃の値1 な し 病弱者がし る 乳児がいる 寝たきり老人がいる 痴呆老人が ・る

9 介護の期間 1年 未満 1～3イ 陽 満 3～5年 未 満 5～10年 未満 10年以上

10 介護の頻度 lI」まk時間 程度 半n務 渡 1111`ほ と ん ど 夜川のみ 倣 を通してll川

11 家庭内での介護の協力分担 あ る 一 あるが不現川 ないが協力あり 協力も少ない 全くなし

12 介鰻の代替者 間居の家族 別居の家族 親 戚 ボランティア劉) な し

13 介綬の代評者数 4人 3人 2人 1人 な し

14 介護に要する費川 1万1 昧満 1～3万1ll未 満 3～5万 円未満 5～10刀 凹 未満 10万 川以上

15 介頂意識 坐さが ・で あ る 当然である 仕方がない 負担である 非常に川里である

16 老人 との人間関係 良 い 普 通 少 し悪し 悪 非常に瓢し

17 介煩者と家族との人n】関係 良 い 普 臥独居成人尊し 少し悪 悪 非常に恋も

18 介護者と親族との人ll閥 係 良 い 魯 `、 親 族 な し 少し悪 悪 非常に悪し

19

介腫の知識 十分にある 不 卜分であるが
知識を得ようと

している

不十分であ,知

識を得ようとし
ない

少 な ㌧ 全くない

20

老人への接 し方 老 人の ペ ー スに

合 わせ て い る

できるかぎり老

人のペースに合
わせている

不十分であるが
老人のペースに

合わせようとし
ている

全て介抱老のベ
ースで対応 して

いる

拒否的である

社
会
資源

21
家族会、介蔽教室等への参加 参加している 参加したことが

ある
参加したくても
できない

参加の意志なし m催 を知らない

22
保健福祉サービスの利川状況 よく利川してい

る

時々利川 してい

る

あまり利川して
いない

利川していない
が利川したい

サ ー ビス を知 ち

な い

評

価

23
地域社会での受けjl:め よく理解されて

いる
まずまず理解さ

れている

普 通
.

.

時に非難される よく非難される

24
生活上困っていること な し 1

()

2

()

3

()

4
()

25

在宅での介護の総合評価 今のままで続け
られる

家族の援助があ
れば続けられる

外からの援助が
あれば続けられ
る

限界であるが も

う少 しなら続け
られる

限界である

《今 まで に活 用 した こ との あ る人的 資源>

1.若 竣 職2.家 庭 奉{1:貝3.ボ ラ ン テ ィア4.隣 人5.布1賃 サー ビス6.シ ル バ ー ビ ジ ネ ス

7.介 護 教 室8.そ の 他()

〈今 まで に活 用 した こ との あ る祉 全的 資 源>

1.シ ョー ト ・ス テ イ2.デ イ ケ ア3.入 浴 サ ー ビス4.給 食 サ ー ビ ス5.機 能訓 練

6.老 人福 祉 セ ン ター 7.そ の 他( 》
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表5-7

一
〇
c。

[= 在 宅 老 人 ケ ア票 整理番号

氏 名 生年

月日
年

令

性
別
男

女

校

区
住所

連絡先

電 話

類 型
痴 呆 度 ねた き り 虚 弱 一 人 暮 し 高 齢 世 帯

既

往

症

主 治 医
陸 中 重

住居の

状 況

自 信 アパー ト 公営 そ の 他

家 京 住宅()

年

寄

り

と

介

護

の

状

態

'

日 常

動 作

歩 、行

サ

|

ビ

ス

判

定

内

容

サ ー ビ ス の 内 容 既 サ 必 要 度 実 施 サ ー ビ ス供 給看

排 泄 1保 健 婦派遣 、ね た き り ・虚弱

食 事 2〃 痴呆 性

入 浴 3入 浴 サ ー ビス

著 脱 衣 4在 宅 リハ ビリ

小 計 5介 護 ホ ー ム

医 療

リハビリ

病 態 6デ イ ・サ ー ビ ス

医学的管理 7シ ョー ト ・ス テ イ

リ ハ ビ リ 8生 活指 導 ホ ーム

小 計 9緊 急電話

精 神

状 況

もの 忘 れ 10在 宅 ケ ア ー.

失 見 当 11ホ ー ム入所

異 常 行 動 12栄 登士派遣

小 計 13ホ ー ムヘ ルパ ー派遣

介護者

状 況

介 護 者

介 摂 状 況

健 康
小 計

担当者の裁量点
,

偶 査

変更日

1 2 3 4 516 7

年 月 日 年 月a 年 月 日 年 月8 年 月 司 年 月 日 年 月8

点 敦

合 計 サ ー ビ

ス内容

介
護
者
●

家
族

主介 護 者 氏 名 年 齢 続柄 住 所 同居 同 ・ 別'

世帯 構 成 配偶者 有 ・ 無 子供夫婦 完 ・不 ・別 孫 有 ・無 ()人 年齢
、

緊急連絡先 氏 名 年 齢 ・ 続柄 住 所 電話



5.3デ ータベースのネ ッ トワー ク化

今 回,シ ルバーデ ータベー ス,「 生活 記録(個 人 カルテ)」 のデ ータベース化 を守山市

美 崎地 区周辺 の美崎生活館 に関 わ りの あ る高齢者 を対象 に実 施 した。現在,デ ータ量 は充

分 で あるとはいえず,こ れか らの蓄積 が期待 され る。

本 データベースの特徴 は永年 の足 でかせ いだ,い わゆ る 「草の根情報 」 とさえいえ る高

齢 者や その家族 との信頼関係 に立つ コ ミュニケー ションの中か ら得 られた貴重な情報,デ

ー タをペース に しいている ことで ある。 これ等のデ ータ は時 には個人 のプ ライバ シー に関

わ るために,一 般 にオープ ンに したが らな い情報で あるため入手 もむずか しい。

この様 な観点か ら考え る時,現 在,県 や市で も高齢者のデ ータベース化の構想 を持 って

いるが,ど の様 に して情報 を入手 して い くか という問題が まず存在 す ると考 え られ る。

県 や市 では既 に所有 してい る情報 や民 生委員,派 遣す る訪問看 護婦,ホ ームヘ ルパー等

によ る情報,調 査表 による記入 に よ りデ ータの入手が可能 と思 われ るが,高 齢者が実際 に

ど こまでの情報 を提供す るか とい う問題 が派生 して くる ことが予想 され る。

一 方
,美 崎生活館が入手可能 であ った情報 とい う観点か らみ ると,次 の様 な項 目が上げ

られ る。

(1)介 護者の氏 名 ・状況

(2)高 齢者の 日常動作 の分類

(3)暮 らしの状況,現 在 どの様 な問題 が あるのか

(4)人 間関係

(5)訪 問者

(6)現 在の健康状態

(7)精 神状態

(8)主 治医,医 療,リ ハ ビ リの状 況

(9)希 望 したい介護者

(10)一 人暮 らしにな った原因

(11)住 居の状況

又,逆 に美崎生活館のみで は入手 しに くい情報 という面か らみて い くと.

(1)年 金受給状況

(2)い ざ とい う時 に連絡が必要 な,別 居中 の家族 の正確 な氏名,住 所,年 齢,勤 務先

(3)同 居家族 の正確 な氏名,年 齢,勤 務先

(4)現 在の住居 にいつか ら,ど こか らや って きたのか,又,い っ,ど こへ引越 したのか

(5)医 療情報,生 活館 で受診 した人 のデ ータはあるが,受 診 して いない人 のデ ータが な

いことや,生 活館 の医療 は診察 のみの医療行為 に限定 されて いる ことか ら くる情報

の不足

等が あ る。

この様 な ことか ら美崎生活館 のデ ー タベースを完成 す るためには市 の協力が必要で あ る。
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特 に,医 療情報の場 合,老 人保 険法に よる健康 診断 のデ ータを利用 させ て もらえ る様 にな

ればデ ータももっ と完成 した もの にな ることが予想 され る。

将来 は,美 崎生活 館のデータベースをモデ ル として美崎生活館 の様 な情報 セ ンターが各

地域 に設置 され,市 のホス トコ ンビュー一夕に連携 され た,い わ ゆる,LAN(Local

AreaNetwork)に して,ど この地域か らで も利用出来 る形 に して い くことが

必要で ある(図5-3)。

そ して,各 地域 の情報セ ンタ ーはデ ータをス トックす ると共 にケイスマネ ジメ ン トを徹

底 して行 ない,迅 速 に対応 し,市 や県 も早期 に対応す るとい う機能 を高 めてい くことが必

要で ある。 この時,高 齢者 の氏名 は住民票の コー ドに統一す るとい う問題 も生 じて くるこ

とが予想 され る。

図5-3 ネ ッ トワー ク(LAN)説 明図

地域 情報

セ ンター

B

地域情報

センター

地域情報

センター

A

市 ・ホ ス トコ ン ピュ ー タ

n
」 一 一

團

C

ネ ッ ト ワ ー ク

美崎生活館

情報セ ンター 地域情報

セ ンター

D

地域情報

センター

E
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現在 の美崎生活館のデータベースはパ ソコ ンの ワープ ロ機能 を使用 して記録 して いるが,

パソコ ンの記憶機能 を使用 して,更 に検 索出来 る形 に してい くことが必要で ある。

又,現 在の もので は過去の記録が残 せ ないので,更 に機能の ア ップが必要で ある。

次 に高齢者の生活 に必 要な情報 とい う観点か らみて い く時,非 常 に多 くの情報か ら成 り

立 ってい ることがわか る。

例 として,現 在滋賀県ですすめ られて い る 「明 るい長寿社会の理 想郷」 をめざ した 「レ

イカデ ィア10ケ 年プ ラン」の施策休 系表(表5--5)を 挙げ ると,福 祉,経 済生活.社

会生活,学 習,住 まい,サ ー ビス,ケ ア ー システム,就 業等 とな り,非 常 に多面的 な情報

が必要であるこ とがわか る。又,こ の中の ケアー システムを例 にとって みて も,図5-4

の様 にな り,学 習 システムの例 は図.5-5,又,生 きがいづ くりの例で示す と図5-6の

様 にな る。情報 の量 もばかでかい量 とな る。

又現在,医 療 と福祉,保 健の連携 とい う ことが いわれてい る。

この様 なことを総合 して考 え る時,情 報 セ ンターが県 あるいは市の レベルで必要 になる。

その機能 として は図5-7の 様 にな る。美 崎生活館 もこの情報セ ンターとっ なが って いる

ことが必要で ある。

この情報セ ンターで は,情 報 は光 フ ァイルに入れ た り,コ ンピュータを使 って検索出来

る様 になってお り,又,大 学,図 書館 ともっなが り,商 用デ ータベース も使用出来,調 査

部門,研 究部門 も持 ってい る。FAXや 電話 で対応で き る様 になって いる。

一方
,美 崎生 活館 や地域 の情報 セ ンターか らもアクセス出来,そ れ等の所 も情報 の イン

プ ッ ト,提 供に協力 してい く。

美崎生 活館 自身 も過去 に蓄積 した問合 せのデ ータ等 を中心 にコンピュータに入力 し,い

わゆ る,AI(人 工知能)の 様 な機能 を蓄 積 して い く。更 に,介 護情報や商品情報 を蓄積

して い く。そ して,い つで も答 え られ る様 にす る。 それ には有料 として会費 をとる。応答

は電話で もよいが,FAXで もよい。将来 はTV電 話 も発達す るので,顔 もみ なが ら話す

ことも出来 る。 パソコ ン通信 で もよい(表5-6参 照)。

これ等の情報づ くりには,人,金 を要 す るので,ど こが支援す るか という問題が あ る。

又,デ ータ も出来 るだけみやす く,カ ラーを使 ったビ ジュアルな ものの方が よ く,デ ィ

スプ レーの画面の工夫 も必要で ある。 しか し,パ ックデ ータと して は充分 にイ ンプ ッ トし

て お くことが必要で ある。プ リン トの場合,宇 もおお き く,み やす くす ることが必要 であ

る。

最近,医 療情報の ソフ トも売 りだ されて い るが,こ れ等の利用 を考え ることも必 要で あ

る。将来 は高齢者 という枠 を拡げて,出 来 るだけ若 い時期か らの健康デ ータを と り,早 期

か ら時系 列的 に健康のデー タを追跡 して い くとい うことも必要 であ る。

又,プ ライバ シーをいか に して守 るか とい う問題 が おお き く残 って お り,今 後の検 討課

題 とな ってい る。
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表5.一 一5

レイカディア10か 年プラン施策の体系表

健やかな高度福}止社会の
実現のために

悟屹 の土壌づくり一 －E麗1蒜:舞
。

}上金サービスの根問 健康管理の充実

在宅サービスの充実

稿祉 ・保健 ・医療サービスの総合化

社会サービスの基盤亮傭 健康づくりのための施設整備

要接頭老人のための施設蔓荊

医療機能等の強化

専門的人材の養成 ・確保

民間サービスの確立

経済生活の安定と自立化
のために 多様な就労システムの硫立

生涯生「舌股肝の醜立

地域経済の活性化

雇用延長の促進

再就職の促退

職藁能力の開発向上

適職の開発と蛉ばの拡大

安定した高齢期の所iPr保隙

活力ある地域づくり

高齢者の役割向上と地域の板輿

シルバー産業の振興

豊かな人間性と知恵が生き
る社会の実現のために

共に生きる住みよい地域
社会づくりのために

社会参⌒ ～[霊 ㌶
の促進

鋸 習の促進～[蕊 ㌘ の促1堕

ゆとりある⌒ ト ー一 一[漂1;:竺

。。、zmeiの振興

　 る多　 　 一 一[撒;:㌶

安全で快適なまちづくり 道路・交通環境の整備

防犯・防災対策の強化

うるおいとやすらぎの場づくり

高齢社会のシステムづくり 新しいまちづくりの推進

県民意識の高揚

胴査研究休制の整備

出典 レイカデ ィア10か 年 プ ラ ン(滋 賀 県)
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一
〇
c。

ホ ス ピ ス

県

サービス総合調整会議
各種サービス関係機関等の調整
サービス総合調整推進のための企画 ・立案
関係機関に対する指導 ・助言
入所判定審査会

病 院

老人保健施設

(姦綴 サービス)
入

通 所

診 療 所

通

人

院

訪

院

所

問

談

言

相

助

＼

、_」 」ら

高 齢

〆

、

者

ケア付住宅 =自 宅

/∫
　

高齢者総合相談セ ンター

(シルバー110番)

ぼけ相談てれほんサー ビス

`

福
祉
事
務
所

保

健

所

地域福祉推進協議会

馨聴 星縫 方針∋

相 談

往 診　
通 院

特別養護老人ホーム

デイサーピス
ショー トステイ
ミドルステイ

市町村保健センター

老人福祉センター

デイサービス
托 老
訪問指導

通

所
入 訪 問

所

所

問

通

訪

サー ビス提供

緊 急

訪

●

市

緊
急
通
報

ー

町

村

サービス調整委員会

ニーズの把握
ケース検討、具体的処遇方策の確立
サービス提供機関への要縞

材 依派

遣 頼

サ

問

(24時 間体 制)

要

請

ビ
ズ

ボランティァ活動

地 区 別 担 当 者

提供
サー ビス人材パンク、ホームケアサー ビス公社

(人材派遣 ・サー ビス提供)

緊 急 通 報 連 絡

図5-4ケ ア シス テ ム

出 典 レイ カ デ ィ ア10か 年 プ ラ ン 〈滋 賀 県)



大学 ・高持 学校 の開 放購 座
(コ ミュニテ ィ ・カ レ ッジ)
老人大 学 校

霞灘蒜需}柵 ロ

生 涯 学 習 セ ン タ ー

(爪 ・広 域 レベル1

学
習
に
関
す
る

専
門
的
肋
欝

・
佃
鎖

学

習

・
文
化

・
ス
ポ
ー

ツ

情

相

の
取
的
∵

提
供

地域学習
センター

[公民館など⊃
(市町村レベル)

地

域

に
お

O
る
学

習

情

報

・
W

料

の
収
集

・
保
管

・
提
供

-o
磯

貝
に
よ

る

明

君

・
-o
妓

ユ

」一

弓

.

特館物

一
路

博

タ
宵

.

ン
休

館

一
セ

・宵

タ

ー
ル
図

ン

や

一

・

セ
チ

ホ
館

人

ル
兵
術

般
婦
力

公
萸

施
ー

県'市町;雛 裏瀦}情 報 公開状座

リー ダパ ンク

図5-5学 習 シス テ ム

技術1旨沸

騰師派iR

い きい き農林水産シルバー情報センター

果樹 ・花き ・野菜特の栽培 、シイタケ特の狩川林産
物.魚 釣 り、森林施業、木工品づ くり、家畜飼飛、

～口物 ・鮒ず し特の食品加工 ・料理ほか
(営農大学校、スクール農圃、老人大学校ほか)

農村文化 ・食文化特の集大成と保存

賃農圃の斡旋

指導者の紹介

い きがい農|{田

貸磯回として提供

場
合
市
肝
空
晶

－

W

、会
ア

、祭
大
ツ

市
優
人
験

側
板
冬
休

生産物の

消費者への

紹介

きねづか農圃

イ丁擁1農 業 、 カII工1㌃1づく り

ミニ4青 花 δ7`づく り

花 づ く り、 苗 木 づ く り

図5-6い きい き農 林水 産 シルバ ー情報

出 典 レイ カデ ィア10か 年 プ ラ ン(滋 賀県)
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図5-7シ ル バ ー ・デ ー タベ ー ス ・ネ ッ トワ ー ク

地域情報
セ ン ター

FAX

電 話

TV電 話
パソコン通情

美崎

生活館

ス
.

一

報

ぺ

情

タ

活

一

生

デ

ン

プ

曾

ル

ト

シ

唐

臼

へ

妙

味

ン

W

7

佳

品

機

療

康

ム

政

融

険

ペ

ァ

胴

腹

一

就

趣

イ

紋

フ

衣

食

介

医

健

ホ

行

金

保

県・市立図書館

行政機関

スーペタ

用

一

商

デ

袖 幅社
協識会
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表5-6

例1.家 で急に80才 の高 齢者が たおれ,右 半身が動か な くな ったが,ど の様 に対処 した

らいいのか?

出来 るだけ動 か さない様 に静か に寝かせて,医 者 に連絡 す る。

例2.失 禁す る様 にな ったが,ど の様 に させ た らいいのか。

外 出す る時 は,オ ムッを使用 す る方が よいが,家 にいる時 は出来 るだ け,は ず して

自分で トイレにい く様 に習慣づける。

オムッと して は,サ イズ ___の 吸水性ポ リマーを使用 した製品で,...__タ イプ

の ものが よろ しい。

製品例 として は,花 王の 購入先

ユニチ・一ムの:::::::::購 入先

があ ります。

例3.老 齢年金 を受 けたいが,ど の様な手続 きを した らいいので しょうか。
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結 び

今 回 「シルバ ーデ ータベ ース 」の 調査 に と りか か り,「 生 活 記 録(個 人 カ ル テ)」 をパ

ソ コ ンの ワ ープ ロ機 能 を利 用 して,過 去 の 蓄積 デ ータ を基 に作 成 し た 。そ れ 等 の プ ロセス

等 か らみ た反 省点 と今後 の 計 画,調 査結 果 を 中心 に 記 す(表6-1)。

1.わ が 国の シルバ ーデ ータベ ース の 現 状

種 々 と調査 した が,各 所 で現 在 ま だ構 築 中で あ り,こ れ か ら とい う 状 況 に あ る 。

現 在 の 所,機 関 ご と に別 々に され て お り,医 療 と福 祉 の デ ータ も 分 散 して い るの が実 情

で あ る。

将 来 は これ等 の 機 関 と美 崎 生 活 館,大 学 等 とネ ッ トワ ー ク をっ く り,リ ン クさ せて い く

こ とが 必 要 で あ る。 又,ア ウ トフ'ッ トした 時 に,ユ ーザ ーの 理 解 しや すい 形 に な って い る

こ とも必 要 で あ る 。

2.今 回 の 「シルバ ーデ ータ ベ ース 」の 作 成 に っい て

過 去 の 情報 の 整理 と簡 単 に は い うが,分 散 して い る情 報 を 集 め る こ と,又,そ れ 等 の整

合 性 を とる こ と,月 日の 人 に よる 記入 ミス,何 人 かの 人 の 作 業 の た め の 文 字 の読 み に くさ

,記 入 され ず頭 にの み入 って い る 情 報 を 引 き だす とい う こ とや,記 載 して い る 内容 と頭 の

申 に入 って い る情 報 とが くい 違 って い る た め に,情 報の 整 理 にお も わ ぬ 労 力 が かか り,大

変 な作 業 とな った 。そ の意 味 か ら も記 録 の 必 要性 を 痛感 した 。 又,こ の記 録 をワ ープ ロ に

入 力 して い く作 業 に も手 間 ど り,こ の 作 業 が 今 回の 調査 の 律速 段 階 とな った 。

しか し,草 の 根 情報 を デ ータベ ース 化 した こ とは おお い に意 義 が あ った とい え る。

3.今 後 の計 画

今 後 の計 画 と して は今 回 の 様 に情 報 の 収 集 を継続 す る こ とは も ちろ ん で あ るが,さ らに

一 歩 す す んで ,収 集 した 情 報 を実 際 に利 用 す る,す なわ ちケ イ ス カ ン フ ァ レンス に 利用 し

て い く こ とを考 え てい る 。

発 生 して くる情報 をも とに 医 療,福 祉 の専 門 家 が あっ ま って,特 定 の 高 齢 者 につ い て議

論 し,次 に ど の様 な処 置 を と って い くの が よい か を時 々に 判 断 して い く材 料 に利 用 して い

くこ と を実行 して い く。 そ して,そ の結 果 か ら実 際の ア クシ ョン に結 び つ けて い くこ とを

行 な って い く。 この よ う な こ とを 実 行 す る こ とに よ りデ ー タベ ース をっ く る こ との 有 効性

を も さ ぐる と ともに,同 時 に,デ ータベ ース の 利 用 か らみ た問 題 点 を明 確 に して,デ ータ

ベ ース の 改 良 に もつ な げて い き たい と思 って い る。

そ の た め にも,今 後 も援 助 を お願 い した い と思 って い る 。

そ の後 には,パ ソ コ ンの 機能 を利 用 して 検 索可 能 に す る こ とを考 え て い き たい 。 こ の場

合 も,比 較 的容 量 を と らな い 形 に して い きたい と考 えて い る。

又 、市 や 県 とも連携 し,イ ンプ ッ ト情 報 を増 や し,内 容 的 に も更 に 向上 させ て い きた い

と思 って い る。
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又,そ の 後 に は 「生 活 情 報 デ ータベ ース 」

入 力 す る こ とを 考 えて い き たい 。

(図3-1)に 取 組 み,さ らに広 範 な情 報 を

表6-1 詳 細

現 状 問 題 点 今 後 の 課 題

シ ル バ ー ・デ ー タ ベ ー ス

わ が 国 の 開 発

名古屋・中浦等で開発 されて

いるが、これか らという

状況

●医療と福祉情†艮が別々で

ある

●ケースマネジメントが出来

てい ない

●医療、禍祉、保健、生活 を

続一化 した統 合化データ

ベースの開発の必要性

●ケースマネジメン トの実施

●ユーザーの見やすいもの

今 回の調 査

情 報・医 療・福祉

記入で きる情報と記入出来

ない情報がある

情報量が少ない(会員)

●記入出来ない情報がある ●市との連携が必要である

ソ フ.ト ウ ェ ァ パソコンのワープロ機能

の利用

●情報の記録が不十分である

●スペースに限度がある

●パ ソコン機能の利用

●見やすいものにする

ネ ッ トワ ー ク 足 で か せ ぐネ ッ トワ ー ク ●不十分である ●市 ・県 と の ネ ッ トワ ー ク 化 が

必 要 で あ る

メイ ンテ ナ ンス 人手がかかる ●人手がかかる ■軽量化
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資 料1-1(1)

ロ 研究テーマ 高令化社 会 にお け る福祉(人 的)サ ー ビスの

再 配分 シス テ ムの 研 究

'一 新 しい地域メディア:レ ジデンタル ・セツル メン トの こころみ 一

山 口 僧 治

0研 究 プ ロ ジ ク トの経 過

今 日の福祉は これまでの福祉ケ アの体系を改め、地域ケアへの移行を特徴とす るに至 ったこ

と.さ らに、現代医学と医療 も治療→ 予防 → 保健とい うパ ター ンか ら新しい リハピ リテイ シ

ロンと,いう課題に変更 されっつある.従 来の医学は、マハ トロスと称 する"処 置なし"っ ま り

不治永患 を生み出してしまったし、他方稿祉領域で も、人間関係の病理 的現象=マ ー ジナルマ

ン症候群 と派生す るに至った。そ こで 我々福祉 プロパーは障害者(老 人 を含める)と の連帯 と

共存を可能ICす る システムが 「福祉の医療」の最優先順位の高い問題であ ることは誰 も疑 う者

は あるまい⇔

これ まで、ここ湖南 ・湖西アリアはM・Y、S・Oら の有志 グ't・一 プによ り 「福祉圏構 想」 と

その現実化をめ ざして先駆的なパイ ロプトが実施 されて きた.さ らには、昭和52年 よ り厚生

科学研究室及び民間基金によ り、数大学腐合の人工長命時代の生 きの こ りとして共存 システム

いわゆるデイ ・往 き之タ=化 、 さらにはその担い手 として福祉活動に意欲を もつポ ジデ ィプ

老人を育成 し、小 さな地域づ くりの実現 をめ ぐって、守山市吉身 ・、速野面学区における実験的

設営を試行 して きた。 この プロヂエ ク トは工業化 社会のプライマ リ;ヘ ルスケ アとしての家族

の縮少化 と核家族化に伴 ない、家族機能の著 しい変化をもたらした。 つま り共存の意味 もペル

シ ▼ヘルが主張した如 く 「共存が可能なの は、迷惑をかけない」かけ られないと きのみ可能で

あって、人工長命化に伴 っておこす10人IC1人 の 割合の病弱老人、さらにはその3人 の1人

は痴呆(ボ ケ)老 人 ちのケア資源が余 りに も負担が大 きく、重荷 とな りつつある。い きよい老

コ

人を拒否する風潮が新しい家の問題 として治顕 しつつあることは実に うれいべ きことであ る。

従 って、また この傾向は容易に施設への入所にア クセレレイ トして社会の負担 も大 きく尾っで

くる。そこで病弱老人の家族的 ケアの爾 荷を取 り除 き、他方、社会的負担の 度合が軽減で きる

ような"と もに生 きる"共 存の システムを開発せねばならない。我 々は、 この人間的サー ビス

の再配分 をめぐって従来の隣組(ermllcommuoitア)の 再ta織IC努 め る一方 、施行 と家庭
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資 料1-1(2)

の中間に1つ の メディアを置 き、干渉地帯 を設ける、いわば社会復帰のためのサー ビスを提供

する。福祉の消 費型 センター化 とその建設 に期待 され るところ大 となって きてい る。

その モデル として19世 紀 英国の博愛主 義者 らが開花 さした 「大学 セツルメント」を湖南

湖西の福祉 エリアtc導 入 しよ うとするものである。 まさに県のすす める"文 化に屋根"を つけ

ら

る具体策であ り、かっ101パ ー セン ト運動を余す ところ発揮で きる生活の場づ くりとなるの

である。老人といえ ども生 きてい る限 り人間性 を最大に大 事にされ る社会を目標 とす る研究で

あ る。

0福 祉 メ デ イ ァ と し て の セ ツ)レ メ ン ト(settlement)

この 仮説は、守 山(や るやまび と)住 民の深層 エ ネルギーの活性 と再認識 と統合化tcあ る。

ロ ロ コ コ コ

1)住 民の潜在化 している野洲川の しに よる高波の恐 怖である。別にこの恐怖は独特の地

緑 と地域連帯と互助の精神をつらかい、さ らには援助の結集力 を助成 させて きた。

2)二 点 目は、 もるやまびとの民 家のエネルギーは、 きそこ・合 う対抗意識へ と結唱化 させてい

る。むしろこれは ムラの逆機能 として作用して きたので はな く、ムラ相互の均衡に作用 して

きた歴史的現実 をふん まえ、これをポ ジティブに開発 する ものである。

3)滋 賀県人の もっ人間に対する独特の プロテス トm神 の 深層化 の

等 々に目をとめ、新しい嵩令化 社会と人工長命時代の"弱 って も死ねない"高 波(矛 盾)に

ついて意識化 させよ うとするものである。以上挙げたよ うな民衆の深層にある緊張ごそ"と も

に生 きる"守 山人の生 き残 る源動力である と考えたか らであ る。

ロ 研 究 計 画

1..1外 国 で開花した博愛主義の ソシアル ・アクシ'ン(セ ツルメン ト運動)が 真宗 を土壌 とす

る湖南 ・湖 西に どう定着するか基礎調査 をす る。全県 もしくは他府県に も根づい た草の根運

動とそれを受け入れた文化許容 を踏査 したい。

2:上 記 の研究を守山遠野学区転中美崎 地区を中心に、セ ツルメン ト事業の ケル ンをつ くる実

験的事業(パ イロヲ トリフーチ)を 開始 しよ うとす るものであ る。

3.概 存 の作 業施設(老 人大学の一一ra事業 責任者 岡田繁雄 守 山美崎)を 中心に活動を開

始す る。

d.老 人 福祉センター(も しくは老人い こいの家)に セツル メン トを並列可能か否かを検証す

る。
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資 料1-1(3)

ロ 生 活 の 場 づ く り=セ ツ ル メ ン ト

。 レヂデン トらの共同生活 を通じて相互理解 と互助を実現する小 さな コ ミュニテ ィづ くりで

あ る。

。 これは きび しく生 きるための主段で老人に機会 を画一1ζ与え、また福祉サー ビスを拡充 し

て、と もに生 き残れる共存の システムを開発する ものである。 尚、所得の 再配分は もらうん

の こと、人間的 サー ビスの再配分 を強調 し、その担いあえるシステムづ くりである。人的資

源の整備であ る。

。 セツルメン トの館(宿 泊施設)に 宿泊して社会参加する。

。 館の事業は教育 と就労三治療 と リハ ピリティシ百ン、社交 とい こいの場 づく りであ る.
'

戸 、
.

。Cの セ ツルメン トほ、地域にお ける健常者と身心あるいt8社 会 的にハ ンデ ィキξブプを も

っ人々と、と もに生 きちところで、実際的な社会教育の場である。

。 レヂデントらのと もに生 きる精神と人雁0性の尊厳性とをペースIC共 同 を可能にする原理 を

追求す る場である。

。 第1め 教育と就労の場づ くりは、(小中高校生 らの"ゆ と りある授業"と もタイア プブして

実際的な高金者 とともに生 きる¶生 きた社会教育の場にす る。 さ らには,青少年、中壮年各層 ..

の 高金化 社会に立 ち向 う再教育の場を提供 し、それに備 えることをともに学習する場である。

とくtζ定年前の プリ・リタイー アメン ト、エデケイシ習ンのプoグ ラムを提供 して研修の 機

会をつ くるもの である.ま た家庭主婦を対象に家庭看護の実際を学習するセンター とする。

当然 高令者 自らもその能力を測定し、あ らゆる プログラムに参加 して健康権持につ とめ、

学習 した内容を積極的に社会参加を通 じて役立たせる訓練を受 りることが出来 る。可能な限

り能力に応 じた就労の機会を提供する。たとえば、ふす ま張 りなどの 授産か ら園芸 ・農園 等

々の労働に参加 する。

。 第2め 場 づ くり 治療と リハ ビリプィシ・ン廓 大原則として`'福 祉 の医療"を 目標にす

る もので、すで に存在する医療施設(成 人病 センター守山病院、せいし学園)等 々と並列 に

社会的 リハ ビリを重視する福祉施設 を家庭との中間ばメディアとして家 庭的なふん囲気のす

る場 をっ くる ことであ る。

・ 第3は 、52iわ りの場つ くpで ある。これは人間に欠かせない。 ことばに よる交際学習や作

.棄等 々で多 くの人 々IC関 心 を もら、積極的に人間関係の ネク トワー クを広めよ うとする もの

であ る。

以上3つ の場づ くりを通 じて、 もっと も高令化社会でおそろしい孤立化 とい う病理(周 辺人
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資*41-1(4)

的症候群)を 治療す ることをね らいとした ものである。

付:⑱ セ ツ ル メン ト

1.レ ヂ デ ン ト即 ら 入 植 者 を も っ て 構 成 きせ る.

シ

2.レ ヂ デン トは次に挙げる3種 か らなるo

イ,館 長以下 セツルメン ト事業 の担い手('有 給 ワー カー)プ ランナー、事務員

ロ 館に宿泊 し、セツル メン ト事案に 自主的に参加する ポランテア

八 開の主旨に賛同す る入居者.(老 人の単身世帯者) ..

3.上 記3寵 の レヂデン トらの共同生活の場であ る.

4.こ の 共同体は、セツル メン トアイデ1ア(noton1アtbemoneアbuto18q

fr・iend)に よる レヂデン トら相互の自立を助け、助けあ うもの 、さ らlcne祉 の 消費(カ

ンスマリズム)を 実現 しようとい うものである。

5.入 植 したレヂデン ト(老 人単身世帯者)は 館が提供する福祉サー ビスを得 ることがで き

るが、同時にgiveAndtsk㊨ に より、他の福祉サー ビスを必要とする者への人間的サ

ー ビスの媒体 としての提 供者 となる。たとえば友愛訪問 や給食サー ビスのボスンティアと

して参加す る。

6..大 学人の地域参加 を可ab;Cす るRU題 解 決過程の1法 で ある.

7・ 蝉 の場づ く りを実現化する プラニングである・・

8・ 「機会」の画一ζ リパイバ・V.ef、f...ト に 諸活動が運用 され㍍

・Oセ ツルメン ト館

Oセ ツルメン ト組織

1.館 長 以下スタッフ 〔4～5人 〕(指 導員、 ソー シvル ワーカー、OI、PT、

ST、 舗 師 らの専門家 を別に備 える)

2.'レ ヂ デン ト(1)〔 若 ・干 〕(学 生、L般 社会人で セツルメン ド事業に関

心を もち、熱心 に福祉 を推進する者)

3.レ ヂ デン ト(2}〔3～40人 〕(単 身老人で独立 して生計を立て られる健康

な老人)

4.そ の 他 ボランテ ィア'

5.セ ツル メント運営は別に専門委員会 を設ける。

一4一
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資*41-1(5)

oセ ツ ルメン ト

地域住民の 福祉ニーズにこたえるために以 下の事業 をお こな う6

健康 づ くり、相談事案(医 療、福祉、人事、就労、その他)、 学習事案、文化 レヂ ャ

ー?
,ス ポーツ事業、給食(内 ・外)事 案、院内教 育並びに研 修事業(プ リリター アー

メン ト、エデケイ シ西ン等)、 能力測定、 エイジコンサーン、HR・ 農 園$藁 、授産

事案、障 害者家族への宿泊研修、 ライブラリ←、介助具事業 .

ヘ セツルメン トの利用は原則 を福祉ナ ショナ リズム(無 料化)を 立て まえ とし実施する。

各単位老人 クラブの 団体利用、一般老人の利用、その 他一般

一5一
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－
N
O

ー

O

l

口 日 程(利 用時間割)

教室

曜日

午 前(10時 ～12時) 午 後(1時30分 ～3時30分)

A

授 産 活 動

レクチ ∨・ル ーム ホール(展 示会)

・.'

(学 習 ・作菜)

目 A
クラブ

B

C

火 A

B

C

》

利用:1日2老 人 クラブの会員 をセ ・館 を利用 して もらう(人.午 前 学 習、午後 自由).(B.午 前 自由、午後 学習)、 兵舎時間を

用いて姫 交流をはか る・ ・クチ ・・」V-一ムで繭2回(午 前 ・響1回 つ つ)・ 文ほ 庭 オー プンす る・

メディア として映 画.テ レビ.ビ デオ ・テー プライプラ リナ等々による 集団的 ・個別的学習

テキス ト(展 示物や レクチ,一 にはテキス トを配布 しワー クシ・ププ学習す る○

±

一

-

戸

(

O

)



ロ セツル メン ト館

一
己

1

∨
1

レヂ デ ン ト ・ルー ム

老 人 シ ェ ル タ ー ハ ウ ス

(一 時 収 容).

10ベ プ ト

宿 泊

研 修 書 室

セ シ ナー ル ー ム

ワー ク シ 冒7プ

オ^

フ相
イ談

ス富=

事
事

務

室

研 ホ

修1

会 ル

場

え

了ll

∫
ビ

リ

1

食

堂

作休1

レデ や一案養

スポー ツ

所室 体 操

正

授 産

侮三 棄

皿

園 芸

農 園

一 ・(欝 老人 学生(保 健学校、滋賀大に学ぶ学校) 一般 社会人 ボランティアー その他研修者 ±

一

戸

(

ぺ

)
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57
年

4
日

か
ら
友

愛
訪

問

と

し
て
第

2
土

　

昭

は
守
由

市

原
～同

院

の
松
罵原
先

生

、

第

4
土

刷

"

は
私

が

迎
崎

生
活

面

の
方

へ
行

っ
て
鶴

頭
川

波

を
受

O

て

A

た
わ
O

で

す
。
ご

承

知

ロ

の
方

`

あ

る
と

回
心
い
良

†

69
れ

ど
健

康
畑

鮫

と

い

い
ま

す

の

は
、
W

さ

ん
が
聞

き

た

く
て

`
聞

O

な

い
色

々
な
健

康
上

の
悩

み
を
、

或

い

は
色

々
な
藁

を
6

ら

っ
て
来

て

6
、

そ

の

"
医

者

さ
ん

に
開

き

た

い
叩

が

あ

っ
て

`
次

々
と
思

者

さ

ん
が

来

る
中

で
、

な

か
な

か
聞

く
酉
会

が

無

い

の
で
そ

の
泉

11

に
な

「
て

い

に
●

の
問

粗

に

つ
い
て
、

ど

ん
な

お
ぷ

し

を

し

た
ら
n

い
か

と
、d
っ
た

点

に

つ
い
て

C
川

波

を
受

"

て
い

仁
訳

で
す

.
57

年
度

は
服

り

　

　　エ

沢

山

な

の
で
簡
川

に
申

し
上

げ

止

す
.
5

61

の
4
川

か
ら

‥訓
催
・
の
7
川

で
寸

が

、

C

の

一

年
半
位

の
醐

で
66

人

の
方
が

56
見

え

に

な

っ

た

の

で
す

.
そ

の
う

ら

3
呂

の
,方
が

亡

く

な

っ
て

お
り

止
寸

.

3
名

の
方

13

、

一
人

0
75

才
の
方

で
姉
婿

が

あ

っ
て
、

そ

の
乎

術
後

亡

く
な

っ
た
叔
で
止
●
を
得

な

い
と

U

い
ま

す
.

`
う

一
人

O
田

才

の
W
性

で
†
が

中

風

の
後

置
51

に

な

っ
て
亡

く
な

ら
81
成

し

た
・

`
う

一
人

は

75
才

の
W
性

で
脳

軟
化

症
.、

や
は

り

小

柄

に
似

た
形

で
ず

っ
と
休

ま

れ

て

い
た

の

が

亡

く

な

ら
81
、

こ

の
3
人

の
方
が

2

年
間

.

に
亡

く

な

ら
れ

た
訳

で
†

・

57
年

の
洪
故

と
し

て
は
36

名

の
方

が

脇
見

え

に
な

っ
て

95
り
ま

す
.

一
人

の
方

が

何
回

　　

`
来

ら
れ

止
す

の
で
年

間

の
回

蹟

は
約

馴
同

大

休

一
人

の
方
が

2
回

分
見

え

κ
な

っ
て

お

り
飛

す
.

58
年

に
仏
実

数

は
36
名

、

年
間

国
政

は
57

回

で
大

体

一
人

の
方
が

2
同
位

お
見

え

に
な

っ
て

い
之

す
。

59
年

に

は
7
η

ま

で
に
19

名

の
方
が

お
見
え

に
な

「
て

い
ま

す

●

4
11

か

ら
7
11

ま

で

の
3

ヶ
川

間

に
19

名

と

い
う

の

は
、

C

の
悶

は
凹パ
塁
…が

忙

し

く
な

る
時

朗

な

の
で
.

い

つ
`

前
半

"
少

し

す
く

な

い
と

い

う
邪
が

あ
り
寂

す

・
そ

の
債
増

え

ま

し

て
、

現
在
え

で
に
37
名

の
方
が

95
見

え

に
な

っ
て

い
ま

ず
.
年

側
回

数

`
60

回

、

一
人

の
方
が

2
H
周

85
見
え
に

な

っ
て

い
ま
す

。

そ

の
中

で
"
徴

と

し

て
は
57
年

に

は
情

さ

ん
が

兎

崎

ホ
ー

ム

に
来
て

C
川
目

に
な

り
、
間

竿

に
"

2
人

の
方
が

、

n
分

の
攻

族
が

迎

い

の
で
旧

故

に
見

え

註

し
た
・
代

々
と

し
て

は
、

C
れ

健

康
相
談

・

友

愛
訪

問

サ
ー
ビ

ス
婆

鰯

1

.主
荘
湾

'

●
99
告

県
保
健

衛
生

協
会
理

Ψ
艮

柳

原

正
典

.

三

咋
は

ぼ
.∵
ペ
ド

↑.
・∴

.
㌻

い∵

`
口
村

で
は
思

者

自
身

が

来

た

り
…知

っ
た
り

が
大

変

な

の
で
、

家
族

に
代

っ
て
若

い
お
嫁

き

ん
が

来

る
と

か
、

C
主
人

に
変

っ
て

お
ば

あ
ら

◆
ん
が

来

る

と

か

い
う

形

で
相

談

に
見

え
て
も

O

っ
こ
う

だ
と

思

い
ま

す

.

そ
れ

で

充
分

で

は
な

い

か
と
思

っ
て

い
ま

す

.

59

年

に
な

る

と

お
ば

あ

ら

・
ん
が
似

い

の

で
家

に

来
て

見

て
`

ら

え

な

い
だ

ろ
う

か

と

い
う

ぼ

に
、

攻

に
来

て

く

81
る

叩

を
剋

む
方

が
10

え

て
き

ま

寸

・
全

部

で
7

・
8
人

の
方

が
、
.そ

こ

へ
行

く
駅

で
す
が

、

17

っ
て

そ

の

家

庭

だ

"

で
済

●
場

n

と

、
行

っ
て
見

る
と

そ

の
家

に
お

じ

い

ら

や
ん

や
お
ば

あ
ら

"
ん

が

2

・
3
人
集

患

っ
て

一
緒

に
話

を
側

か

廿

て
く

れ

と

い
う

ケ
ー

ス
が
出

て

き

菰
す

・

こ

れ

は
代

々

の
ボ

一内
ン

テ

4
ア
頭巾
動

の
非

常

に

W

し
い

C
れ

か
ら

の
進

歩

だ

ろ
う

と
、

そ

し

て
梅

さ

ん
方

`

私
達

の
使

い
方

を

だ

い

ぶ
覚

え

て
き

た

な
と

、
非

常

に
面
白

く

感

じ

ま
す

段

々
も

`

ら

う
ん

11

っ
て
お

り

ま
す

.

た

だ

一
部

の
人

々

に

は
旧
故

だ
"

で

な
く
奨

を
く

れ

と

い
う

希

研
が

川

ま

す
・

こ

41
は
取

々

と

し
て

は

95
溺

を
与

え

る

と

い
う

川

は

一
人

一

人

の
健

康

状
態

.
家

族
脚

成

、

色

ん

な

C
と

を
跡

え
て
同

気

を
決

定

し

て
治

照

す

る
と

い

一
う
医
学

の
問
喜

ん

で
す
。
そ
れ
ぎ

れ
ま

で

の
C
川

校

は
保

健

の
川凹
田

な

ん

で

†

ね
●

ど
う

し

に
ら

健

01

に
出

来

る

か
、

ζ
う

い
う

研

気

の
方

が

ど

う

し

た
ら

啓
通

に
ゆ

O

る
順

O

に

な
る

の
か
、

そ

う

し
た
保
98

、

つ
止
り
68

副

の
働
き

か
O

(

へ
'
ス
⇔.ヤ
ー

)

.
の
問

題

に

つ

い
て
は

C
相
談

を

お
受

O

し
法

†
し

、
同

気

の
猟

因

と

か
、

今
後

ど
う

い
う

ふ
う

に
し

た

ら
良

い
か

と
い

う
巾

κ

つ
い
て

は
c
旧

故

し
ま

す
が

、
民

放

(
〆
デ

・
が
了

所
期

咲

蝦

の
働

き

か
O

に
つ
A
ま

し
て

は
弘

遠

吐

し
な

い
と

い
う
瞭

刑

に
雄
つ

い
て

い
識

す

.
そ

う

い
う
希

望

は
引
当
広

く

あ
り

虚

し
た

"
81
ど

、
拍
板

す

る
巾

に

つ
い
て
は

W

さ
ん

η

は

、
や

は
り
寧

庇
保

を
10

っ
て
、

そ

の
家

庭
朕

の
先
生

の
所

で

や

「
て

い

『
て

爪
A

た

い
と

85
ぷ

し

し
て

い
怠
す
●

ま

た
、

●

家
庭
以

の
先

生

に

つ
さ

菰

し
て

O
炭
肺

会

を

通

じ
て

よ

ろ
し
く

〃
間

い
し
ま
す

と

い
う
甲

を

叩

の
剛

か
ら
申

し
上
げ

て

い
る
訳

で
す

が

、

C
81

に

つ
い
て

C

の
阻
な
検

査
を

し
て

哨

11
ま

せ
ん

か
.
と

か
鎮

の
川
.小
に

っ

い
て

は
家
庭
咲

が

決

め
る
川

な

の
で
代

〃・
`
そ

C

ま
で

は

や

っ
て

い
ま

甘
ん
.
特

に
∧w
年

に
な

っ
て
侮

日

か

っ
た

の
は
、
あ

る
所

へ
11

"
ま

す
と

、

氾
ば

あ

ら

"
ん
15
が

集
ま

っ
て
色

〃

な
旧
故

"川
が

あ

り
、

プ

ル
ー
プ

で
や

る
と
か

こ
11
醜

C
81

か
ら

の
0
班
川
…談

に

つ
い
て

の

抗

し
い
又

、

正

し
い
道

で

は
な
い
か

と
思

い

ま

寸
.

r

以

上

で
57

年

か
ら

旬
年

、

今
ま
で

に
き

11

†
実

際

の
W

告

と
11
た
し
ま
す
.

あ

り
が

と

う

C
ざ

い
ま

し

た
●

・

122
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、

、
㌔涜

{

力
崎

生
活

m

の
お
手

伝

い

を
さ

せ

て
頂

い

て
か

ら

5
年

近

く

に

な
り

ま
す

が

、
私

の
川

心

O
、

ど

の
ぼ

に
す
81
ぱ

私
達

の
住

ん
で

い

る

11
木

の
社

会

は
私
達

が
曽

さ
ん

の
雛
・船

に

な

っ
た
時

に
決

し
て
住

み
や
す

い
地
"
11

会

が

出
来

る
保

口

は
全

く

な

い

の

で
†
.

色

々

な
▲

の
中

に
.「
明

る

い
町

づ

く
り

」

と
い
う

m

な

川
が

パ

わ
れ

て

い
建

寸
が

、

実
際

に

は

大
変

怖

し

い
時

代

に
私

逮

は

31

た
さ

41
て

い

る
ぷ

で

す
・
m
.し
詰

め
私

達

の
西

旭

に
当

る

W

さ
ん

の
世
代

の
人

述

を
ど

の
O

に
坤
64

の

中

で
彦
打

W

女
共

に

生
活

が
出

来

る
か
と

い

う
点

を

こ
81

か
ら
W

さ

ん
と

一
緒

に
勉

強

さ

甘
て
m

き

た

い
と
思

い
止
す

.

私

の
担

当

は
懇

談

余

川
是

で

す
。

ζ
れ

は

磁

W
県

で
向

原
先

生

等

を
中

心

に
老
後

老
人

問
題

を
ど

の
ほ

に
解

決

し

て
い

く

か
11
休

的

な

問
胡

を

考
え

τ
、

ど

う

い
う

町

を

つ
く

っ

て
い
く

77
か
と

い
う

邨

を
亙
…
い
κ
話

し
合

っ

て

い
く

と

い
う
磁

W
邸

の
赤
木

的

な
01

患

と

し
て

、
今

行

わ
れ

て

い
ま

す
●

英

崎

生
活
剛

●
報
告

仏
教
大
学
社
会
学
88
枚
隈

山

口

僧

治

ボ

ラ

ン
テ

ィ

ア
ス
ク

ー

ル

に
お

い
て

も
そ

の

一
口
と

し

て
地
域

の
許

肘

の
賭川
導

者

の
方

に
㏄n
坊
門、
〈
■
陽
一
の
大

笑

な
社

余

で

"
定

の
即
"

に
冊
さ

ん
が

住

ん

で
い
る

と
い
う

団

な
地
"

づ

く
り

で

O
な
く

、
n

々

が
目

脂

そ

う
と

し
て

い

る
地
賊

と

い
う

の
は

仕
事

を
守

る
地
H

、

同
項

に

い
い

ま
†

と
、

巾
n

恨

ψ11
川
が

い
う

頑
な

住
田

を

す

る
偶
、

成

い
は
日
田

を
す

る
行
政

、

つ
ま

り
こ

の
地

域

は
人

々
が
周

り

κ
集
、
11

「
て

い

る

と

い
う

だ

O

で
な
く

、

こ

の
老

後

老

人

問
題

の
為

に

何

か
を

す

る
、

一
人

一
人

が

役

割

を
川

っ
て

何

か

を
す

る
.

そ

う

い
う
仕

事

を

す

る

地
64

を

ど
う

い

う

恨

に
し

て

つ
く

っ
て

い
く

σ9
か

と

い

う
邪

を
ぷ

し
∧"
い
を

さ

せ

て
頂

い
て

い

る
訳

で
寸

o
幸

い
渦

虫

に
4
H

開

、

対

崎
遣

い
は
祖

W

学

K

を
中

心

に
し

て

、
そ

の
地
"

の
各
層

の
脂
…現
品
0
達

に

53
仰

り
.m
き

、

切
山犬

な
問
題

を

さ

せ
て
旧

き

ま

し
た

●
64

吋

に
日

が

抱

え

て

い

る
問
題

6
爬

々
が

充
分

に
町

を

鮒

19
η

え

さ

せ
て

研

い
て
"

に
01

究

会

を
進

め
て
正

い

り

ま

し

た
.

こ
れ

が

m

－
点

で
す

爪

2
需

n日
の
慰

伎

金
巾

頂

で

は
さ

さ

や

か

で
は
あ

り

ま

す
が

、

地
.川

の
婦

人

胴

、
刈

n

の
社

会

を

つ
く

っ
て

い
く
M

人

柄

、

老

人

ホ

ー

ム
の
職

11

、
η

田

予

機

の
学

生

、

或

い
は

大
曲

の
皆

さ

ん

、
老

人

ク

ラ

.フ

の
皆

さ
ん

逓

と

一
帖

に
ボ

ラ
.ン
テ

イ
ア

ス
ク

ー

ル
、

つ
ま

り
先
間

中

し
ま

し

た
搬

に

「
仙

川

を

す
る

地

域

づ

く

り
」

に
私

`

お
加

を
さ

せ

て
頂

き

た

い
.

こ
う

い
う
ぷ
題

の
`

と
で
学

習
会

を

4

何

U

ど

や

っ
て
お

り

11

し

た
●
そ

し

て

C

の

ポ
ラ

ン

テ

4
ア

ス
ク
ー

ル

の
・叩
で
自

分

の
学

の
中

に

あ
る
物

を
使

「
て

ど
う
生

き

る

の
か

と
い

う
叩

を
発

見

さ
れ

た
方
が

沢
山

受

講
古

の
中

に

い
る
訳

で
寸
⇔
何

れ

に
し

て
`

弘

遠

の
18
訣

負
事

菜

は

'
.
の
住

み
や
†

い
地
域

社

シ

余
を

つ
く

る

。
た

だ
川

に
人

々
が

C

の
地
"

に
住

ん
で

い

る
だ

O

で
な
く

、
仕

叩

を
守

る

地
"

づ

く

り

を
ど

う

つ
く

っ
て

い
く

の
か

と

い
う
耶

を
W

さ

ん

の
川
思

を
m

い
て
刑

造

の

・

作
菜

を
さ

U

て
頂

い
て

い

る
叔

で
す
。

へ,
後

発

C
川

柳
頂

き

た

い
と
思

い
ま

す
。

.

123



.

蹟

室

戸
1

ふ

肝

苗

密

"

p

ー
×

スーユ美 崎 生 活 館 二t31

⑳
庭
野

平
和
財
団
助
成

活
動

(デ
イ
ケ
ア
)お
わ
る

1

は
じ
め

に

わ
た
し
た
ち

の
活
動
は
心
身

の
防

霜
ゆ
え

に
社

会

参
加

の
機
会
が
疎
外
さ
れ

や
す

い
高
齢
者
に

,
ふ
れ

あ

い
"
や

"
ま
じ
わ
り
"

の
機
会

を
提
供
し
、

か
れ

ら

の
主
体
的

な
参
加
を
通
じ
て
自

己
の
い
き
が

い
⌒自

己
実

現
)

に
役
立
て
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ

る
.
今

回
鷹

野
平
和

財
団
禍
祉
活
動
基
金

を
受
け

,
ふ
れ
あ

い
拓
活
動

を
実
施
し
た
.
結

果
、

病
弱
老
人

の
社
会

的
孤
立

の
解
消
や
.
主
体
性

の
改
善
に
、
史

に
は
ボ

ラ

ン
テ
ィ
ア
高
齢
者

と
の
連
帯
感

の
高
揚

に

…
定

の

成
果

が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
.
と
も
あ

れ
.
老

若
が

と
も
に
共
存
し
う
る
シ

ス
テ

ム
が
追

認
で
き
た

事
が
最
大

の
収
随
で
あ
る
.

2

活
動

の
目
的

生
活

の
拠
点
に
※
崎
生
活
m
を
当

て
た
.

こ
の
運

動
は
19
世
紀
英
国
に
生
起
し
た
友
愛
運
動
を
活
動
理
念

と
す

る
も

の
で
あ
り
そ
の

日
木
版

で
あ

る
.
今
回

は

と

く
に
老
病
弱
者

の
止
金
参
加

の
機
会

に
め
ぐ
ま
れ

な

い
者

に
月

-
回

(第
3
上
哺
U
)
を
原

則
と

し
て

生
活

館
を
開
放

し
参
加

の
機
会
を
提
供

し
た
も

の
で

一

あ

る
.
と
く

に
生
活
館
資
源

で
あ

る
ボ

ラ

ン
テ
ィ
ア

ー

⌒人
的
資
源
)
と

の
ふ
れ
あ

い
を

通
じ
て
自
立
白

助

一

を
計
ろ
う
と

し
た
デ

イ
ケ

ア
の
実
施

で
あ
る
.
デ

イ

}

ケ
ア

の
内

容

⌒プ

ロ
グ

ラ
ム
}
は
高
齢
者

の
知
覚

に

衰
え
を

み
せ
ぬ
音
感
や
色
彩

の
認
識
材

を

め
か

っ
た

…

視
聴
覚

機
材
を
川
い
て
の
メ
デ

ィ
ア
学
習

で
あ
る
.

ま
た
プ

ロ
.グ
ラ

ム
に
活

気
が
で
る
よ
う

り
明
毎
に
オ

ル
ガ

ナ
イ
ザ
ー
を
決
め

.
か
れ
ら

の
個
性

吠
が
大

い

に
発
揮

さ
れ
る
よ
う
内

容
に
工
夫
を

こ
ら
し
た
.

　

3

活

動
計
画

初

侮
日
行
わ
れ
た
デ

r
ケ
ア
ー

の
カ
リ
キ

ュ
ラ

ム

は
以
下

の
通

り
で
あ
る
.
…
川

ソ
ー

シ

ャ
ル
リ
ー

カ
ー
に
よ

る
オ
リ

エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン

(個
別
加
線

と
動
機
ず

け
}
.
医
師
に
よ
る
健
康

チ

ェ
ッ
ク
,
専

.

門
家
に
よ

る
リ
ーノ
ル

.
オ
リ

エ
ン
テ
↓

ヨ
ン

…

田
グ

ル
ー
プ

ワ
ー

ク
と

し
て
歌
唱
指

導

(
お
も

に

童
89
)
、
全
n
で
行
う
刑
作
話
助

「う

つ
く

し
い
琵

　

琶
湖
」
(90

X
脚
セ
ン
苧
の
ベ

ニ
ア
板
に
貼

り
付

け

る
ぬ

の
切
れ
の
絵

)
ゲ

ー
ム
指

導
.
季
節

に
ら

な

ん
だ

イ
ベ

ン
ト
が

問
ビ
デ

オ
に
よ
る
学
習

(幸

せ
な
老

後
ず
く
2

シ
リ
ー
ズ
.
一み
と
り
」
シ
リ
ー

ズ
、

そ
の
他
社
会
福

祉
の
テ
ー
プ
な
ど

必
要
に
応

じ
学
習

す
る
.

川
老

い
の
図
再
よ
り
読

轟
ク
ラ
ブ

引
そ

の
他
、
会
U

⌒英
崎
高
齢

者
福
祉
互
助
会

)

の
個
人
的
な
サ
ー
ビ

ス
に
応
じ
る
た
め

必
要
・に
応

じ
入
浴
や
給
食
、
小
さ
な
旅
行
や
展
覧
会

へ
の
参

加

そ
し

て
会
n
の
作
品
展
な
ど
多
彩
な

内
容

の
プ

ロ
グ
ラ

ム
を
計
画
し
準
備
す
る

こ
と
に
し
た
.

な
を
.
木
活
動
は
対
象
を
ね
た

き
り
老
人
、
ち

ほ
う
老
人
な
ど
心
身

の
口
書
を
も

つ
も
の
に
限
定

し
た
が
、

こ
れ
ま
で

の
生
活
館
利
川
者

(美
崎
高

齢
者
福
祉

互
助
会
11
.

…
般

の
高

齢
者
)
を
も
含

め
健
康
な

も
の
陳
宙
を
も

つ
も

の
の
混
合
で
実
施

†
る

こ
と
に
し
た
.

司

上
記

団
の
活
動

計
画
に
も
と

ず
き
デ

イ
ケ

ア
を

実
施

し
た
.

(
1
期
}

Φ

ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

(ワ
ー

カ
ー
}
の
研
修
な
ら

び
に
訓
練

ー
と
く
に
老
病

85
者

へ
の
摸
し
方

を
鵠
06
を

呼
び
2
回

(
4
時
間

)
研
修
を
お

こ
な

っ
た
.

②
視
聴
機
器

⌒テ

レ
ビ
、

ビ
デ
オ
、
テ
ー
プ
な

ど
)
を
購

入
し
、
推
問

を
し
た
.

③
教
材

テ
ー
プ
の
購
入
.

O
社
会
福

祉
協
哉
会
規

「幸
せ
な
老
後
ず
く

り
」

O
'〈e
麦

昌

昌

7
'ゴ
三

角
ヨ

ーコ
・
=
三

タ
ー

ミ
ナ

ル
ケ
ア
ー
)

⌒
ビ
デ

オ
研
修
)

O
・ミ
ネ
ル
バ
一
件
ω
O
P
双
書

よ
り
20
冊
選
付

し
て
購
入
.

⌒ふ
れ
あ

い
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
)

O
そ
の
他
テ

レ
ビ
に
よ
る
高
齢
者
福
祉
プ

ロ

グ

ラ
ム

の
録
音
.

(2
期
)

⌒
4
～

6
川
)
オ

ル
ガ

ナ
イ
ザ
ー

⌒
M
氏

、
O
氏
)

(3
川
)

(7
～

9
川
}
オ

ル
ガ

ナ
イ
ザ
ー

(
Y
・姉

.
S
姉
)

(
〃1
期
〉

⌒
川
～

12
月

)
オ

ル
ガ

ナ
イ
ザ

ー

(N
姉
.
Y
姉
)

尚

、
1
期

に
1
度
、

医
師
よ

り

【1

口

"
ふ
れ
あ

い
"
健

康
ぷ
婿
」
評
」
回
実
施
.
9
月

・
12
11

の
年
2

叫
ケ
ー

ス
カ

ン
フ
㌣
レ

ン
ス
を

お
こ
な

い
活
動

の
評

価

に
っ
い
て
意

見
の
交
換
を

し
た
.
12
月
ク
リ
ス

マ
ス

公

開
旧
家
旗
と

の
懇
親

を
は

か

っ
た

.
利
川
者

の
作

品
展
.小
会
を

ひ
ら
く
.

そ

の
他
.
年
3
回

「み
さ

き
」
⌒デ

イ
ケ
ア
友

の
会
)

会

報
他
行
.
年
末

1

ヶ
年

の
経

験
を
生
か

し
て
地

元

自

治
会

(2
字

)
の
没
n
と

の
懇
戊
会
を
開
催
.
各

オ

ル
ガ
ナ
イ
ザ

「
よ
り
活
動
評

価
提
……
.
そ
れ

に
も

と
ず
く
反
省
会

を
も

っ
た
.

尚
、
冬
期
ご

と
の
活
動
件

数
.は
左
記

の
表

の
通
り

で
あ
る
、

以
」
年
…川
を
通
じ
た
活
動
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

ら

に
上
る

オ
リ

エ
ン
テ
ー

シ

ョ
ン
8
回
、

医
師
ら
の

健
康
チ

∴
ッ
ケ
ー8
回
.専
門
家

に
よ
る

リ
ア
ル
オ
リ

エ

ン
テ
ー

シ

ョ
ン
が
9
回
実

施
.
さ
ら

に
グ

ル
ー
プ
活

動
.
内
創
作
活
動

が
11
回
、
歌
語
指

樽
9
回
.
デ
ー

ム

8

回
、

r
ベ

ン
ト
……
催

3
川
.
ビ
デ

オ
学
習

6
回
.

読
再

サ
ー
ク

ル
円

し

出

し
合
わ
せ
て
16
件
、

個
人
サ
ー
ビ

ス
と

し

て
入
浴
U
件
.給
食
30

食

、
ナ
イ
ト

ケ
ア
ー

5
件
と
な

っ
て
い
る
.

な
を
.
ナ

イ
ト
ケ

ア
、ー
,
給
食

サ
ー
ビ

ス
は
利
川
者

の
う
ら

1
名
、
夫

と
の
死
別

以
後
別
居
中

の
娘
と

の
不
仲
、
数

回
に
わ

た
る
暴
行

に
よ
り

一

時
生
活

m
に

て
保
遵

し
た
ケ
ー

ス
で
あ
る
.

企
画
者

山

口

信

治

(
仏
教
大
学
吐
合
学
部
教
授

評
虚
貝
)

4

活
動
に
よ

っ
て
得
ら
九

た
成
果

.

"
家
庭
に
閉

じ
臆
も
り
が
ち

な
老
病
弱
者

の
社
会

的
孤
立
に
若

干
の
改
善
が

み
ら
れ
た
.

烈
ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア
と
ふ
れ
あ

い
を
通
じ
て
優
越
模

倣

⌒彼
や
彼
女

の
よ
う

に
元
気
に
な
り
た

い
、
が

ん
ば
ろ
う
)

が
起

こ
り
自

立
自
助
に
お
お
き
な
影

輝
を
あ
た

え
て

い
る
.

沮
そ
の
効
果
は
今
回
選
ん
だ
メ
デ

ィ
ア
学
習
に
よ

っ

て
大

い
に
期

待
で
き
た
.

川
家
庭
に

し
ば

り

つ
け
ら
れ

る
リ

ス
ク
が
参
加
を

通
じ

て
若

干
の
改
形
が

み
ら
れ
、
ナ
す
ん
で
危
機

リ

ス
ク
を
克

服
し
よ
う

と
す
る
意
欲
が
み
ら
れ
る

よ
う

に
な

っ
た
.

51
館

で
の
生
活
を

共
に
す
る

こ
と

に
よ

り
全
日
相

互
の
理
解
と
連
帯
さ

ら
に

は
愛
情

(親
密
感
)

に

変

化
が
み
ら
れ

る
よ
う
に
な

っ
た
.
た
が

い
に
た

す

け
あ
う
気
持
ら

が
は
く

は

つ
さ
れ

つ
つ
あ

る
.

研
生
活
面

の
n

う
サ
ー
ビ

ス
理
念

で
あ

る

「機

会

の
画

一
化
」
と

「サ
バ
イ
バ

ル

(生

き
の
こ
り
ご

に
は

…
定

の
評
価

が
見
ら
れ
た

よ
う

に
お
も
う
.

尚

.
木
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

の
実
施

は
地

元
の
社
会
品

一一

社
協
鑓
会
や
近
隣

の
市
町
村

に
与
え
た
影
搾
は
大
で

あ
り
、
各
地
よ

り
掃
演
や
研

究
発
表
な
ど
の
依
頼
あ

り
実
践
活
動

や
支
援
団
体

に
報

告
す

る
機
会
を
得
た
.

昭
和
63
年
7
月
31
刊
…
第

6
回
守
山
市
総
合
福
祉
大

会

に
て
講
演
依
頼
.
9
川
15
11
…
石
部
町
社
会
福
祉
協

汲
会
よ
り
依
頼
あ

り
福
祉
大
会

に
て
講
演
.
9
11
1

日
…
京
都
市
北

区
保
健
所

よ
り

依
M
あ

り
研
究
報
告
、

川
月
26
11
…
滋
加14
県
立
、成

人
病
セ

ン
タ
ー
に
て
堤
河
.

12
11
9
n
…
京
都
市
立
.病
院
看
巡
課
よ
り
依
頼
あ
り
発

表
な
ら
び

に
意
見
交
換
..

お
わ
り
に
.〈
,
回
の
磁
野
平
和
財
団

(活
動
基
金
)か
ら

の
助
成
を
い
た
だ
き
虚
弱
老

人
の
社
会
参
加
に
つ
い
て
.一
つ

の
試
み
が
で
き
人
的
資
源
効

川
⌒ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
ふ

れ
あ
い
)に
つ
い
て
.
…
定
の
成
果
が
得
ら
れ
た
こ
と
を
こ
こ

に
記
し
て
報
告
す
る
.尚
.最
後
に
本
活
動
の
木
隠
地
実
戦

生
活
館
を
提
供
し
て
も
ら
え
た
こ
と
.館
長
は
じ
め
各
ス
タ
ッ

フ
、行
政
.社
会
福
祉
協
ほ
会

等
々
の
適
切
な
助
責
.そ
れ

に
地
元
自
治
会
の
支
援
.と
く
に
医
療
の
側
面
か
ら
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
支
え
て
下
さ
っ
た
O
「㎞

原
、松
原
.今
井
各
位
に

13
礼
を
申
し
上
げ
た
い
.

,欄 ♪ 1期 21間 3期 ・IM 計

ワー カー のオ リ
3「可 31iil 2回 81iil

エ ンテー シ ョン 、

筏 師 の 健 康

チ ェ プ ク

9回 刷nl

によ る
31411 3回 3回 1811・1

リアル ・オリエ
3圃 3回 31i・| 91`4

ン テ ー シ ョ ン

グルー プワー ク

.

伺n… 活 動. :1|,1| ・ul・| 411・1 ul'・1

切 り 絵 ㊨ 1川 ll曹'1 日ld 311・1
,

♪}道 Uill 21`'1 31`'1

切 り 級 2回 2回 1回 51111

歌1"指 導 31叫 3回 311il 91・ ・1

ゲ ー ム1詩 作 3回 31lll 2|lll 811.1

イ ベ ン ト 11i,1 lll`1
「31

・・1

1↓'鈴・1痕 示 会 1回

ビ デ オ 学 習 21il1 211il 2回 61111

探 書 サ ー クル 3冊 Uhl 1「1| .211・1

({lmnし 出し件数} 2冊 4田} 5冊 Mm

入 洛 サ ー ビ ス

(せ い し き)
2件 4件 6件 2件 M件

ナ イ ト ケ ア ー けト 3件 1件 51'卜

給 食 サ ー ビ ス .

15食 5食 10食 30食
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に
い
る
人
は
だ
れ
?、

な
に
を
し
て
い
る
の
?」

などなど今についての質問をかわす。これは現実認識をねらったもので痴呆性老人の予後に、期待できる一つの方法である。その後は一単位あたり20ないし30分を単位とし表3に示すよ

　

うな

ス

ケ
ジ
ュ

ー
ル

で
プ
ロ

グ

ラ
ム

を

進行

さ
せ
た。

、　　'}
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」
マ
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へ

滅
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遠
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そ
う
と
す
る
し、

ま
た
相
手
の
い
う
こ
と
を
よ
く
聞く姿勢が生まれてくる。会話の相互性がうまれ、うまく交換できるよう発展していく様子がみられる。そのことが徐々に変化する度に

　

自
分
や
自
分
の
立
場、

さ
ら
に
相
手
の
そ
れ
が
洞
察できるようになる。この変化は会員相互に伝わりそのつど一喜一憂する光景がきわめて印象的であった。つぎは学生らによるすこやか体操や、会員が考案したリズム体操などを取り入れた身体運動がつづく。特に指導するボランティア達の人柄が左右されるが愉快に興じ合う。特に互いの腕や上半身が指先などに触れたりするのに大変興味を示すことであっ

　

た。

さ

ら

に
リ
ズ
ム

を
真

似
し
な
が

ら
動

作
を

く
り

る
姿勢

や
闘
病
の
在
り
方
な
ど
に
違
い
が
生
じ
て
くる。おそらくそれは病気とどう付き合うかといった洞察や、ライフスタイルの変化がきわだって変化するからであろうか。以上が時間割りと参加者の関心の度合いについてふれたが、.プログラムのマンネリ化を防ぐためいろいろ趣向をかえ変化をつけて参加意欲を誘った。プログラムは参加老の興味をさそうだけでなく美しいものとの接触(出会い)をはかるものであった。観賞を通じて得た感動を大切にすることであったし、なによりも美しいものをみて美しいと自由に発露する機会を備えたことであった。よしんば、それが芸術作品であってもいや、ひとであつ

く
評
価
を

うけ

た。

さ
ら
に
効
果
と
し
て
自
発的に自宅を開放して第二、第三のふれあいしの家の提供者がいること

・

8、

デ
イ
の
経
験
が
近
隣
住
人
と
の
会
話
の
接
点
になヴ生活圏の拡大が認められる9、提供したサービスのうち医師による医療相談は早期発見、早期治療の効を奏した

亀

し、

本
人
の
病
気
の
不
安
は
も
と
よ
り
家
族
の介護負担の軽減に役立てたこと10、行政との連携が若干依然にくらべてスムーズに行えたこと11、連携は人格の破壊や家庭の問題を未然に防止できたこと12、老病弱者と健康なものとのふれあいが互

生
活
館
を
支
え
る
方
々
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再
度
歩
け
る
喜
び

永

保

町

西

村

ク

キ忘れもしません昨年の七月十八日、突然膝が痛くなり腰や足の力がぬけ、全然足が立たなくなり、歩く事は出来なくなりました。寝床は敷放し夏でもコタツに入り足を出して座るのが精一杯でした。希望はなく毎日々々が空しく時には落込んで泣くことさえある暗い毎日でした。その頃、ボランティアのお医者様が漢方薬を二包下さいました。その二包の漢方薬を呑みましたら朝不思議にも立ら上がることが出

資 料1-5
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曜日 火 火 土

友愛馴

全日

いきがい椋

午前・午後

医療相談

午後

友愛肋間

全日

デ イ ケ ア

移 送 ヘ ル プ 入 浴
　

第1週

2週

3週

4週

山口岡 田

ljロ、岡田

　

[

山口岡 田

山1].岡ll

岡田 妙子

岡田 妙子
1

岡m妙 了

岡田 秒子

DR松 原

DR今 井

DR柳 原

岡田1宇 山

岡田、†山

岡田、宇山

学生ボランティア

遠 藤(栄)

学生ボランティア

学生ボランティア

学生ボランティア 棉祉ボランティア

(学生介助)

 

館
長
の
あ
い
さ

つ
に
は
じ
ま
り
プ

ロ
グ
ラ
ム
は

一

時
間
目
の
ビ
デ
オ
学
習
に
す
す
む
。
す
で
に
放
映
さ

れ
た
も
の
を
録
画
し
て
再
生
し
た
も
の
や
特
別
購
入

し
た
も
の
を
使

っ
て
全
員
で
観
る
。
と
く
に
プ

ロ
グ

ラ
ム
は
老
い
を
克
服
し
た
人
物
を
中
心
に
、
ま
た
日

本
の
自
然
美
を
あ

つ
か

っ
た
も
の
を
つ
か
う
よ
う
に

し
、
あ
と
は
自
・田
に
話
し
合

っ
て
も
ら
う
よ
う
に
し

た
。
総
じ
て
こ
れ
は
意
志
疎
通
の
改
善
に
役
立

っ
た

よ
θ
に
思
う
。
隣
者
と
の
話
も
は
じ
め
は
会
話
に
な

ら
な
い
ば
か
り
か
、
ぎ
二
ち
な
さ
だ
け
が
残
り
会
話

が
成
立
し
に
く
い
。
し
か
し

一
度
会
話
が
成
立
す
る

と
驚
く
ほ
ど
会
話
に
興
味
を
示
し
自
分
の
こ
と
を
話

か
え
す

一
種
の
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
を
導
入
し
て
、
会

員
相
互
の
身
体
的
接
触
が
よ
り
可
能
な
よ
う
に
替
え

て
参
加
意
欲
を
さ
そ
っ
た
。
人
と
の
ふ
れ
あ
い
が
よ

き
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
な

っ
て
関
係
が
よ
り
よ

く
進
展
す
る
様
子
が
観
察
で
き
た
。
三
時
間
目
は
趣

向
を
替
え
カ
ラ
オ
ケ
で
発
声
を
促
進
さ
せ
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
。
会
話
も
そ
う
だ
が
こ
の
発
声
、
声

を
出
す
の
が
容
易
で
な
い
者

へ
の
訓
練
と
な

っ
た
。

と
き
お
り
想
像
も
つ
か
な
い
よ
う
な
大
声
や
奇
声
に

驚
く
こ
と
が
あ
る
が
内
的
葛
藤
の
よ
き
発
散
と
解
せ

よ
う
し
、
会
話
の
訓
練
と
な

っ
て
い
る
こ
と
も
合
わ

せ
て
観
察
で
き
た
。
総
じ
て
声
を
出
す
こ
と
に
あ
る

種
の
興
味
を
し
め
す
よ
う
に
な
る
。
さ
て
こ
う
し
た

時
間
が
終
わ
る
と
次
は
静
か
に
も
ど
り
、
地
域
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
登
場
し
て
も
ら
い
楽
器
を
使

っ
て
小

唄
や
民
謡
そ
れ
に
童
謡
な
ど
を
聞
く
。
む
し
ろ
聞
く

よ
り
は
皆
童
心
に
か
え
っ
て
歌
い
出
し
て
し
ま
う
が
、

こ
こ
に
も
聞
く
受
け
身
か
ら
歌
う
能
動

へ
の
変
化
が

み
ら
れ
る
。
い
か
に
家
庭
で
の
自
分
が
存
在
し
に
く

い
か
が
推
測
で
き
よ
う
。
そ
こ
で
誰
も
が
知
っ
て
い

る
簡
単
な
童
謡
を
輪
唱
さ
せ
て
み
る
と
、
は
じ
め
は

声
を
出
し
た
り
張
り
上
げ
る
の
が
精

一
杯
だ

っ
た
の

が
他
人
の
歌
を
聞
い
て
ハ
ー
モ
ニ
ー
さ
せ
る
よ
う
よ

う
な
こ
と
が
出
来
て
く
る
。
そ
の
効
果
は
筆
舌
で
は

伝
え
ら
れ
な
い
光
景
と
し
て
展
開
す
る
の
で
あ
る
。

互
い
の
顔
と
音
と
を
識
別
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
そ

の
違
い
が

"
個
"
の
認
識

へ
と
変
え
ら
れ
る
き

っ
か

け
に
な
っ
て
い
く
。

さ
て
、
こ
の
館
に
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
の
時
間
を
い
れ
、

茶
や
菓
子
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
が
頭
初
は
サ
ー
ビ

ス
を
請
う
こ
と
す
ら
出
来
な
い
で
い
る
。
人
間
関
係

の
萎
縮
で
あ
ろ
う
か
、
し
か
し
回
が
す
す
む
に
つ
け

て
改
善
が
み
ら
れ
自
ら
す
す
ん
で
給
仕
を
す
る
よ
う

に
な

っ
た
り
、
サ
ー
ビ
ス
の
あ
と
の
礼
が
言
え
る
よ

う
に
ま
で
な
る
。
こ
こ
に
茶
を
い
れ
た
方
も
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
た
方
に
も
相
互
性
が
回
復
し
て
き
て

一
肩

親
し
さ
が
増
丁
と
い
う
大
き
な
予
期
せ
ぬ
収
穫
が
あ
っ

た
。テ
ィ
ー
タ
イ
ム
の
あ
と
は
医
師
や
福
祉
研
究
者
か

ら
、
か
ら
だ
や
福
祉
に
つ
い
て
話
が
セ
ッ
ト
さ
れ
て

い
る
。
特
に
か
ら
だ
の
こ
と
は
真
剣
そ
の
も
の
で
、

医
師
と
の
質
疑
応
答
の
や
り
と
り
に
は
次
の
時
間
ま

で
食
い
こ
む
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
う
し
た
医

師
と
の
信
頼
関
係
の
改
善
、
回
復
は
そ
の
後
の
生
活

態
度
に
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。
た
と
え
ば
病
気
に
対
す

て
も
美
し
い
も
の
を
美
し
い
と
し
て
受
け
い
れ
る
と

こ
ろ
に
生
活
館
の
人
的
資
源
と
機
会
の
提
供
を
画

一

化
す
る
と
い
う
理
想
が
効
を
奏
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に
あ
た
っ
て

今
回
の
助
成
研
究
は
「生
活
館
三
カ
年
実
施
計
画
」

の
最
終
版
で
あ
り
、
特
に
"
ふ
れ
あ
い
"
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
宗
教
系
の
大
学
生
を
導
入
し
て
の
デ
イ
ケ
ア
サ
ー

ビ
ス
を
行
っ
た
。
結
果
以
下
の
よ
う
な
成
果
が
得
ら

れ
た
。
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
用
い
た
ふ
れ
あ
い
に
よ
る

"
よ

き
治
療
"
と
は

ヘ
ル
プ
を
あ
た
え
る
者
と
受
け
る
者

と
の
常
な
る
発
展
の
関
係
が
存
在
す
る
と
し
た
、
カ

ン
フ
ア
や
ゴ
ー
ル
ド
シ
ュ
タ
イ
ン
の
仮
設
が
生
活
館

に
お
け
る
人
的
資
源
の
交
流
を
通
じ
て
老
病
弱
者
が

も
つ
特
異
な
行
動
に
変
化
が
あ
ら
わ
れ
た
こ
と
。
身

の
ま
わ
り
の
事
情
に
対
す
る
客
観
視
、
ま
ず
し
い
人

間
関
係
の
改
善
、
問
題

へ
の
洞
察
、
さ
ら
に
は
ラ
イ

ーフ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
な
ど
な
ど
著
し
い
変
化
と
し
し

て
証
明
さ
れ
た
。

総
じ
て
以
下
の
よ
う
な
評
価
を
く
だ
す
こ
と
が
で

き
よ
う
。

1
、
生
活
館

(ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
)
が
地
域
に
開

か
れ
た
セ
ン
タ
ー
と
し
て
機
能
し
え
た
こ
と
。

2
、
生
活
館
が
提
供
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
が
日
常
的
で

あ

っ
た
こ
と

風
呂
や
静
養
室
の
利
用
回
数
が
ふ
え
る
、
ス
ロ
ー

プ
に
よ
る
館
と
の
出
入
り
を
容
易
に
し
た
こ
と
、

多
目
的
ホ
ー
ル

(ワ
ン
ル
ー
ム
)
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
が
除
去
さ
れ
無
事
故
で
終
了
し
た
こ
と

T
V
や
ビ
デ
オ
な
よ
る
視
聴
覚
プ
d
グ
ラ
ム
へ

の
関
心
が
高
ま
っ
た
こ
と

3

提
供
し
た
デ
イ
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
の
数
、
内
容
、

時
間
、
移
送
と
も
最
適
で
あ

っ
た
こ
と

4

プ

ロ
グ
ラ
ム
に
変
化
を
も
た
せ
利
用
者
の
ニ
ー

ド
に
よ
く
応
え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と

5

視
聴
後
の
フ
リ
ー
な
話
し
合

い
が
コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
ス
ム
ー
ズ
に
し
た
こ
と
、
ま
た
、

会
話
の
障
害
の
改
善
に
役
立
っ
た
こ
と

6

学
生
ら
に
よ
る
ふ
れ
あ
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
専

門
家
と

一
味
違
い
は
あ
る
が
、

一
定
の
役
割
を

演
じ
た
。
特
に
宗
教
系
大
学
の
学
生
の
も
つ
情

操
や
許
容
性
が
ふ
れ
あ
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
資

源
や
潤
滑
油
と
し
て
お
お
い
に
評
価
で
き
る

7
、
地
元
住
民

へ
は
よ
き
ふ
れ
あ
い
の
場
や
機
会
と

な
つ
た
こ
と
、
こ
の
パ
イ
オ
ニ
ア
的
試
行
は
高

い
に
う
ち
け
す
方
向
に
作
用
す
る
の
で
は
な
く
,

逆
の
相
乗
効
果
と
し
て
作
用
す
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
参
加
者
の
自
覚
や
励
み
に
も
と
よ
り
相
互

の
理
解
に
大
き
な
効
果
て
な

っ
た

考

察

ま
ず
最
近
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
ニ
ー
ド
の
内
容
が

量
か
ら
質

へ
と
転
換
し
て
き
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

し
た
が

っ
て
学
生
を
中
心
と
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

は
専
門
的
サ
ー
ビ
ス
の
充
足
に
こ
と
不
足
の
よ
う
で

あ
る
。
今
後
は
専
門
家
の
組
合
せ
が
必
要
と
な
る
。

第
二
は
、
健
康
状
態
が
回
復
す
る
と
活
動
意
欲
が

出
て
参
加
に
よ

っ
て
な
ん
ら
か
の
満
足
を
え
ら
れ
た

の
は
間
違
い
な

い
が
、
こ
の
過
程
の
あ
る
者
に
は
と

く
に
経
験
を
積
ん
だ
専
門
家
が
役
割
を
担
わ
ね
ば
な

ら
な
い
。
そ
の
措
置
如
何
で
そ
の
後
の
ケ
ア
に
大
き

く
影
響
す
る
と
が
わ
か
っ
た
。

第
三
の
そ
れ
は
、
言
い
ふ
る
さ
れ
て
い
る
が
行
政

や
機
関
、
そ
れ
に
社
会
福
祉
協
議
会
等
々
の
連
携
や

協
力
が
ぜ
ひ
必
要
と
な

っ
て
く
る
。
と
く
に
回
復
期

よ
り
事
態
が
悪
化
す
る
時
期
の
資
源
協
力
は
大
切
で

あ
る
。
で
は
、
あ
ら
た
め
て
ど
う
す
れ
ば
可
能
な
の

か
。
そ
の
試
み
に
と
り
く
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。

最
後
の
点
は
施
設
機
能
が
生
か
さ
れ
る
か
否
か
は
、

そ
こ
の
長
に
あ
た
る
人
物
、
な
ら
び
に
人
柄
に
よ
る

と
こ
ろ
が
大
で
あ
る
。
機
能
が
生
か
さ
れ
る
の
は
施

設
や
器
材
で
は
な
い
、
い
や
、
人
の
問
題
で
あ
る
、

い
か
に
人
が
福
祉
を
も
と
め
る
行
為
者
を
阻
害
し
て

い
る
か

一
考
す
る
に
価
す
る
内
容
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
活
動
に
協
力
し
て
く
だ
さ

っ
た
篤
志

家
は
医
師
の
べ
33
人
、福
祉
研
究
者
15
人
、
ワ
ー
カ
ー

33
人
、
そ
れ
に
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
40
人
、そ
の
他
地

域
あ
る
い
は
地
域
外
の
協
力
者
15
人
、特
別
講
師
4
人
、

そ
し
て
デ
イ
ケ
ア
を
利
用
さ
れ
た
高
齢
者
杖
の
べ
防
人
,

・2
り
A
レ
ベ
ル
の
老
病
弱
者
の
参
加
は
38
人
で
あ

っ
た
。

大
阪
ガ
ス
グ

ル
ー
プ
財

団
報
告
書
よ
り
転
載

▲
入

院

雑

感

山

崎

美

智

子

持
病
の
ゼ
ン
ソ
ク
で
入
院
し
た
。

す
く
点
滴
で
す
胸
が
バ
リ
バ
リ
と
音
を
た
て
て
い

ま
し
た
。
先
生
は
こ
の
ま
ま
五
日
間
続
け
る
と
い
い

ま
す
。
十
時
間
た
ち
ま
し
た
。
手
は
し
び
れ
て
来
て

眠
れ
そ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
。
針
は
抜
け
な
い
と
言
う

先
生
と
、
お
し
問
答
の
上
抜
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。

少
し
ね
む
り
ま
し
た
。
毎
日
五
時
間
の
点
滴
は
針
が

入
ら
ず
血
管
痛
で
心
臓
が
ド
キ
ド
キ
し
て
手
が
ち
ぎ

れ
そ
う
に
痛
み
ま
す
。
ペ
ッ
ト
で
寝
む
れ
ず
背
中
は

板
の
よ
う
で
す
。
手
は
両
手
と
も
紫
色
に
な

っ
て
い

ま
す
。看
護
婦
は
山
崎
さ
ん
は
血
管
が
細
い
か
ら
入
っ

た
ら
痛
く
て
も
辛
抱
し
て
も
ら
わ
ね
ば
と
言
い
ま
す
。

医
者
に
か
く
れ
て
お
酒
の
シ
ッ
プ
背
中
に
、
温
灸
レ

ン
コ
ン
と
、
生
か
の
汁
大
根
と
黒
砂
糖
の
汁
を
の
み

少
し
楽
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
ま
ま
こ
こ
に
お
っ
て

は
無
駄
と
思
い
、
家
に
帰
っ
て
発
作
を
起
こ
し
た
ら

ど
う
す
る
ゼ
ン
ソ
ク
の
治
療
で
外
来
に
来
な
い
で
く

れ
と
い
う
医
者
を
ふ
り
切
っ
て
退
院
し
ま
し
た
心
は

不
安
で

一
杯
で
し
た
。

近
所
の
お
医
者
様
の
心
温
ま
る
往
診
と
岡
田
御
夫

婦
の
お
見
舞
い
、
市
役
所
の
保
健
婦
さ
ん
の
訪
問
と

家
に
帰

っ
て
の
必
死
の
民
間
両
方
で
家
に
帰

っ
て
十

日
目
私
は
自
転
車
に
乗

っ
て
買
物
に
行

っ
た
。
久
ぶ

り
に
好
き
な
も
の
を
作

っ
て
食
べ
ら
れ
る
幸
福
を
し

み
じ
み
思

っ
た
。
そ
れ
に
し
て
も
患
者
が
こ
れ
だ
け

苦
痛
を
う
っ
た
え
て
も
他
に
方
法
を
考
え
ず
点
滴
と

薬
し
か
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
後
す
く
な
く
な

っ
た
人

生
な
の
で
す
。
病
気
で
寝
込
ん
だ
場
合
静
か
な
畳
の

部
屋
で
御
飯
を
食
べ
さ
せ
て
く
れ
、
医
者
の
往
診
を

受
け
ら
れ
安
い
料
金
で
老
人
が
安
心
し
て
体
を
ゆ
だ

ね
ら
れ
る
所
を
、
こ
れ
か
ら
考
え
る
で
は
な
く
、
今

す
ぐ
考
え
て
ほ
し
い
の
で
す
。
冷
暖
房
付
そ
ん
な
賛

沢
は
私
達
の
年
代
の
も
の
は
の
ぞ
ん
で
い
ま
せ
ん
。

こ
の
守
山
に
早
く
何
個
所
か
出
来
る
事
を
私
は
行

政
に
の
ぞ
み
た
い
の
で
す
。

来
ま
し
た
。
歩
い
て
見
た
ら
歩
け
ま
し
た
。
朝
食
に

台
所
迄
歩
い
て
行
っ
た
ら
家
内

一
同
大
喜
び
で
し
た
。

悪
い
時
は
道
っ
て
行

っ
た
り
、
腰
を
抱
え
連
れ
て

行

っ
て
貰
っ
た
朝
食
で
し
た
の
に

ー
.
。

歩
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
十
月
の
終
わ
り
、
寒

い
冬
も
過
ぎ
二
年
の
正
月
も
室
内
は
良
く
歩
き
廻
り

ま
し
た
。
春
に
な
り
、
暖
か
く
な
り
外

へ
出
ま
し
た

ど
ん
な
に
楽
し
か
⇔
た
事
で
し
ょ
う
。
孫
と
二
人
で

散
歩
に
行
き
し
だ
れ
柳
の
芽
吹
く
琵
琶
湖
の
伴
を
歩

き
ま
し
た
。

時
に
は
桜
花
咲
く
比
良
連
峰
を
望
め
つ
つ
田
ん
ぼ

の
中
の
一
本
道
を
、
孫
と
二
人
で
童
謡
を
唄
い
乍
ら

畦
道
の
花
を
摘
ん
だ
り
、
晴
々
と
澄
み
渡
る
大
空
を

仰

い
で
深
呼
吸
し
た
り
私
は
元
の
体
に
も
ど
り
ま
し

た
。
体
調
も
良
く
な
っ
た
六
月
故
郷
の
九
州
に
行
き

半

月
程
遊
ん
で
帰
り
ま
し
た
。
只
今
は
福
祉
に
チ
ャ

リ
テ
ー
に
出
品
す
る
手
作
り
の
品
々
を
こ
し
ら
え
て

楽

し
い
日
々
を
送

っ
て
い
ま
す
。
病
気
時
御
見
舞
い

下
さ

っ
た
方
々
言
葉
の
励
し
頂
い
た
皆
様
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
ど
う
も
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

中
西
ふ
じ
え
様

追
悼

今
号
の
お
別
れ
は
中
西
さ
ん
で
す
。若
い
頃
か
ら

の
リ
ュ
ウ
マ
チ
の
体
験
は
此
の
世
の
も
の
と
思
え
な

い
苦
し
い
も
の
で
し
た
。そ
れ
で
も
天
理
の
病
院
で

の
松
原
医
師
が
市
民
病
院
長
と
し
て
来
ら
れ
て
か
ら

の
再
会
に
続
き
入
退
院
、山
口
先
生
の
デ
ー
ケ
ヤ
ー

の
ご
指
導
は
確
か
に
幸
い
な
事
で
し
た
。送
迎
サ
ー

ビ
ス
の
当
面
の
利
用
第

一
号
と
し
て
生
活
館
に
と
り

忘
れ
る
事
の
出
来
な
い
人
で
す
。御
臨
終
直
後
の
医

シ

師
立
会
い
に
は
訪
問
サ
ー
ビ
ス
中
の
今
井
先
生
が
呼

ば
れ
ま
し
た
。残
さ
れ
た
御
家
族
の
上
に
慰
め
を
祈

り
ま
す
,

一
品
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地
域
に
お
け
る
老
病
弱
者

へ
の
デ
イ
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
の
試
行

じ

め

に

長

い
m

"
老

い
"

は

86

れ
る

こ
と

の
少

な

い
テ

ー

マ
で
あ

っ
た

が

、

一
度

賄

ら
れ

る

や
否

や
堰

を
き

っ

て
流

れ
落

ち

て

き
た

の

は
ね
た

き

り

の

"
老

い
"

で

あ

っ
た

り

ボ

ケ

の
そ
れ

で
あ

り
、
多

分

に
悲
惨

に
イ

メ
ー
ジ

の
す

る

"
老

い
"

で
あ

っ
た
。

ま
た
老

い
や

老

年
、

年
寄

り

に

つ
い
て
種

々

の
俗

説
も
少
な

く

な

・い
。
残
念

な
が

ら

対

象
地

守
山
市

も
例

外

で
は
な

い
。

そ
こ

で
研

究

の
ね

ら

い
は

正
し

い

"
老

い
"
を
住

民

に
知

ら

し
め

る

も

の

で
あ

り
、
か

つ
学
習

の
拠
点

で

あ

る

ふ
れ
あ

い

の
場
を

作

ろ
う
と
す

る
も

の
で
あ
る
。

太
古

、

文

化

の
担

手

"
も
り
や

ま

び

と
"

は
条
里

を

つ
く

り
弛

価

す

る
ま

で

の

ハ
ー

ド
な

而
と

、
他
方

複

流

水
を

リ

ハ
ヒ
リ

に
使

う

ソ

フ
ト
な

而
と

を
同

時

に
兼

ね
備

え
た

知
恵
者

で
あ

り
、

ま
た

宗
教
実

践
家

蓮
如

の
残

し
た

惣

(生

涯
学
習

の

コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
セ

ン
タ
ー

)
を

受

け

継

ぐ
者

達

で
も
あ

る
。
ま

さ

に
高

齢

化
が
抱

え

る

ハ
ー

ド

と

ソ

フ
ト

の
問

題

を
解
決

す

る
処
～方
笈

を

も

っ
た

住

民

で
あ
り

、

か

つ
地
域

で
あ

る
。
地

域

と

は

ミ

ッ
キ

ー

バ
ー

の
定
義

を

も
ら

だ
す

ま

で
も
な

く

、
"
コ
ミ

ュ

ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン
"
と

"
協
働

"

で
あ

る

こ
と

に
は
ま

ず

異

論
な

い
と

思
わ

れ
る

が
、

地

城

開
発

に

と

も
な

い
宅

地
化
が

も
た

ら
し
た

住
民

の
混
在

地

は

こ
れ

ま

で
培

っ
て
き
た

"
共
同

の
社
会

的

特

徴
‖

共

同

の
ア
イ

デ

ア
、
慣

習

、
伝

統
、
感

情

、

さ

ら

に
共

同

の
類
似

性

な

ど
を

と
も

に
分

か
ち

あ

う

こ
と

が
出

来

な

い
と

い
う

葛
藤

が
住

民

間

に
生

じ

て

き

て

い
る

。

そ

う
し
た

事

情
を

鑑

み
新

旧

の
触

合

い

の
場
と
機

会

を
提

供

し
、

と
も

に

人

口

の
高

齢
化

が

も

た
ら

す

問
題

を

正

し
く

理
解

し

、
と

も

に
担

い
あ

え

る

コ
ミ

ュ

ニ
テ

ィ
を
意

図

し
た

も

の
で
あ

る

.

も

と
よ

り

人
・研
究

は

「高

齢
者

福
祉

互
助

会
美

崎

生

活

館

三

ヵ
年

実
施
田

圃
」

の
最

終
期

間

に
あ

た
り

高

齢
ゆ
え
に

も

つ
心
身

の
障
害
(〇
一ω
①
望
①
)が
働
き
や
交

わ

り

な
ど

の
第

二
、

第

三

の
障

害

を

も
た

ら
す

社
会

的

孤

独
を

誘

因

す

る
.

そ

こ
で

"
ふ
れ

あ

い
"

の
場

(生

活
館

)

を

開
放

し

て
住

民

に
学

習

の
場

と
機
会

を
提
供

し
た

.

特

に
家

に
縛

ら
れ

が
ち
な

老
病

弱
者

を
家

庭

の
理

解

と
協

力

を

45

て

こ
の

ふ
れ
あ

い
に
参

加

し

て
も

ら
お

う
と

い
う

デ
イ
ケ

ア
の
試

み

で
あ

る
。

研

究

を

終

わ

る

に

際

し

て
実

践

活

動

の
評

価

は

n
<
堅
目
①
ロ
o
ロ
〈・明
後

87
価

)
の
面

か

ら

い
く

つ
か
整

理

大
阪
ガ
ス
グ
ル
ー
プ
財
団
応
募
研
究

佛
教
大
学
社
会
学
部

山

口

信

治

し
た
カ
ン
フ
ァ
や
ゴ
ー
ル
ド
シ
ュ
タ
イ
ン
の
モ
デ
ル

に
従

っ
た
。
か
れ
ら
が
使
う
キ
ー
ワ
ー
ド

"よ
き
治

療
"
と
は
ヘ
ル
プ
を
あ
た
え
る
者
と
受
け
る
者
と
の

つ
ね
な
る
発
展
の
関
係
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
で

あ
り
、
そ
の
効
果
は
彼
や
彼
女
ら
の
特
異
な
行
動
に

改
変
、
身
の
ま
わ
り
の
様
子
を
客
観
視
で
き
る
よ
う

に
な
る
こ
と
。
さ
ら
に
具
体
的
に
い
え
ば
従
来
の
貧

し
い
人
間
関
係
が
改
善
さ
れ
、
問
題
に
し
て
い
た
事

柄
に
対
す
る
洞
察
が
で
き
、
そ
れ
に
伴

っ
て
不
安
や

緊
張
が
解
消
で
き
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
そ
れ

ま
で
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
変
化
が
み
ら
れ
る
と
い

う
評
価
内
容
で
あ
る
が
、
結
果
は
不
安
、
緊
張
以
外

に
著
し
い
改
善
が
み
ら
れ
た
の
で
報
告
す
る
。

対

象

地

守

山

対
象
地
に
選
ん
だ
地
域
は
特
に
急
速
に
人
口
の
高

齢
化
が
す
す
み
つ
つ
あ
る
滋
賀
県
守
山
市
の
農
村
で

あ
る
。
北
西
に
は
広
大
な
湖
が
北
は
野
洲
南
流
、
そ

し
て
東
西
に
田
園
が
ひ
ら
け
る
静
か
な
農
村
で
あ
る
。

し
か
し
、
静
か
な
反
面
た
び
重
な
る
あ
ば
れ
川
の
威

名
を
も
つ
野
洲
の
鉄
砲
水
に
悩
ま
さ
れ
て
き
た
低
い

デ
ル
タ
地
帯
で
も
あ
る
。
も
と
よ
り
南
北
に
広
が
る

広
大
な
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
ど
仕
切
ら
れ
た
北
部
は
、

ひ
と
び
と
の
往
来
を
困
難
な
も
の
に
し
て
き
た
。
そ

れ
ば
か
り
か
そ
の
隔
た
り
が
"
南
"
の
中
心
地
と
"北
"

の
地
理
的
辺
境
を
つ
く
り
、さ
ら
に
心
理
的
偏
狭
"
き

た
"
を
も
つ
く
り
あ
げ
て
き
た
所
で
あ
る
。
さ
ら
に

湖
周
道
路
の
整
備
を
は
じ
め

「琵
琶
湖
ネ
ッ
ク
レ
ス

構
想
」
に
伴
う
整
備
事
業
が
す
す
め
ら
れ
ホ
テ
ル
や

レ
ジ
ャ
ー
施
設
な
ど
が
、
ま
た
農
地
の
転
用

(宅
地

化
)
が
す
す
み
開
発
ラ
ッ
シ

ュ
ー
色
で
塗
り
替
え
ら

れ
た
地
域
で
あ
る
。
当
然
こ
う
し
た
開
発
ゆ
静
か
な

田
園
の
イ
メ
ー
ジ
を

一
変
さ
せ
、
昼
夜
別
な
く
車
で

異
動
す
る
若
者
た
ち
の
残
す
騒
盲
と
ゴ
ミ
が
住
民
の

感
情
を
さ
か
な
で
し
て
い
る
。
さ
ら
に
開
発
は
幹
線

道
路
ぞ
い
に
モ
ー
テ
ル
や
パ
チ
ン
コ
興
業
、

コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
ー
な
ど
の
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
を
加
速

さ
せ
、
土
地
を
提
供
し
た
者
と
そ
う
で
な
い
者
と
の

問
に
、
地
域
的
連
帯
に
な
ん
ら
か
の
支
障
を
き
た
し

て
い
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
む
し
ろ
わ
れ
わ
れ
の
関

心
は
開
発
に
よ
っ
て
宅
地
に
分
級
さ
れ
、
そ
こ
に
移

り
住
む
よ
う
に
な

っ
た
住
民
と
の
混
在
地
に
新
し
い

"き
た
"
と

"
み
な
み
"
を
つ
く
り
あ
げ
た
地
域
の

分
断
と
、
新
と
旧
の
住
民
の
接
点
を
喪
失
さ
せ
た

こ

と
か
ら
生
じ
る
住
民
の
葛
藤
や
慢
性
的
な
不
満
問
題

で
あ
る
。
今
後
人
口
の
高
齢
化
に
と
も
な

っ
て
起

こ

る
老
後
老
人
に
対
し
て
、
地
域
の
は
た
す
役
割
や
期

待
に
福
祉
追
及
と
し
て
の
地
域
が
求
め
ら
れ
る
の
は

至
上
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。あ
え
て
地
域
を
ア
ソ
シ
エ
ー

シ
ョ
ン
と
対
比
さ
せ
た
マ
ッ
キ
ン
パ
ー
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
概
念
を
持
ち
出
す
ま
で
も
な
く

「地
域
は

一

定
の
地
に
ひ
と
び
と
が
い
っ
し
ょ
に
住
み
、
か

つ
生

活
の
い
ろ
い
ろ
の
而
で
互
い
に
接
触
す
る
こ
と
に
よ

り
自
然
と

"
共
同
の
社
会
的
特
徴
"
が
生
ま
れ
て
く

る
も
の
で
あ
り
、
あ
る
程
度
の
包
括
性
や
自
足
性
を

も

っ
た

社

会
集

団

」

(見

田
、
栗

原
、
田
中
編

「社

会

学
事

典

)

だ

と
定

義

で
き

る
.

で
は

こ
の

"
共

同

の

社

会
的

特

徴

"

と
は

な
に

か

で
あ

る
が

一
定

の
類

似

性

と

か
共

同

の
信
念

、
共

同

の
慣

習

、
さ

ら

に
は
伝

統

や

典

麗
感

情

な

ど
も
含

め

て
よ

い
.
だ

が

し
か
し

、

最

前

指
摘

し

た

よ

う
な
00

発

に
伴

っ
て
生

起
す

る

問

題

の
な

か

に
は

そ
う
し
た

伝
統

的

な
概
念

規
定

が

危

機

に
瀕

し

、
"
わ
れ

わ
れ

"
意

識

と
か

"
と
も

に
"
と

い

っ
た

認

識
が

危

恨
さ
れ

て
な

ら
な

い
。
あ

ら

た
め

て
今

な

ぜ

地
域

な

の
か
問
う

問
題

が

こ
こ
に
は
台

頭

し

て
き

て

い
る

の

で
あ

る

。

研
究

の

ね
ら

い
と
方
法

一
。

ふ
れ

あ

い
セ

ン
タ
ー

生
活

館

生
活

館

は

地

域

に
開
か
れ

た

住

民

の
ふ
れ
あ

い

の

場

で
あ

る
。

ア

イ

デ
ア
は

十
九

世
紀

英

国
に
開

花

し

た
博
愛
主
義
者

の
理
想
(価
値
観
)
..呂
o
⇔
o
巴
町
四
日
o
ロ
o
尾

ぴ
旨

巴
⑩
o
昂
コ
o
o
O
⑩
ゴ
百
..を
実

践
す

る
も

の
で
あ

る
。

つ
ま

り
経

済

的

な

資
源

の
提
供

ば

か

り
か
優

れ

て
友

情

を

と

い
う
よ

り

、

人
的

資

源

の
活
用

に
力

点

を
お

い
た

民

m

の
ボ

ラ

ン
テ

ィ
ア
組

織

で
あ

る

。
規
定

に

よ

り
理

事

と
評

議

員

を
置
き

総

会

で
決
定

、
運

用
す

る
機

関

を

も

つ
、

さ

ら
に

そ

の
下
部

に
館

長
な

ら

び

に
若

干
名

の
事

務

員

と

ワ
ー
カ

ー
を

お

い

て
活
動

し

て

い
る
。

そ

の
お
も

な
事

業

は
医

師
に

よ
る
医
療
相

談
事
業

、

福

祉

研
究

者

に

よ

る
福
祉

相
談

事
業

、

館
長

や
奉

仕

意

欲

の
あ

る
篤

志
家

に

よ
る
訪

問

活
動

事
業

(
一
声

.
運
動

、
友

愛

訪

問
)
、
人
材

銀

行

の

ス
タ

ッ
フ
ら

に
よ

る
生

き

が

い
と

創

造
事
業

、
ボ

ラ

ン
テ

ィ
ア
に

よ

る

デ

イ
事

業

(移

送

、
給
食

、
買

物

、
シ

ョ
ー

ト

ス
テ

イ

な

ど
)
、
そ
れ

に
当

館

と
隣

接
す

る
自

治
会

と

の
懇
談

事

業

な

ど
な

ど
あ

る
。

活

動

の
運
営

は
個

人

(館

長

)

の
資
産

と

「
高

齢

者
福

祉

百

助
会

」

の
会

費

や
寄

付
金

、

そ

の
他

稀

々

の
助

成

金

で

ま

か
な

っ
て

い
る
。

二
、

こ

こ

に

至

っ
た
経

過

昭

和

四
十

七

年

、
有
川

老
人

ホ
ー

ム

「ガ

リ
ラ

ヤ

会

み
ぎ

わ

ホ

ー

ム

」
と

し

て
出

発
し
た

。
昭

和

五
十

年
第

前

半

(
51
～

55
年

)
に
は
老
年

……
題

の
研
究
者

(吉

田
寿

三
郎

、
・井

岡

勤
、

山

口
信

治
)
ら

に

よ
る
プ

ロ

ジ

ェ
ク

ト

が
組

織

さ
れ

、
ま

ず

地
域
福

祉

の

ニ
ー

ド

調
査

を

実
施

し
た

(厚

生
化

学
研

究
)
、
続

い

て
丸

紅

、

三
菱

払

金
を

う
け

、
デ

イ

ケ

ア
セ

ン
タ
ー

の
実

験

的

設
営

に
取

り
組

む

。
他

方

、
農

村
地

区
を
担

当

し

た

研
究

員

(
山

口

、

岡
田
繁
雄

、

山
本

武

四
郎
)

ら

を

中

心

に
改

革

の
担

い
丁
オ

ピ

ニ
オ

ン
リ

ー
ダ
ー

と

、

そ

の
人

的

影

響

を

仮
設

に
高

齢

化
と

"
ウ

エ
ル

エ
イ

ジ

ン
グ

運

動

"
を

展
00

し
た

(
の
ち

に
全

市

の

"
ゆ

た

か
な

老

後

の
ま

ち
づ

く
り

"

運
動

に
発

展
)。

昭

和

五
十

九

年

柳
原

正
典

理
事

(
元
県

医
師

会
会

長

)

ら

の
発

議

に

よ

り

「高

齢
者

福

祉
互

助
会

美
崎

生

活

館
」

に
名

を

改

め
、

従
来

の
施

設

ケ

ア
か

ら

地

域
ケ

ア

へ
の
転

換

を

は

か

っ
た

。
さ

ら

に
昭

和

六
十

二
年

よ
り

「生

活

館

の
三

ヵ
引

回

」
を
検

討

、
社

会

的

ニ
ー

ド

に

こ
た

え

る
た

め

の
組

織

と

し

て
館

の
整

備

を
は

か

り
デ

イ

ケ

ア
サ

ー

ビ

ス
に
備

え

る
た

め

、

第

一
期

、

庭

野

平
和
財

団

よ

り

ニ
カ
年

研
究

助

成

を

い
た

だ
き

生

活
館

の
デ

イ
ケ

ア

の
設
備

備

品

(移

送

に
使

う
車

の
搬

入

、
車
椅

子
の
購

入

、

ス

ロ
ー

プ

の

整

備

)
、
ま

た
館

の
内

部

に
は

医
療

相
談

室

、
静

養

室

、

入

浴
施

設

(風

呂

場

の
改
修

工
事

)
、
シ

ョ
ー

十

ス
テ

イ

の
居

室

(
二
階

二
室

)
、
キ

ッ
チ

ン
、
手
洗

い
、
そ

の
他

多

目

的

ホ
ー

ル

(
一
階

㎜
㎡

)
を

整
備

、
加

え

て

教

育
機

器

と

し

て

A

V
機

器

(
T

V
、
ビ
デ
オ

)
、
教

育

用

テ
ー

プ

な

ど

の
購

入
を
計

っ
た
。

そ
し

て
最

大

の
姫

備

は
活

動

を
支

え
る
ボ

ラ

ン
テ

ィ
ア

の
養

成

と

そ

の
講

座

、
講

師

陳
な

ど

さ
ら

に
㎜

催

の
時

期
な

ど

を
検

討

し

た
。

実

施
計

画

第

二
年
目

は

"
ふ

れ

あ

い

活
動

"

の
人

的
資

源

と

し

て
地
元
か

ら

奉
仕

意

欲

の

あ

る
信

徒

(
真
宗

、
天
理
教

、
キ

リ

ス
ト
教

)
、
さ

ら

に
は
専

門

の
棉

祉

従
事
者

を

組
織

し

て
老

病
弱

者

の

も

つ

ニ
ー

ド
に
対

応
さ

せ
た

。
同

時

に
医

療

と
福

利

の
連
携

を
た

し
、

か
め

た

め

の
実

験

と

し

て
プ

ラ

イ

マ
リ

ー

ケ

ア

を
実

施

し
た

。

三
人

の
医
師

団

と

ソ

ー

シ
ャ

ル

ワ
ー

カ
ー

と

を
連
携

し

て

「
福
祉

台

帳

」
(
山

口
ら

の
鯛
査

に
よ

る
福

祉

ニ
ー
ド

の
サ
ー

ビ

ス

マ

ニ
ュ

ア

ル
、

表

1

参
照

)

に
基

づ

き
緊
急

、

か

つ
医

療

相

談

の
必

要
度

の
高

い
会

員
を

生
活
館

へ
の
通
所

も

し

く

は
訪

問

に
よ

っ
て
、

健
康

チ

ェ
ッ
ク
は

も
と

よ

り

も

ろ

も

ろ

の
相

談

に
応

じ
た

。

こ
れ

は
健

康
管

理
ば

か
り

か

早
期

38
見

、

早
期

治
療

と

い
う

予
防
的

効

果

を
ね

ら

っ
た

も

の

で
お
お

い
に
期
待

さ
れ

た

。

加

え

て
家

庭

で

の
介

護

内

容
や
介

護
者

の
事

情
と

い

っ
た

も

の
が

直

接
観

察

で
き
適

宜
助

言
が

で
き
た

た

め
家

庭

の

不
安

解

消

に

役
立

っ
た

。

こ
う

し

て
館

の
内
外

を
結

え
、

第

三
年

目

の
本

研

究

(
デ

イ
ケ

ア
サ

ー

ビ

ス
)
の
年
を

迎

え

た

の
で
あ

る

。
と

く

に
今

回

は

"
ふ

れ

あ

い
"
ボ

ラ

ン
テ

ィ

ア
に
宗
教

系
大

学

の
学
生

を

旭

川

し

た

。

三

・
活

動

と

そ

の
効

果

"
は

じ
め

に

"
で
触

れ

た
よ
う

に

こ
の
地
域

や

住

民

が
北

と

南

、
新

と

旧
と

の
は
ざ

ま

に
恨

性
的

不

満

や

葛
藤

に
病

ん

で

い
る

こ
と
を

述

べ
た

。

同

一
の
自

治

会

に

所
属

し
な

が

ら
結

び
目

が
な

い
、

た

と
え

ば

連

絡

網

一
つ
み

て
も

わ

か
る

よ
う

に
班
割

り

が

一
か
ら

ヒ

が

旧
集

落

で
、

さ

ら
に
幹

線
道

路

を
隔

て
て

九
班

か
ら

と

飛

ん

で

い
る

。
鯉
山

は

は

っ
き

り
し

な

い
、

た
だ

境

界

を
超

え

て
ふ
れ
あ

い
を
も

っ
た

り

し
な

い

ば

か

り
か

、
新

住

民

に
対

し

て

"
よ

そ
者

"

と

し

て

一
線

を

画

し

て

い
る
。
す

す

ん
で
協

働

や
共

同

の
ア

イ
デ

ア
、

慣

習

、
伝

統

、
感
情

と

い

?
た
社

会

的

特

徴

を
共

有

し
よ

う

と

い
る
者

は
な

い
。

こ
こ

に
人

格

破
壊

に

つ
な

が

る

"
周

辺
人

"

(
マ
ー

ジ
ナ

ル

マ
ン
)

の
出

現

が

予
想

さ

れ
得

る
。

さ

ら

に

加
齢

に
と

も
な

う
心
身

の
衰

え
は

老

い

の

第

一
次

的

障
害

..合
切
①
互
o
..
で
あ

る
が

、
そ
れ

が
引

き

`
金

と

な

っ
て
第

二
、

第

三

の
障
害

を

も

た
ら

す

こ
と

に

も
な

る
。
働

き

や
交
わ

り

の
阻
害

で
そ

の
人

と

の

交
わ

り

の
障

害

が

孤
立

や
孤
独

を
誘

因

す

る
も

の
で

あ

り

、

も

っ
と

も
力

を

入
れ

て
防

止

し
な

く

て
は

な

ら

な

い
問
題

中

の
問

題

で
あ

る
。

原

理
的

に

は
人

の

傾

と

顔

と
を

直

接

対

面
す

る
よ
う

な

、

か

つ
そ

こ
か

ら

生

ま

れ

る

心
理

的

な
感
情

、
親

し
さ

が

触
雷

さ

れ
"

わ
れ
わ
れ
意
識

"と
か
、
と
も
に
わ
か
ら
あ
え
る
感

}

情
や
協
働
が
不
可
能
に
な
る
こ
と
で
あ
る
.

ま
さ
に
そ
の
人
の
人
と
の
閥
で
生
じ
る
も
の
が
研

究
者
ら
の
求
め
る

"
社
会
"
な
の
で
あ
れ
ば
そ
の
阻

害
状
況
が
問
題
な
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
老
病
弱

の
た

め
社
会
参
加
の
機
会
が
少
な
い
着
た
ち
に
生
活
館
が

ふ
れ
あ
い
の
場
と
機
会
を
提
供
し
よ
う
と
し
た
も
の

で
あ
る
.

月

一
回

(第
三
土
曜
日
)
レ
ベ
ル
A
、
B

(表
2
)

一

の
老
病
弱
者
を
車
で
送
迎
し
生
活
館
に
集
め
る
。
ふ

れ
あ
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
奉
仕
意
欲
の
あ
る
高

齢
者
や
学
生
と
の
接
触
の
点
と
線
を
は
か
っ
た
。
具

体
的
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
午
後
学
生
ら
の
送
迎
サ
ー
ビ

ス
に
は
じ
ま
る
、
お
お
よ
そ

一
時
間
を
か
け
周
囲

一

キ
ロ
四
方
の
会
員
を
家
庭
か
ら
生
活
館
に
運
ぶ
。
館

に
つ
く
と
医
師
ら
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
が
は
じ
ま
る
。

簡
単
な
打
聴
診
、
健
康
管
理
、
食
事

(食
品
交
換
)

な
ど
医
師
の
綿
密
な
チ

ェ
ッ
ク
が
続
く
。さ
ら
に
ワ
ー

カ
ー
や
福
祉
研
究
者
に
よ
る
個
別
的
な
面
接
と
集
団

に
よ
る
リ
ア
ル
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
る
。

多
目
的
ホ
ー
ル
に
は
ま
る
く
椅
子
が
な
ら
べ
ら
れ
自

由
に
座

っ
て
も
ら
う
。席
は
ほ
ぼ
指
定
さ
れ
る
が
「あ

な
た
は
ど
な
た
?
い
ま
ど
こ
に
い
る
の
?
、
と
な
り

レベル別 サー ビスマニ ュアル表1

レペ ノレ 条 件 ADL
医 療
一り一 ビ ス

友 愛
り^一 ビ ス

表2 レベル別ケア老人の数
一 －

A

¶度

もっ と もケ ア を必 要 とす る老 人
1、 ね た き り老 人.ち1ま う老人

2専 門の 治療 を要す る老 人
3退 院 後京 で 静養 を 要守 る老 人
4、 家 庭 で ト分 な ケア を受 け られ ない ε人

5、 家 庭W膿 に限 界の ある 老人
6、 介補Wを 欠 く ε人 で週1回 亨ワ度 の 医 方の 診 察
ケー ス ワー カー の 訪問活 動
プ ライマ ー ケ アの 提供
老 病9弓 占の 自 立1、助 を助`ナ る

家族 への ア ドバイ ス
個別 的処 遇 とW卯 の必 要
家族 との調 整
木 人の 盲斑 にun

あ らゆ る情 報 をあ つ め る
ケ ース カ ンフ ァ レンスの 実施

(一一)

週1回 の ホー ム ケ ア

リー ピス

しき)

(入 浴 、湘

レベル ABCDE §1

性

別

男

女

322316

3771320

26

50

§1 6991636 76

B

中度

危 篤 状態 を脱 し.安 定 した 適応 能 力 を回 復 した老 人、 回 復
しっ つ あ る老 人、 その 後 引 き続 きPケ アの 必 要な家 族

医 療 相談1に 対 して拓{祉サイ ドの 友 愛肪m活 動 を2の 割 合

で 要 ケア老 人や 家 族 、介 護 右 を支援 で きる老 人1比帯

(一) 月に2同
月 に2～

3回

.
生
活
館
見
学
記
藤
浪

み
や
子

去
る
四
月
十
四
日
の
デ
イ
ケ
ア
に
私
た
ち
友
の
会

員

三
十
余
名
が
美
崎
生
活
館

へ
見
学
に
伺
い
ま
し
た
。

友

の
会
と
は
明
治
三
十
六
年
、
羽
仁
も
と
子
の
創
刊

に
よ
る
雑
誌

「婦
人
之
友
」
の
愛
読
者

の
会
で
あ
り

ま
す
.
全
国
各
地
、
海
外
の
都
市
に
も
あ
り
、
そ
の

数
は

一
九
二
あ
り
、
今
年
創
立
六
十
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。
岡
田
館
長
の
母
上
は
,
創
立
の
翌
年
昭
和
六

年
、
旧
満
州
の
遠
隔
友
の
会
に
入
会
、
終
戦
と
共
に

京
都

へ
引
上
げ
ら
π
京
都
友
の
会
に
す
す
ん
で
入
会

さ
れ
、
以
来
最
年
長
者
と
し
て
敬
愛
さ
れ
つ
つ
昨
年

七
月
九
十
五
才
で
昇
天
さ
れ
ま
し
た
。
こ
ん
な
ご
縁

で
、
今
日
さ
し
迫

っ
た
問
題
と
な
っ
て
い
る
在
宅
老

人
福
祉
の
た
め
、
ご
献
身

の
美
崎
生
活
館
を
見
学
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
地
で
長

く
患
者
を
診
て
こ
ら
れ
た
先
生
の
嫁
姑
の
問
題
の
皆

と
の
さ
ま
が
わ
り
や
、
ね
た
き
り
の
老
人
の
在
宅
看

護
の
む
つ
か
し
さ
等
う
か
が
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ビ

デ
オ
に
よ
り
、
老
人
福
祉
問
題
の
欧
米
各
国
の
実
情

を
見
せ
て
い
た
だ
き
、
日
本
が
如
何
に
意
識
の
点
で

遅
れ
て
い
る
か
を
思
わ
さ
れ
ま
し
た
.

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
カ
ラ
オ
ケ
、
そ
く
し
ん

法
と
い
う
健
康
法
の
蘭
留
も
あ
り
、
毎
月
、
こ
う
い

う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
を
準
備
さ
れ
る
の
も
お
n

折

り
の
こ
と
と
思
い
ま
し
た
。

柳
原
先
生
の
老
人
医
療
の
お
話
、
先
生
の
よ
う
な

御
経
験
の
深
い
高
年
の
方
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
支
え
て
下
さ
る

「生
活
館
」
は
何
と
恵
ま
れ
て
い

る

こ
と
か
と
感
じ
入
り
ま
し
た
。

昭
和
五
年
第

一
回
全
国
友
の
会
の
決
議
文
に

「家

庭
に
お
け
る
封
08
的
個
人
主
鑓
的
の
気
風
を
清
算
し

て
愛
、
自
由
、
協
力
に
よ
る
新
家
庭
精
神
の
樹
立
に

努
力
す
る
志
を
同
じ
く
す
る
女
性
の
団
結
に
よ
り
、

愛
、
自
由
、
協
力
の
新
社
会
の
建
設
に
努
力
す
る
。

こ
の
為
に
各
自
の
有
す
る
機
会
、
才
能
、
労
力
を
惜

し
み
な
く
漱
げ
ん
こ
と
を
約
束
す
る
」
と
あ
り
ま
す

が
、
生
涯
、
そ
の
志
を
全
う
さ
れ
た
岡
田
館
長
の
川

上
の
志
は
今
、
こ
の
美
崎
生
活
館
に
見
事
に
受
け
継

が
れ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま
す
。

私
た
ち
も
、
私
た
ち
の
地
域
で
、
こ
れ
か
ら
は
、

こ
う
い
う
働
き
を
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
と
思
わ
さ

れ
た
こ
と
で
し
た
。
岡
田
館
長
ご
夫
妻
の
こ
献
身
、

送
迎
、
そ
の
他
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

々
の
お
W
折

り
の
も
と
、
益
々

「生
活
館
」
が
よ
き
実
を
86
び
ま

す
よ
う
お
祈
り
致
し
ま
す
。

一路



一一



資料1-7 プ ログ ラム小 委員 会企画 シンポ ジウム

日本人 間性心 理 学会 第6回 大 会 9月11B(金) 13:30～17:00 法輪閣大ホール

会

会－
N
↓

期

場

プ ログラム

1987W…9♪jUl](金)～131ヨ(日)

法 輪 閣(立 正 使成 会)

東京』1;杉並区和川

司会者

人 間 の 実 践

一 現 場 か ら の 提 言 一

新 田 泰 生(宝 仙学園短期大学)

小 柳 問 生(香 川大学)

発囲者A精 神分裂病者の回復過程

一 やどかりの里実践を適して一

谷 中 輝 雄(や どかりの里)

8女 性の家HEしPで 出合 った来日アジア女性の問いかけ

一1986 .4～1987.6の 実践 を通 して一

大 烏 静 子(女 性の家HELP)

日本人 間性 心理 学 会第6回 大 会準 備 委 員 会

〒166束 京都杉並区和田2丁 目3治14号

佼成 カ ウ ンセ リン グ研 究所 内

TEL(03)384-1627㈹

C教 育の可能性を求めて

遠 旅 登(自 由の森学園)

D人 間尊重の実践をめざして

一 美崎生活館 ・高齢者溜祉互助会の場合一一

山 口 信 治(仏 教大学)
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資 料1-8

研 究 フ ォー ラム

 

■

「生命の尊厳を支えるもの

医療と宗教の接点」

(昭和62年10別9日 於 厚生年金会館)

口 搬庭野平和財団

日

次

あ

い

さ

つ

理
事

艮

長

沼

扉

之

基

調

発

題

一
、

「
同
院
覧

「
・.℃
'
、
牛
・ー
ム
に
お

け
る
仏

教
活

動

の
現
状

と

問
題

点

い

60

谷

大

学

教

授

西

光

飛

散

ユ
.
、

「
末
隅

医
噛

⌒
タ
ー
ミ

ナ

ル
ケ

ア
)

と

日
木

人

の
死

生
硯

に

つ
い
て
」

自
治

医
科

大
学

助
教

授

平

山

正

W

三
、

「
死

の
不
安

と
宗

教

の
役

割

」

大
阪

大

学
医
学

部

環
境
医

学
医

員

円

山

誓

偲

.一

.

四
域
丸

が
か

え

の
昧

喰

の
試

み
」

仏
教

大
学
社

会

学
部

教
授

山

11

61

冶

パ
ネ

ル

デ

ィ

ス

カ

ッ

シ

ョ

ン

461223

,寸

ネ

ラ
|

略

歴

O
,ぐ

ネ

〃 〃 〃

リ

ス

ト

O
コ

1

デ

イ

ネ

1

タ

1

.唄

マ
リ

ア
ン
ナ
医
科

大
学
教

授

坂
本

兜

西
光

義
敵

平
山

正
質

円
山

誓
信

山
日

借
治

:17 .5.50
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(1)資料1-9

0月24日(土 曜日)

読売新開

昭和62年(1987年)☆都内 ・多摩☆14版人13)

匿
璽
竃
嚢
墓
董
獲
蕪

≡
≡
一=
郵

=　≡
==一==曇

=一一≡
=一∋
==
曇

≡
一=≡
==
==三
≡

醐
鵬
化
が
轟

に
連
み
、
ガ
ン

な
ど
慢
性
疾
患
が
嫡
施
す
る
中

で
、
東
川
医
療
の
問
題
が
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ

戸
工東
京

・
新
宿
で
開
か
れ
た
研
究

フ
ォ
ー
ラ
ム

(
庭
野
平
10
胴
囲
主

催
)
で
は
、
.
「
生
命
の
尊
厳
を
支

え
る
も
の
ー
-
医
原
と
宗
教
の
凝脂に熱心に耳を傾ける参加看たち

〉上く

点
」
を
テ
ー
マ
に
、
四
人
の
脚
師

が
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
や
胴
査
を
報

告
。
約
二
百
人
の
参
加
者
が
熱
心

に
耳
を
傾
け
た
。

ま
ず
、
竜
谷
×
教
授
の
西
光
稜

敬
さ
ん

(汁
妻
福
祉
学
)
は
、
京

都
仏
教
会
を
中
心
と
す
る
病
院
や

老
人
ホ
ー
ム
で
の
宗
教
活
動
を
紹

介
。
病
院
長
、
㈲
頭
婦
長
、
老
人

ホ
ー
ム
の
指
讃

な
ど
に
対
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
胴
査
の
絶
果
か
ら

「宗
派
に
か
か
わ
ら
ず
、
宗
教
団

体

へ
の
勧
誘
は
拒
否
す
る
も
の

の
、
老
人
を
訪
問
し
、
心
を
な
ぐ

さ
め
る
活
動
は
求
め
ら
れ
て
い

る
。
医
師
、
摺
腰
翻
、
施
設
職
員

の
塾

阿
に
、
宗
教
者
が
、
何
ら
が

の
偶
罰

を
果
た
す
べ
き
玉

泳
な
い

か
」
と
偲
琶

し
た
。

日
本
人
の
死
生
鰻
が
、
闘
蟹

度
や
、
臓
器
移
禰
、
献
体
な
ど
の

問
題
と
ど
つ
か
か
わ
2
ξ

る
か

 に
っ
い
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
胴
査
を

も
と
に
考
察
し
た
の
は
自
治
医
科

.
大
助
教
授
の
平
山
正
真
さ
ん

(
抽

抑
科
)
。

'体

へ
の
過
度
な
懲
性
移

く
は
、
岡

「日
本
人
は
、
死
を
忌
み
嫌
う

23
移
植
や
献
体
に
対
し
て
否
定
的

傾
向
が
強
く
、
自
分
の
死
に
立
ち

な
藻

と
な
る
の
で
は
一
と
疑
問

向
か
曇

が
弱
い
。
出た

個

を
投
げ
か
け
た
ち

続
い
て
大
阪
大
医
学
部
環
境
医

授
の
山
口
個
品
さ
ん
は
、
滋
賀
県

守
山
市
で
の
、
老
人
を
対
雛
と
し

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
「生
活
飽
」

の
試
み
を
紹
介
し
た
。

家
庭
で
寝
た
き
り
の
老
人
た
ち

一."・`1

縮

で
講
難

.郷
難
難

や

紳

航ぼ
鰭
藻
舗
綿
唖聾
袴
竪
諮
竪
聡
一

究

ふ

萎

藷

の
度
合
い
が

間
に
情
い
か
に
藁
が
嚢

…

一え

霞

念
、
霊
魂
の
存
在
か
薗

じ
る

り
戻
し
た
ケ
ー
ス
か
報

告
。

「人

`

研

鶴

翼
雛
⑳鍵
霧

鐘
鍾
…語
聾

神
…

性

庄
酩
に
か
か
わ
ら
ず
、
宗
教
意
醐

ヒ
し
た
手
を
旭
2
ぱ

す
と
、
掘

…

て

慢

窪

へ
逆
に
な
い
人
に
比
べ
、
B

え
し
一重

蔦

美

…

じ

め

勧

璽

治
潔
謬
言
請
緊
蕪

㍊
…

求

蹴

翼

翼

誌
誤

れ竃
藷

ヂィア㍍

占
バ

高

.顯

メ
ギ
斑蓮
萎

「
"諦
㌍
雛

粍麺

鰍

…

接

額
翼

つ巽
四襲

鰭
糞

雛

囎
ひ
　

わ
ら
ず
、
死
の
不
安
は
減
ら
な
い

い
一～

れ
た
,ε
を
震

か
ら
間

…一

の
弱
卓デ

一も
あ
い
ま
っ
て
、
医
師

こ
ヂ
τ
む
わ
か
っ
た
。

「高
齢
者
の

き
、
逆
に
、
自
分
が
愛
さ
れ
て
い

　

へ
の
依
得
的
馨

隅が
ゐ

勾
.
過
剰

死
の
不
安

ゲ
ξ

2
∨
る
か
、
医
療

ζ

ア
一に
気
づ
い
た
。
一
弔

し
た

な
治
療
や
検
査
が
横
行
す
る
背
景

と
宗
教
の
共
通
の
課
題
」
と
繕
ん

例
か
・呈
示ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
若

に
情

工
の
志
づ
な
日
本
人
特
有

だ
..

者
の
轟

を
変
え
、
新
た
な
接
点

{

 の死
仕
亀

O
」ソ
癌
測
。
「死

石

に
、
仏
教
大
往
#学
部
教

と
塗
Φ
可
能
性
多
訴
え
た
。
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(2)資料1-9

昭和62牢(1987年)10月25日(日1読売新聞☆12S☆(13)

層

・

..

=≡
==≡
=三
≡

=

医
療
渠
宗
妻
達
肇
萎
萎

=
一≡
≡
一差

==一　一≡
=≡
======
≡
一===
=∈
==

=
≡
≡

一=
==
=一
一=
=一==
==
=ヨ
ー一=一一≡
≡
=
=一=
=
=
一一≡

{鰭

の
q
峨
串
妥
え
う
ら
の

田
偏
ピ
工
爪
助
船
㍑
擬
点

一
浄
一テ

ー

マ
に
し
た
研
究
フ
寸
ー
ラ
ム

(庭
野
恒
旧
財
団
左
側
)
の
第
二

部
砧
『

塁

・リ
ア
ン
ナ
暖
日
大
教

授
の
坂
本
塑

↓一ん
そ
「
T

デ
,
.ネ

ー
ク
ー
に

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
が
行
わ
れ
た
、
束
期
暖
蝦
の

闇

で
、
ぽ
府
ヂ
エ
州
政
が
、
μ
う

手
を
組
む
二
』
昂
で
き

つ
か
..
生

や
死
、
φ

O
い
坤総
竺
'、
μ
う
孜

衛
し
て
い
け
ば
よ
い
の
か
な
ど
四

人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
が
話
し
合

っ

た
♪暖
室
.へ
㌔
2
=
死
・二
端
数
一.、い

う
生
死
ぽ
憤

う
違
う

パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
一.己
ユ
エ
ず
二

の
問
題
に
鶉

が
出
申
し
た
。

宗
教
が
死
を
生
の
延
長
線
上
に

』
ザタ

へ、
生
死
は

一
体
・'考

・丞
s

い
る
の
に
対
し
て
、
医
療
は
、
生

死
を
㊨黍

巳

分
離
し
、
死
は
匿
班

の
敗
北
、
と
考
え
て
い
一2
味
ど
の

患
兜
が
出
さ
れ
た
シ

限
限
が
死
を
拒
絶
す
る
だ
け
で

==曇

一====

〉下く

円
山
細藩

芦

W
。

 自
治
医
大
助
教
授
の
平
山
正
真

さ
ん
も

「医
療
は
、
ひ
た
す
ら
痛

慣
し
て
い
っ
た
..

円
山
さ
'ぽ
吐
「
医
原
に
は
、
狸

か
な
入
間
的
体
験
が
、
青
翠

ζ
し

て
必
要
」シ
締
}ぷ
.間
八俸
的
に
は
、

医
学
部
の
埜
生

に
は
、

一
年
生
の

聞
か
ら
弼
棟
"
老

人
ホ
ー
ム
で
の

ボ
ラ
ン
テ
ノ
,ア
活
動
多
き
せ
↓黛

↑芦

}の
偲
潰
を
し
た
..

宗
教
が
医
原
に
芦
∀
つ
か
か
わ
る

末

期

医

療

で
「生

死

」「愛

」は

円山 書信さん

 

は
、
い
た
ず
ら
な
延
命
、
逆
に
、

死
が
確
実
な
患
畜
の
切
り
堕

と
砂

避
け
ら
れ
な
い
の
か
も
し
れ
な

い
..

一際
師
に
と
っ
て
、
愚
考
の

死
は
、
採
血
と
同
じ
よ
う
に
日
南

的
だ
.、
}丁
っ
い
う
喝
で
の
死
の
散

荷
は
可
能
か
、
可
能
な
ら
だ
れ
が

す
る
の
か
考
え
た
い
」
と
発
色
し

た
の
は
大
阪
×
学
医
学
86
医
員
の

、4■h'

平山 正i真さん

散さん西光

う
闇
闇
も
と
び
出
し
た
。

こ
れ
に
対
し
一＼

竜
谷
天
教
授

の
西
光
強
敵
さ
ん
は
、
新
潟
で
仏

教
系
ホ
ス
ピ
ス
が
で
き
宰

定
で

あ
9
」と
、
京
甑
の
病
院
で
、
月

一回
、法
語
序
r
)て
い
る
例
な
く

地
域
に
ょ
っ
て
は
熱
心
な
憲
政
者

が
出
て
い
る
こ
と
を
述
べ
な
が

ら
、

「仏
教
者
は
、
必
ず
し
も
信

者
た
ち
の
求
め
に
応
じ
て
い
な
い

点
を
反
省
す
べ
き
だ
。
手
近
な
老

人
ホ
ー
ム
、層あ
る
い
は
病
院
の
ベ

ッ
ド
サ
イ
ド
に
立
つ
こ
と
か
ら
ま

学

ぶ

こ
と
多

い
ボ

ラ

ン
テ
ィ
ア

み
を
排
除
し
よ
う
と
し
て
き
た

'が
、
痛
み
を
引
き
受
け
る
こ
と
も

人
間
に
は
必
要
な
の
で
は
な
い

か
」
》
江
簡

を
投
げ
か
け
た
。.
論

理

O
こ
二
か
ら
さ

り
に
医
療
に
た

ず
さ
わ
る
入
た
ち
の
緻
育
に
と
発

か
で
は
、
宋
朝
医
猟
の
た
め
の
先

駆
的
な
試
み
と
し
て
キ
リ
ス
ト
教

系
の
ホ
ス
ピ
ス
が
、
日
本
で
も
い

く
つ
か
作
ら
れ
て
い
る
が
、
《
扇

か
ら

{仏
穎
の
人
た
ち
は
、
ど
ん

な
活
動
を
し
て
い
る
の
か
」
と
い

山口 信治さん

ず
始
め
た
ら
」
と
呼
…暴

け
た
.、

次
に
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
「生

活
館
」
に
つ
い
一㎞

潤
し
た
仏
教

 大
教
授
の
山
口
信
治
さ
ん
に
対
し

て

「若
者
に
愛
を
敏
陶
で
き
る
の

か
」
と
の
質
問
が
あ
っ
た
。
山
口

一

さ
ん
は
、
や
は
り
体
験
の
大
切
さ

を
説
き
、
「挟
、
た
す
け
一夕
」い

う
字
は
、
お
と
な
が
両
手
を
広
げ

て
、
弱
い
書
痴
潭
λ
て
や
っ
て
る

姿
な
ん
だ
よ
、
ル
黒
眼
で
教
え
て

も
何
も
わ
か
ら
な
い
。
だ
が
、
お

年
寄
り
の
お
む
つ
の
交
換
を
実
際

に
体
験
す
れ
ば
そ
の
意
味
が
わ
か

る
。
若
者
が
、
露
だ
き
り
で
貫
頂

亭
笑
っ
た
老
人
も
、
か
け
が
え
の

な
い
人
間
だ
と
考
え
た
85
、
逆
に

大
ぎ
な
こ
と
亭
教
わ
る
。
老
人
の

…

生
が
、
若
〔省
の
生
き
る
バ
リ
に
な

…

る
」
と
強
鯛
。

…

さ
ら
に
「寝
た
き
り
老
人
に
は
、

一

吐
会
的
交
わ
り
を
断
た
れ
た
こ
と

ー

に
よ
る

,言
葉
の
死
"
が
先
に
や

っ
て
く
る
ρ
こ
れ
を
宗
教
が
ど
う

救
う
の
か
。
現
状
は
何
も
し
て
い

な
い
」
と
も
指
摘
し
た
。

,覆

に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

坂
本
さ
ん
は

「ムス

必
要
と
さ
れ

て
い
る
の
は
、
知
繍
で
な
く
て
知

へ

患
で
あ
る
。
医
学
、
宗
教
、
心
理

学
、
社
会
学
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
部

門
か
ら
、
生
乏
死
、
あ
る
い
は
愛

に
、
光
を
当
て
、
深
く
考
察
す
る

こ
と
が
大
切
」と
締
め
く
く

っ
た
。・
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資 料3-1(1)

山 口研 究 室 シル バ ーエ イ ジDB(個 人 カ ル テ)開 発

そ の1、 マ ニ ュ ア ル つ く り

生 活 の 記 録 票

03

類 型

04

分類

美 崎 生 活 館

美崎高齢者福瓶 助会
(H年 月 日)

01

カルテ番号
、

一

一人暮らし

高齢世帯

痴呆

ねたきリ

A

B

C

D02受 理 日 年 月 日

05

ふ りかな

氏 名

06

性 別

1)男 性

2)女 性

07お と し

生年 月 日

1)明 治

2)大 正 年 月 日生

3)昭 和(満 才)

08

連 絡

電話

有線

家族(友 人)

09

住 所 守山市 町

10学 区

11自 治 会

12班(組)

13移 動 転入(ど こか ら)都 道府県 市 町

転出(ど こへ)都 道府県 市 町

14時 期

年月日

15お す まいの状況

1)自 家2)借 家3)間 借4)ア パ ー ト5)社 宅 ・公営

16受 給 している年金

1)老 齢福祉年金2)厚 生(共 済)年 金3)恩 給4)生 活保護

5)そ の他

(個 人カルテ ー01)
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(2)

`

13

15

16

l

L

(個 人 カ ル テ ー-02) カルテ番号( )

だれ と一緒か 1)単 身(ひ とり幕 らし)

1
旦帯の構成 2)老人夫婦の世帯

1 1)
3)(そ の 他の親族

同居する家族 氏 名 性 別 間 柄 健 康

1 男 女

・

2 男 女

3 男

'

女

4 男 女

5 男 女

.

16
男 女

7 男 女1
1

人間関係 1家族1)良 好2)普 通 3) やや問題あり 4)悪 い

おつきあ い

親戚1)良 好2)普 通 3) やや問題あり 4)悪 い

近隣1)良 好2)普 通 3) やや問題あり 4)悪 い

(友 人)

主な訪問者 訪問者なし

'

i

」

`訪 問 者 あ リ
・・だ れ?() 回/週

一

1
1

一.

(個 人カル テ ー02)

132



(個 人 カルテ ー03)

1)健 康2)普 通

1)視 覚 の障害

2)平 行感 覚の障害

3)言 語機能の障害

4)肢 休 の障害(上 肢)

(下 肢)

(体 幹)

10こ ころの健康1)正 常

20身 辺動作(食 事)

(排 便)

(入 浴)

21食 事の用意

家の掃除

買物

22主 な介護者 ・

協力者

23別 居中の家族

2)や や弛緩

1)自 分 でで きる

1)自 分 でできる

4)常 時おむつ 使用

1)自 分で できる

1)自 分でで きる

1)自 分でで きる

1)自 分でで きる

1)家 族2)親 戚

4)家 政婦

5)ホ ームヘルパ ー

6)看 護婦

7)そ の他

8)介 護 看な し

氏名 ㌫

カルテ番号(

(3)

)

3)病 弱4)ね た き り

良)一 1 (悪)

.・

12345

3)か な り弛緩4)異 常

介護必要3)全 介助

夜便器使用3)夜 おむつ使用

部分介護3)全 面介護

協 力必要3)で きな い

協 力必要3)で きな い

協 力必 要3)で きな い

3)近 所 の人

(回/週)

(回/週 、 回/月)

(回/週 、 回/月)

住所 連絡先
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(4)

(個 人 カルテ ー04)カ ル 番号(

ご 蕊一 一「=
8

)

25ね たき りに

な った原 因

26時 期

27す まいの 伏況

暮 ら し1)配 偶者 の死

た原因2)子 の死亡

3)子 の結婚 、転勤

4)本 人の希望

5)家 庭の不和

6)未 婚

7)そ の他

りに 1)脳 そ ち ゅう2)リ

原因 4)心 臓疾患5)喘

7)老 衰8)悪

の状況 1)腐 朽の程度

一 考

2)リ ウマ チ ス

8♪ 悪性腫瘍

2)換 気 ・風 通 し

3)排 水 、水の便

4)採 光(暗 い)

5)環 境 が悪 い

6)家 賃が高 い

7)立 退

8)風 呂がな い

9)床 の高 さ

1C)台 所

12)部 屋が狭 い

13)ト イ レ(タ ト)

14)修 理人 が いな い

ユ5)乾 し場

16)そ の他(

3)高 血圧

6)結 核

9)事 故(骨 折 な ど)

2)町 内会3)趣 味 の会4)宗 教 団体

6)シ ル バー一人材活動7)は た らき

(個人 カルテ ー04)カ ル テ番号( )

)
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(5)

刷 カルテ (医鮒 談)
カルテ番号

年 ・月 ・日

Physical

Blood

Blood

Urine

EKG

相 談 記 録

・・ ・ .

checksby

PreSSure(BP)

test(Chemistry)

(CBC)

(Serology)

test(Proteine;urlrle

(}1icro)

gandadvices

Doctor

/

●

sugar,

RescriptiOI1

・・

Urobilinogen)

・

.

個人 カルテ(医 療相談)…0
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(6)

屑入カルテ(生 活相談)」
一ー

ド コゴ ロ一 口　の ロクゴ 　コ ロ コ

1氏 名

一

カルテ番号

一一 一 .一 一 ・● '一 ー一 一 一 一 ・一 一 ・・ ● ・一

一 一 一 ●・ 一● 一一 一一

相 談 記 録

一 一 一 ●一一 一 一 ー ーー 一－

Checlssbysoc三alw.t)rker.・

Realf;i('iix:しaし/Lc,1!,c:iitL)ckf()rpyhsic".Jal'1(三imCI言n:,o.ld三sordc.c.

Filt}iiyre1:・tしic)flsa」1dしi-able

S,、1、iji、 、,t、!ti。∫1,1、、旦、dＬu,t、,e,、 し,d,,三a:,・.-i

～!d、ll..('、i):川drcscr元Pいon

'一'一 一 「一一一

__」

'

ー

'

一.一 一 ーー 一.'一 －

j

,
1

一 一

.

一 ⇔.

●●一'.一 ●

1)

ll4)

・ η 、
'ノ

■
」
-
ー

、

備 考

1)述 携

●●〔 －A-一 ー一 ・◆一 ーー ー一

1)福 祉 り}務所2)地 区 民 生 委 員

4)福 祈 施 設5)保 健 所

7)警 察 ・消防 署8:}シ ル バ ・・'人付

一 一 一一'一 一 ー 一 一 ～一・一

ー 一 一 ●一 ● 一 一 ・・●一 一 一

3)社 会福祉 協議 会

6)家 庭医

S)そ の他()

●一 否●一'一 工■一 ・・一… 一 一'・.一

個 入 相 談 カ ル テ ーー カルテ番号(

1
一''

)
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資*斗3-2(1)

生 活 記 録(個 人 カル テ)

美崎高齢者福祉 互助会

(美 崎生 活館)

01カ ル テ 番 号 04

類 型

05

分 類

02入 会 年 月 日 !)一 人 暮 らし

2)高 齢 世帯

3)痴 呆

4)ね た き り03退 会 年 月 日

05な ま え 06

性 別

()男 性

()女 性

07お と し

生 年 月 日

09

お す ま い

11移 動

治

正

和

明

大

昭

生

)

口

才

月

満

年

(

08

連 絡 法

話

族

人

壇

家

友

守山市 町

略図( ) 学 区

10自 治会

班(組)

転入(ど こか ら)都 道府県

転出(ど こへ)都 道府県

市

市

Y
」

～

田

W

12時 期

年 月 日

13す ま い

()自 家( )僧 家()間 借()ア パ ー ト ()社 宅 ・公 営

14受 給 して い る年 金

()老 齢 福 祉 年 金(

()そ の他(扶 養)

)厚 生(共 済)年 金()恩 給 ()生 活保護

(個 人 カル テ ー01)
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(2)

(個 人 カ ル テ ー02) カルテ番号( )

161)ひ と り暮 ら し

世帯構 成2)老 人 夫 婦 の 世帯

3)そ の 他(同 居 世帯)

17同 居す る家族 な ま え 連 絡 先

1本 人

2本 人の配偶者

3同 居 息子()娘()兄 弟

4そ の配偶者

5そ の子(名)

18介 護 者 氏名 年令 続柄 住所 連絡先

19人 との 関係 家族 ()良 好()普 通()問 題 あ り()悪 い

親戚 ()良 好()普 通()問 題 あ り()悪 い

近隣

友人

()良 好()普 通()問 題 あ り()悪 い

20主 な訪 間者 ()⑳ 棚 看 な し

()訪 間 者 あ り一 ど な た()

週 同 程 度

(個 人 カル テ ー02)
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(3)

(個 人 カル テ ー03) カルテ番号( )

21か らだの健康 健康()普 通()虚 弱() 22既 往 症

(良 し)123(悪 し)

23体 の 不 自 由 1)見 に くさ[][][]

2)ふ らつ き[][][]

3)も のが いいに くい[][][]

4)し び れ、 こる、 いた み[][][]

24医 療.リ ハ ビ 通院(病 院名)週 同程度

25精 神の状況 ()正 常()も の忘 れ()失 見 当()異 常

26日 常動作 食事 ()自 分でできる()介 助必要()全 面介助

排便 ()自 分 でできる()夜 便器使 用()お むつ

着脱 ()自 分でできる()介 助必要()全 面介助

入浴 ()自 分でで きる()部 分介助()全 面 介助

歩行 ()自 分 ででき る()部 分介 助()前 面介助

27家 事(食 事 の用意 食事()自 分でできる()協 力必要()で きない

家 の掃 除 の可否) 掃除()自 分でできる()協 力必要()で きない

買物 買物()自 分 でできる()協 力必要()で きない

28希 望 したい ()家 族()親 戚()近 所の人(回 ・週)

介護者 ()家 政婦(回/週)

()ホ ーム ヘ ル パ ー(回 ノ 週 、 回/月)

()訪 問看護(回/週 、 回/月)

()そ の他()依 頼す る介護看 な し

29別 居す る家族 氏名 間柄 住所 連絡先

(個 人 カ ル テ ー03)
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(4)

(個 人 カル テ ー04)カ ル テ 番 号( )

30ひ と り暮 らし

になっ た原 因

(

(

(

(

(

(

(

)配 偶者 の死

)子 の死 亡

)子 の転 勤

)本 人の希望

)家 庭の事情

)未 婚

)そ の他

時 期 備 考

31ね たき りに ()脳 卒中()リ ウマチ様疾患()高 血圧

なった原因 ()心 臓疾患()喘 息 ・気 管支炎()結 核

()老 衰()悪 性腫瘍(*)骨 折(事 故)()痴 呆

32吻 田(H1.6) ()胃 腸病()視 力障害()精 神障害

33す まいの状況 01)腐 朽の程度 各項 目の状況の良悪

(リ ス クの有 無) 02)換 気 ・風 通 し を記入する

03)排 水、 水 の 便

04)採 光(暗 さ)

05)風 呂が な い

06)床 の高 さ

07)台 所の高 さ

08)部 屋の狭 さ

09)ト イ レ(外)

10)乾 し場

11)家 賃が高い

12)立 退要 請

13)環 境が悪 い

14)修 理入 な し

15)・ そ の 他

()考 人 ク ラブ()町 内 会()学 習 会()宗 教 団体

34社 会参加 ()奉 仕活 動()シ ル バ ー人 材 活動()就 労

()昼 間施 設の利用()ゆ いの里(*)そ の他(無)

(個 人 か るて 一 〇4)
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(5)

ケ ア ー コ ーデ イネ イ シオ ン

(判 定 資 料1)

項目 時期 1・
● ● ● ● ● 備 考

日 歩行123 123い ず

常 排泄123 れ か記入

動 食事123

作 入浴123

着脱123

医 リハ 有無を記入

療 ビリの必要有

精 モノ忘れ 脳死 123い ず

神 失見当 れか記入

状 異常行動

況 痴呆度

介 介護者 介護者の介

護 介護状況 護状況を記

者 健康 人

家 家族の理解 経済など記

族 協力 入

事 経済

情 葛藤

(個 人 カル テ ー05)
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(個 人番号 )



(6)

個人カルテ〈医療相談〉-01

生活記録(医 療相談) 氏名 カルテ番号

相談期日(年 月 日) 相 談内容 ・記録 記録者

1

RouしineDR,Check

phases;顔 色

ふるえ

落ち着き

体温

主訴;

BP

BT

UT(Proヒeine,urlnesugar,urobiユinogenn)

EKG

other

HearingandAdvices

.

(個 人 カル テ 〈 医療 相 談〉-Oユ)

142

カルテ番号( )



(7)

個人カルテ(生 活相談)

氏 名 カルテ番号

)(者録記録記談相

,

.

.

日
●

月
●

年

(個 人 相 談 カル テ ー01)

143

カルテ番号( )



(9)
ケアー ・サービス判定資料票

(美 崎高齢者福祉互 助会)

平成 年 月 日

対象な らびに 機関への要請 既存の生活館

サ ー ビスの 内 容 サー ビスの必要性 (実施期 日)
一

サ ー ビ スの 利 用

1、 一 人 暮 ら し

2、 虚 弱 ね た き り 保健婦の派遣

医師の往診

3、 痴呆 老 人

援助資源

相談、訪間(医 療福祉)

家庭介護サ ービス

入 浴 サ ー ビス

デ イサ ー ビス

給食

派 遣 ホ ーム ヘル パ ー

保健婦 ・栄養士

OT/PT

紹 介 老人 ホーム紹介

連絡 緊急連絡

家族

民生委員

福祉事務所

社会福祉協議会

区長

病院 ・保健所

消防暑 ・警察署

紹会 ボランテアー団体

家政婦会

移送 移送

法律事務所

情報の提供

処置
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(8)

年 ・月 ・ 日 相 談 記 録 記録者()

Checksbysocialworker

ReaユOrientation,checkforpyhsicalandmenntaldisorder.

Familyrelaしionsandヒrable

Soclalisolation,ロaladjustment,deviant.

Advicesandrescription

判断;

連絡の必要

性 の有無

()福 祉事務所()地 区民生 委員()社 会福祉 協議会

()福 祉施 設()保 健所()家 庭医

(警 察消防暑()シ ルバ ー人材()そ の他()

(個 人相談カル テー01) カル テ番 号( )
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;資料4-1

童言

層

(木曜日)1988年(昭 和63年)8月11日(節三種郵便物認可)

一
ピコ ー■

「中
世
の
守
川
は
、
非
常
に
文

化
の
覆

生
地
だ
っ
た
ん
で
す

の

コ

ホ
ユつ

よ
。
姐
如
上
人
は
へ
字
ご
と
に
惣

と
呼
ば
れ
る
遡
嬰

ゼ
作

っ
て
、
今

で
い
藷

藷

の
場
と
し
た
。

つ
い
倣
近
ま
で
堅

野
洲
川
が
し

ぼ
へ
も
ん

ば
し
ば
氾
濫
し
て
、
流
域
岩
鉄
砲

水
が
別
っ
た
も
の
だ
か
ら
、
住
民

の
叫
吝

い
の
心
も
弛
い
。
こ
う

い
う
嬰

の
あ
宝

地
柄
だ
か
ら

こ
そ
、
高
齢
化
社
会
の
大
波
を
取

り
越
客
⇔
知
盟
が
生
ま
れ
る
ん
じ

ゃ
な
い
で
し
ょ
う
ご

'

仏
ー

⇔山
口

偶
治
さ
ん
は
熱
つ
ぼ
く
賠
る
。

高
齢
者
齪

曇

"
「珀
爾
生

活
飽
」
は
、
滋
賀
県
§

の
西

端
、
野
洲
川
の
三
角
州
の
突
端
に

あ
る
σ
イ
ギ
リ
ス
に
聞
鷺

地

城
柵
祉
の
・拠
点
と
な
っ
た
セ
ツ
ル

メ
ン
ト
の
研
究
を
し
た
山
口
さ
ん

が
、
.ミ
ニ
老
人
ホ
ボ
ム
を
自
宅
で

開
設
き

し
て
い
た
ク
リ
ス

チ
ャ
ン
の
岡
田
き

六
△
と

欝

、
「き

'の
竃

 掲
げ
た
の
は
七
年
前
。
以
来
、
ボ
'

ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
の
友
愛
肋
間
と

デ
イ
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
を
一
乗

の
控

.
に
、地
道
な
活
動
を
続
け
て
い
る
。
.

.
「や
あ
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
朗

色
が

ζ
.っ
て
も
い
い
よ
。
あ
、
ひ

崎生活館」滋賀県守山市の

"話

し

合

う

楽

し

み
"取

り

戻

そ

う

げ
が
伸
び
て
き
て
る
じ

ゃ
な
い

.
を
さ
す
っ
た
り
、
額
に
手
を
当
て

か
。
チ
ク
チ
ク
し
て
籍

ち
迎
い

た
り
。

「ぼ
く
た
ち
は
馨

じ
ゃ

よ
な
。
ひ
げ
そ
っ
て
あ
げ
よ
う
。

な
い
か
ら
、
藁

と
い
一遍

診
器

お
ば
あ
ち

ゃ
ん
、
熱
い
お
溺
と
カ

で
貝
合
を
み
る
ん
で
す
よ
」

-
ミ
ソ
リ
も
ら
え
る
?
」

山
胤
さ
ん
が
、
き
れ
い
に
ひ
げ

半
年
前
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
に
追
突

を
そ
り
終
え
る
と
、

「ま
あ
、
思

さ
れ
て
寝
た
き
り
に
な

っ
た
K
さ

手
も
し
て
く
れ
ん
こ
と
を
」
と
介

ん
((
ε
に
、
山
口
さ
ん
は
あ
れ
こ

髄
の
お
ば
め
さ
ん
(八
〇
)が
お
茶
を

れ
目

を
か
け
る
。
そ
切
間
も
腕

運
ん
で
、
.何
度
も
礼
を
い
う
。

回
慨
し
よ
う
く
‖

巾
で
迎
え
に
行

っ
て
、
月

一
回
、

態

館
で
デ
イ
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
を

.

ち

り
う

受
け
て
も
ら
う
。
痴
呆
の
遊
ん
だ

お
じ
い
さ
ん
や
リ
ュ
ー
マ
チ
で
歩

行
が
套

お
ば
あ
さ
ん
な
ど
+

'

言
葉
を
か
け
、
額
を
さ
す
っ

数
人
が
集
ま
る
」
寝
た
き
hあ
人

た
り
、
手
を
握
っ
た
り
、
可

の
場
貧
ほ
・
地
元
の
三
人
の
際
師

能
な
限
り
の
ふ
れ
あ
い
を
試

が
月
一
回
、.‖

に
肋
れ
る

み
る
山
口
さ
ん
㊨
と
岡
田
さ

一

ん

Ω
酷
側
部

山
市
で
)

ほ
か
、
山
口
さ
ん
や
岡
m
さ
ん
、

・麓

な
ど
が
週

一
一
三
伺
渡
愛
肪

‖

約
画
距
+
戸
に
住

聞
し
て
い
る
。

む
六
十
五
倣
以
上
の
老
人
は
百
二

「ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
刑
さ
ん
は

十
人
余
り
。
そ
の
う
芝
二
十
人
が

手
弁
当
。
一
応
、
会
路
側
な
の
で

'

寝
た
き
り
な
ど
の
虚
弱
老
人
。

す
が
、
会
員
に
な
っ
て
父
バ刻
二

「こ
う
い
っ
R

肉
体

千
円
を
払
っ
て
下
さ
っ
て
い
る
の

の
死
の
前
に
蘭

の
死
が
あ
る
」

は
七
+
軍
人
。
‖

助
会

と
m
口
さ
ん
に
は
Ψ
ろ
Φ
。

輿
の
肖

で
何
と
か
ポ
か
な
っ
て

.

一人
で
外
川
す
る
の
が
難
し
く

い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
中
に

な
る
と
家
に
引
き
こ
も
っ
て
し
諜

は
八
+
爾

の
万
も
い
ら
っ
し
ゃ

う
。
お
隣
の
お
ば
め
ち
ゃ
ん
と
の

る
。
郎
版
な
老
人
が
綱
い
老
入
を

立
ち
"乎
ら
で
き
な
い
。
寝
た
き

支
き
萄
と
い
う
回
覧

っ
て
ほ

り
に
な
っ
た
ら
な
お
さ
ら
、
家
族

し
い
の
で
す
」
と
岡
川
さ
ん
。

が
自
棄
を
か
け
る
こ
と
も
小
た
戸
・

「川
中
さ
ん
は
お
ら
ん
の
う
」

…

と
K
さ
ん
は
、
よ
う
や
く
口
を
開

…

い
た
。
自
分
が
ど
こ
に
則
る
の
か
・

…

あ
い
ま
い
な
の
に
、
前
回
や
っ
て

な
る
。
社
会
か
り

き
れ
、
雪

曇

生
ボ
ーツ
ン
テ
ィ
ア
の
名
は

…

葉
を
急
速
に
失

っ
て
い
く
。

し

っ
か
り
と
覚
え
て
い
る
。

……

「m
欝

な
く
な
る
と
硯
蓋

「閤
葉
を
尖
っ
た
老
人
の
乎
を

…

が
な
く
な
る
。
い
ま
、
自
分
が
ど

開
れ
ば
、
し
っ
か
り
と
竃

し

こ
に
、
ど
ん
な
状
態
で
い
る
の
か

て
く
る
。
こ
の
人
た
ち
に
と
っ
て

……

わ
か
ら
な
い
。
他
の
人
と
触
れ
倫

も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
斗
ン
が
生
き

.い
、
頂
翼
を
取
り
腐
す
必
累

あ

る
支
え
に
な
っ
て
い
る
の
で
す

る
ん
で
す
」

.
よ
」
と
、
山
口
さ
ん
は
K
さ
ん
の

と
に
か
く
社
会
的
な
交
わ
り
を

乎
を
も
つ
一
度
‖

。
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資 料4-2

入

浴

サ

ー

ビ
ス

¶

"
あ

ら

正

月

と

盆

が

.

.

一
緒

に

き

た

み

た

い

"
・

.ふ
れ
あ
い
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

坂

本

聡

子

l

N
さ
ん
は
10
年
前
か
ら
、リ
ュー
マ
チ
を
患

って
半
身

不
日
山
で
す

.畏
い
郡
お
風
呂
に

入
っ
て
な
か
っ
た
と
云
う

Ψ
で
†
.お
M
の
通
り
で
.
向
い
タ
オ
ル
が
m
く
汚
れ
、
洗
っ

て
も
洗
っ
て
も
ア
カ
が
出
て
火
.
36
舟
に
か
か
え
て
入
れ

た

00
に
は
.
俗
情
が
γ
力

一
而
に
浮
い
た
n
で
し
た
.

苅
物
に
荊
替
え
た
N
さ
ん
は
何
度
も
恢
な
が
ら
に
.
「お

.

硯
川
と
お
紘
が

…
帖
に
X
た
よ
・っ
な

気
80
ち
で
†
ワ
.
…

人
で
は
入
れ
な
い
し
.め
っ
た
に
洗
ぞ

も
ら
⇔
た
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
.W
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
.」
と
お
礼
を
云
わ
れ

ま
ん
た
.

N
さ
ん
の
朗
は
ビ
カ
ビ
カ
し
て
別

人
の
よ
う

に
若
く
さ

え
"
え
ま
し
た
●
人
宿
サ
ー
ピ
♂

取
"
川
藁

'俵
≡

一

続
け
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
大
事
な
活
動
で
あ
る
と
思
い
ま
す
.

2

お
中
富
リ
の
糾

川
竹
遡
が
又
喜
び
.
n
を
パ
ψ
ク
リ

さ
せ
た
も
の
に
ビ
デ
オ
が
あ
り
ま
し
た
.(
,淫
口
分
遡
の
活

動
が
加
ら
な
い
川

に
テ
レ
ビ
の
削
而
か
ら
出
て
来
た
か
ら

で
十
.文
川
の
発
達
に
お
ど
ろ
く
利
川
κ
や
、自
分
の
婆
に

見
入
っ
て
年
寄

ら
し
く
な
"
た
と
つ
ぶ
や
く
人
.思
い
が
11

一

な
い
事
で
"
11
"

さ
ん
が
、オ
ー
!
と
川
を
出
し
て
反
川間

が
あ
っ
た
事
で
し
た
.ピ
ヲ
オ
は
・n
い
企
画
だ
っ
た
よ
う
で

一

す
.

p
3

.
H
夫
婦
は
一
…11
前
弟
さ
ん
を
亡
く
さ
れ
て
い
ま
し
た

.
が
デ
ィ
ケ
γ
に
辞
加
さ
れ
た
の
で
十
.83
ど
う
・い
て
お
川
き

一
す

る
と
、
照

し
く
と
も
そ
れ
以
上
に
病
身
の
息
ψ
と
仰

慕
の
央
を
世
M
す
る
現
実
に
迫
82
れ
.
別
拙
に
心
肺
か
に

…
ひ
た
る
問
も
賄
い
」と
85
し
て
下
さ
い
ま
し
た
.思
わ
ず
胸

が
つ
ま
り
益
し
た
.

11
夫
婦
は
乎
を
引
い
て
、
オ
ト
ウ
ち
や
ん
又
借
せ
て
n

.

一
お
な
、と
腰
を
曲
げ
姦

饗

ス
で
瑚
ぞ

行
か
せ

C
た
.

在
宅
掃
祉
の
深
く
き
び
し
い
姿
を
受
け
止
め
ま
し
た
.

　
私
に
は
施
設
提
腕
し
か
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
.ど
ら
ら
を

二

く
ら
べ
る
わ
け
に
も
行
き
ま
せ
ん
.然
し
.行
政
の
光
の
ま

だ
ま
だ
遠
い
の
は
在
宅
に
山
づ
み
の
問
題
が
あ
り
そ
う
で

〔

な
ら
な
い
の
で
寸

.

・
在
宅
幅
祉
.
デ
ィ
ケ
γ
ポ
・7
!
テ
「
γ
に
c

加
9

で
川

一

い
て
学
ぶ
事
が
多
く
あ
り
、こ
れ
か
ら
も
㊨
加
を
し
て
少

し
で
も
比
余
の
23
12
に
立
て
ば
と
思
い
ま
牛
.

.

,
中

西

ふ
じ
え
様

追
悼

今
昔

の
お
別
れ
は
中
西
さ
ん
で
†
.
若
い
頃
か
ら

の
リ

ュ
ウ

マ
チ

の
体
験
は
此

の
世
の
も
の
と
思
え
な

い
苦
し

い
も
の
で
し
た
.そ
れ
で
も
天
理
の
病
院

で

の
松
原
医
師
が
市
民
病
院
長
と
し
て
来
ら
れ

て
か
ら

の
再
会

に
続
き
入
退
院
,
山
口
先
生
の
デ
ー
ケ
ヤ
ー

の
ご
指
導
は
噛
か
に
幸

い
な
事
で
し
た
.送
迎
サ
ー

ビ
ス
の
当
面
の
利
用
第

一
号
と
し
て
生
活
館
に
と
り

忘
れ
る
事
の
出
来
な

い
人
で
す
.
御
臨
終
直
後
の
医

ロ

　

師
立
会
い
に
は
訪
問
サ
ー
ビ
ス
中
の
今
井
先
生
が
呼

ば
れ
ま
し
た
.
戎
さ
れ
た
御
家
族
の
上
に
慰
め
を
祈

＼

り
ま
す
,

　

1。}片 〇二 三改(83才 、来日の み 世帯 艮 力を ふ

る う生 きが いを な くした老人)

息子 宍}工と同居 していたが、同 いに倒 れ平身

不 随 にな る.退 院後 ク ラッチを1寸け て自宅 で リ

ハ ビリを枕θていたが嫁 と衝突、やむ'よく別 居 、

理 由は祖父 の ク ラッチが`田刀、bfiennを つ け て

の リハ ピ.リと孫 がはいはいす る場 所 とが同 じ、'

(ろ うか)、 ク ラッチについ たごみ や泥 を孫が

脂で'よめ るので汚いと抗ほ した 乙とか らは じま っ

た よ うで あ る.

会nと して定m的 な坊間 を続 けて い たが しば

ば情 緒不安 定 にな り饗 をステフキで殴 るとい う

暴 力耶rl:をお こ してい る.友 愛訪 問 をtttJtih{

ら彼 の生Aが いを さがす.公f別 日の か たわ ら盆

栽 に齪 れたliεカを もっていたこ とがt2bか り、 そ

の 能力 を生 か す機会 を与 えるこ とに した.」 ド身

不随 にな ってt∫SC{}で きな くな っ'こと臼tEを う

し'∫ってい た二三ぷ 氏 、音と った きねずか が破

を救 った といえ る.今 日で13生 活 館 の生 きが い

活 動(盆 栽づ くり)の 滑 節と して人 材パ ンクに

登口 され、 リハ ビ リをか ねて活動 参加 され るよ

うにな った.ま たζれ までのほ験 を 自分史 に残

す ため学生 ボ ランテ ィア■が ヒ7リ ングを して

い る.現 在家 庭内の ・U力が改 田 され適応 性 を高

めて いる し、 リハ ピリテー シpン1ζ も閉極性 が

見 られるよ うに な った.別 居 して い た息 子家 族

も孫 をつれて 訪問 しセ くれるよ うに なり気分が

大分明 るkな り、雛 不安定Siriえ てさて い る・

1.1

.

q

再
度
歩
け
る
喜
び

パ

.

.

永

保

町

西

村

ク

キ

忘
れ
も

し
ま

せ
ん
昨
年
の
七
月
十
八
日
、
突
然
膝

が
痛

く
な
り

腰
や
足

の
カ
が
ぬ
け
、
全

然
足
が
立
た

.

.な
く
な
り
、
歩
く
事
は
出
来
な
く
な
り
ま
し
た
.

寝
床
は
敷
放

し
夏
で
も

コ
タ

ツ
に
入
り
足
を
出
し

て
座
る
の
が
精

一
杯

で
し
た
.

蒲
田
は
な
く
侮

日
々
々
が
空
し
く

60

に
は
落
込
ん

で
泣
く

こ
と
さ
え
あ
る
暗

い
毎

日
で
し
た
.

そ
の
頃
,
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
お

医
者
様
が
漢
方
薬

を

二
包
下
さ

い
ま
し
た
.
そ
の
二
色

の
漢
方
薬
を
呑

み
ま
し
た
ら
朝
不
思
虚
に
も
立
ち
上
が

る
こ
と

が
出

来
ま
し
た
.
歩

い
て
見
た
ら
歩
け
ま
し
た
.
朝
食

に

台
所
迄
歩

い
て
行

っ
た
ら
家
内

一
同
大
喜
び
で
し
た
.

思

い
05
は
遣

っ
て
行

っ
た
り
.
順
を
抱

え
連
れ

て

行

っ
て
貰

っ
た
朝
食
で
し
た

の
に
…
…
.

歩
け

る
よ
う

に
な

っ
た
の
は
十
月
の
66
わ
り
、
寒

い
冬
も

過
ぎ

二
年

の
正
月
も
室
内
は
良
く
歩
き
廻
り

ま
し
た
.
春

に
な
り
、
頑
か
く
な
り
外

へ
出
ま
し
た

ど
ん
な

に
楽

し
か
っ
た
耶
で
し

ょ
う
.
孫
と

二
人

で

散
25
.に
行
き
し
だ
れ
榔

の
芽
吹
く

琵
琶
湖

の
伴
を
歩

き
ま
し
た
.

.
時
に
は
桜
花
咲
く
比
良
連
峰
を
留
め

つ

つ
m
ん
ぽ

の
中
の

一
本
道
を
"
孫
と
二
人
で
情
胡
を

唄
い
乍

ら

畦
道
の
花
を
摘
ん
だ
り
.
晴
々
と
沮
み
渡

る
大
空
を

仰

い
で
深
呼
吸
し
た
り
私
は
元
の
体

に
も
ど
り
ま
し

た
.
体
一関
も
良
く
な

っ
た
六
月
故
郷
の
九
州
に
行
き

半
月
糧
遊

ん
で
帰
り
ま
し
た
.
只
今
は
85
祉
に
チ

ャ

リ
テ
ー

に
出
品
す
る
手
仰
り
の
品

々
を

こ
し
ち
え
て

※
し

い
日

々
を
送

っ
て
い
ま
す
.
酒
気
00
御
見
舞

い

.
、下
さ

っ
た
方

々
言
葉

の
励
し
頂

い
た
皆
様
厚
く
御
礼

申
し
上

げ
ま
す
.
ど
う
も
有
難
う
ご
ざ

い
ま

し
た
.

㊨
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故

片
山
喜
代
之
助
さ
ん

と
デ

ィ
・サ
ー
ビ
ス

岡

田

妙

子

(事
務
局
》

中
年
十
二
刀
十
七
日
の
夕
六
"
頃
だ

っ
た
.
「お
じ

い
さ
ん
が
息
が
苦
し
そ
う
で
あ
ば
れ

て
い
る
か
ら
樋

口
医
院
に
往
診
を
頼
ん
で
ほ
し
い
」
と
の
有
線
が
あ

っ

た
.
直
ら
に
往
ぴ
を
依
頼
し
た
が
パ・夜

の
診
察
が
帖

わ
り
て
来
て
も
ら
う
と
八
時
を
過
ぎ
て
し
ま
う
の
で
、

そ
れ
ま
で
持
て
る
状
態
か
ど
う
か
聞
合
、

一
瞬
ど
う

す
べ
舎
か
迷
い
ま
し
た
が
や
は
り
救
急
車
を
呼
ぶ
こ

と
に
し
た
.
そ
し
て
†
ぐ
近
く
に
住
ん
で
お
ら
れ
る

民
生
委
n
の
カ
に
遠
旅
を
し
た
.
モ
の
夜
、
七
時
半

頃
,
厚
内
出
血

で
亡
く
な
ら
れ
た
.
い
つ
も
診
て
も

ら
づ
て
お
ら
れ
た
守
山
市
民
別
院
で
,
C
T
も
恨

っ

て
も
ら
い
.
わ
が
姐
に
も
会
え
て
亡
く
な
ら
れ
た
こ

と
を
知
り
..
も
し
あ
の
"
、
救
急
班
を
呼
ん
で
あ
げ

な
か
つ
た
ら
お
京
で
医
者

の
往
鯵
を
待
た
な

い
で
、

わ
が
帆
に
も
会
え
な
い
で
息
を
ひ
倉
と
ら
れ
た
な
ら
、

み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
に
心
り
り
が
あ

っ
た
こ
と
と
思
う
.

問

一
襲
の
と

こ
ろ
で
適
切
な
対
応
が
取
り
15
た
こ
と

を
木
肖
に
よ
か

っ
た
と
生
活
飽
の
役
割
が
ほ
ん
の
少

し
で
も
果
た
せ
た
事
に
ほ
っ
と
じ
て
い
る
.

喜
代
之
肋
さ
ん
は
奥
さ
ん
の
ふ
さ
さ
ん
と
二
人
暮

ら
し
の
名
人
家
庭
で
あ
る
.
ふ
さ
さ
ん
の
出
身
が
京

都
で
私
共
の
以
前
住
ん
で
い
た
近
く
に
生
ま
れ
育

っ

た
取
が
今
も
あ
る
こ
と
か
ら
最
初
か
ら
心
開
い
て
脱

し
く
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
.
生
活
館

の
68
厭
栂
啖
に

は
必
ず
束
ら
れ
.「生
活
館
の
優
等
生
」
と
い
わ
れ
て

い
る
と
笑
い
乍
ら
し
ょ

っ
中
肋
ね

て
来
ら
れ
、
身
の

上
品
や
村
の
あ
れ
こ
れ
を
教
え
て
い
た
だ

い
た
.
主

人
も
殆
ん
ど
侮
日
お
頗
を
見
に

(変
わ

っ
た
二
と
が

な

い
か
ど
う
か
)
友
愛
訪
問
に
出
向

い
て
い
る
.
お

じ
い
さ
ん
は
、
お
ば
あ
さ
ん
が
い
な

い
と
生
活
館
に

打
ぬ
し
て

「う
・ら
の
お
婆
は
来
て
い
な
い
か
」
と
間

か
れ
る
の
が
屡

々
だ

っ
た
.
そ
れ
は
お
ば
あ
さ
ん
と

方
"
も
舶
れ
て
い
た
く
な
い
市
と
、
気
が
煩
く
て
明

治
生
ま
れ
の

一
徹
な
我
侭
じ
い
さ
ん
で
あ
っ
た
.
喜

代
之
肋
さ
ん
は
絆
ば
な
し
に
出
て
く
る

、
こ
ぶ
と
り

じ
い
さ
ん
」
の
よ
う
に
そ
れ
は
大
き
な
こ
ぶ
が
肩
ま

で
ぶ
ら
さ
が

っ
て
い
た
.
乎
術
後

の
こ
ぶ
の
傷
口
の

早
当
て
毎
も
お
ば
あ
さ
ん
の
仕
事
だ

っ
た
.
と
り
わ

け
晩
年
は
、
下
の
不
66
束
の
洗
い
も
の
が
大
変
で
し

た
68
.
恵
を
ひ
倉
と
ら
れ
る
前
に

「お
填
あ
、
お
婆

あ
.
お
婆
あ
」
と
三
度
も
ふ
さ
さ
ん
の
名
を
呼
ー■
れ

た
と
か
…
…
.倉
っ
と
、お
ば
あ
さ
ん
〃
あ
り
が
と
う
〃
聖

と
最
後
の
感
知
と
お
別
れ
の
言
葉
で
あ

⇔
た
の
で
し
ょ

う
.
「ふ
さ
さ
ん
、
長
い
問

い
ろ
い
ろ
と
言
わ
れ
乍
ら

本
当
に
よ
く
尽
く
し
て
あ
げ
た
わ
ね
:
…
失
当

に
ご
苦

労
さ
ん
で
し
た
…
…
」
ふ
さ
さ
ん
は
偉
い
〃
"と
肩
を
た

た
い
て
↓
心
か
ら
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
を
捧
げ
た
い
と

思
い
ま
す
.
お

一
人
に
な
ら
れ
た
寂
し
さ
を
生
活
館

に
お
い
て
.
ま
た
.
今
枝
の
お
っ
き
あ
い
に
お
い
て
、

少
し
は
ま
ゼ
れ
る
こ
と
が
出
来
ま
す
よ
う
に
と
心
か

ら
H
⇔
て
い
ま
†
.

{イ)古Oよ し(72才 、 ひ と りUら し老人、 息子

ヲミ婦 と別 杜・同敷 地内 の プ レハ ブに住む研1独を

訴 える老人),

6SFn;itcszeと 死(前 死 ∴6ヵ 月入院 加ヵ:{した

の ち死 亡)に わか れ る.以 来息 子夫組 と同居 す

るが娘 とのお りあ い悪 く(こ とご と く気 が あわ

な い、.さつ い性格、 年寄 りを大IJ;tcし て くれ な

い、ものを食べ さ廿て くれない風呂に入れ とい っ

て くれ ないな ど)同 じ敷 地 内tcプ レハ ブ(61't'

」間 、台所 、手洗 い、'洗}宿場 と玄関 をか ねた土

間)を っ くりみず か ら別 居 を宣言 して気 楽 にひ

とり暮 らしを して い る老 婆で あ る.ナ レハ ブに

移 って気 楽 に恐 ら して いた力塒1斤 襲 う胴 の圧迫

に不安 を感 じ医 師の診 察 を うθ るが5彩 担3な い

といわれ 不安 な何8を 選 ってい た。生 活 館 との

つなが りは当生活 館の 医師 らの訪問 健康}ll談 を

うθ紺 止相 談の友 愛訪 問にて しば ら くア ブO－

チするこ とに した.そ の姑粟、 彼女の不 定愁 訴

の原因 は嫁 に対す る不満 と判定 で きた.っ 弍 り

rあ ん な奴 と粕 川 した息 子 が か わ い そ うだ ∫

rい っそ息 子 を連 れ てど こか で2人 だり でt.Tら

したいJ「 息 子の すLStifiべ 物 を沢山 作 ってfl

.べ させ7こい」rあ んな嫁になめ られて くや しい」

rお じい さん(夫)tiや さ しか った」 「む か え

に きてほ しい」と、われわれが訪問す ると き まっ

て自分が どれ ほど我 慢 して酬え て いるか 涙 ま じ

りに訴 え る.こ れ に伺 的的 なのが'珊珊の同 じ境

遇の おば ち ゃんmPtlJで あ る.古O姉 の プレハ ブ

を尋ね てきて ぱ鍵[】同 音 に娘の 恕0を 言い 合 う

場所 とな った.生 活館 とのmが りが でき る前 、

数 回ElfS未 遂tcttsbっ た1川!トをお こ してい る.

さ らにrま えの洞 に身 をなげて死 ぬj'と い って

もRの 目の前 で)IEur込 むよ うな」,二似 をす る1.li'ix

畦]段が数回 あ ったり した.半 年の 友澱訪問 に ょ

り落 ち{濃きを とりもど した.が あ るn生 活 館の

ワー㌃ に も随 で(故 人 のras.ftん趣1,1・tiも

らしていたらしい)息 子 を連れて療 を出て しま っ

た・O哩 は生活館gワ ーカーに政 から瓢 が

踊i奇訪 問 してほ しい.との内容 で わか った。辺側

の!貝族 会ほ のti7{n、 処観 と して 古O肋 と別居 し
'てしま

った要側 との2而 か ら1卿es.ICのりだす こ

とをtta+n、 夫婦の問 題15地 元の民生 秀nや 家庭

限†1断の!川～袷nら が、古O姉 へtt生 活館 の ワー

カーが あ たった.半 年の山 窟期間 をえて 加η∫息

子 を辿 れて もとの プ レハ ブに戻 って きた.嫁 と

の 問 も、 夫闘 のnlltSULtOと 孫 との問 も以前 に く

らべて改9書 しい.現 在彼女 は 自分の そう した

経 験 を生 か して灼 との あっ れ き随 ∫6の相 談 役

(よ さ聞 き役)と して プレハ ブを開放 してい る.

tWICl回 提度学生 ボ ランテ ィアーの参加 と生活

館の ワ ーカー らによ る孤独な老 人た ちの グル ー

プ ワー クが な されてい る.

親族 や・り)門の鮒 ♪委員で も別 口で さなか った

問 題 を生 活 館の マ ンパ ワーで解決 で岩た ことは

IE所 に お り る生活蛇 の存在 を明 らかに させたこ

とであ ろ う.

VgS;'A・ 氏(90才 、迎 《内線)入 院 のため

ひ と りUら し、不 適応 を おこ した老人)

老夫婦 の 世帯 で あ ったが、突 然の 袈の入院 に

ょ り不適 応症状 を呈 した老人で あ る二

生 活{辛口 世帯 であ った力叫三年 まえ坦 の もとに

iOtX.htま いこんで きたため、 生活保 鞭 を打 ち切

られ る.散 方月 後 婆 リュ ウマチで入院 、3ヵ 月

の間 食べ 物はてん や もの を とり、jt校 的貝沢 な

生活 を していたが 家庭管 理が で きず あれ放題 に

な る●snht近 くに いるht週 に1度 くらい しか面

倒が み られ ない.そ れ まで持病 で同院 通い して

いたhC・一人 で」田 こもの れず悪化 .iliの ホームヘ

ルパ ーを「衣朝す るが必 要な いと こと わ る、 また
一〇〇小一 ムへ の シeウ トステイの利用 をすすめ

るが弦ifテ1ζことわ られ る.

生活 館 で目腐時 に小 一 ムヘルパ ーを旅泊 し力

辺 の介」鍾にあ た った.給 食サー ビスや買 い物 ・

洗濯 ・騰除 な どを邪1:1:する.あ ろと き犬 をっれ

て散歩 の時、 犬に ひか れて土 手下に㍍嬬 、通 り

がか りの情 家の 人 によ り救 出、 これが もとで閑

人 た らの 協ヵが え ら'れ1η田を亜」;`館にタllらせて

くれ ろよ うにな る.'今 日 そ'うした情 人 た らの 田

力でケアーが スムーズに なされ るよ うになった.
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美
崎
生
活
館

地
域
に
根
ざ

し
た
福

祉
を

目
指

し
て
、
活
動

中

で
す
。

医

原

と
福

祉
を
連
動

さ
せ
た
、
新
し

い
老

人
福

祉
の
シ

ス
テ

ム
づ
く

り

に
取
り

組
ん

で
い
る
の
が
、
守

山
市

は
琵

琶

湖
大

橋

の
ほ
と
り
に
あ

る
※

崎

生
活

館

(
岡
川

繁
雄

館

長

)
で
す
。

「
高
96

化
社

会

が
進
む
に
つ
れ
、
施
設

収

容
型

の
福

祉
は

行

き
詰

ま
っ
て
き
ま
す
。
そ
こ
で
地
域
ぐ

る
み
に
よ
る
在
宅

福

祉

が
必
要

に
な
っ
て
く
る
ん
で
す
。
」

W

秒

老

人

ホ
ー
ム
を
経

営

し
て
い
た
岡

川

さ
ん
ご
夫

.

衰

が
、
現

在

の
生
活

館
の
形

に
切
り
換

え
ら
れ
、
本

16
的

に
在

宅

福

祉

の
活

動
を
始

め
ら
れ
た
の
は
昭

和

59
年
の

{
・

こ
と
。
ス
タ

ッ
フ
は

医

師
、
ケ
』

ワ
ー
カ
ー
、
学

生

な

ど

企

て
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
。
寝
た
き
り
や
悩

み
を
持

つ
老
人
宅

へ

の
友

愛

訪

問

、
予

防
医

療

を
中

心
と
し
た
健

康

相

談
、

入

浴

.
配

食

・11

い
物

・
病

院
ま

で
の
車

の
送

迎

な
ど

の

デ
イ

.サ

ー
ビ
ス
と
い
っ
た
活
動

に
し
が
ぎ
ん
福

祉

基
金

は

役

立

て
ら
れ

て
い
ま
す
。

.

お
年

寄

り

た
ち
も
、
生
活

館

の
ス
タ
ッ
フ
が
来
る
の
を

と
て
も
楽

し
み
に
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
だ
と
か
。

「
喜

ん
で
く
だ
さ
る
の
が
、
何
よ
り
の
励
み
で
す
」

そ
う
お
っ
し
ゃ
る
岡
川

さ
ん
は
、
い
ず

れ
は
地

域

ホ
ス
ピ
ス

を
U

指

し
た
い
と
、
老
人
福

祉

の
理
想
郷

を
模

索
さ
れ
て

い
ま
す
。

冠
0
7

7
5

・
8

5

・
1
0
7

9
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闇
、

.

.一

」堅 田駅前 に開店4か 月、心の交流

.碑驚

ぶ
☆
至

ぷ
蔀
.

代
金
ご
ま
か
し
ゼ

ロ

へ

「頑

張

れ
」手

紙

も

山本農園でパラを束

ねる石本さん 一

常連客も多くな ったパラの無人店(左 が岩井さん)

 

J
R
湖
西
線
堅
田
駅
前
の
一
角

に
バ
ラ
の
花
の
無
人
店
が
で
き
て

四
か
月
。
店
と
は
い
っ
て
も
バ

ケ
ツ
に
花
束
が
差
し
込
ま
れ
、

手
提
げ
金
庫
を
改
造
し
た
代
金
箱

が
補
い
て
あ
る
だ
け
。
初
め
の
う

ち
は
ほ
と
ん
ど
見
向
き
も
さ
れ
な

か
っ
た
が
、
い
ま
で
は
常
連
客
も

つ
い
た
。
そ
し
て
何
よ
り
う
れ
し

い
の
は
、
代
金
の
ご
ま
か
し
が
全

く
な
い
こ
と
。
売
る
人
と
買
う
入

が
閲
を
合
わ
せ
る
こ
と
は
め
っ
た

に
な
い
の
に
、
ほ
の
ぼ
の
と
し
た

心
の
交
流
の
輪
は
し
だ
い
に
広
が

っ
て
い
る
。

バ
ラ
を
聞
い
て
い
る
の
は
守
山

市
水
原
町
、
無
職
岩
井
久
宰
さ
ん

(七
色
。
同
市
洲
本
町
の
山
本
展
園

(
山
本
隆

一
さ
ん
経
営
)
で
バ
ト

ト
を
し
て
い
る
近
所
の
主
婦
石
本

さ
だ
子

さ
ん
八三
△
ら

二
人

か
ら

「少
し
で
も
燭
の
つ
い
た
バ
ラ
は

出
間
で
き
な
い
。
も

っ
た
い
な
い

の
で
何
か
に
役
立
て
た
い
」
と
相

談
を
受
け
た
の
が
き

っ
か
け
。

㏄

東
都

・
四
本
瑚
寺
の
元
僧
り
ょ

で
、
い
ま
は
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
で

M
溺
活
動
を
し
て
い
る
岩
井
さ
ん

は

「遡
憩
が
押
し
つ
け
に
な

っ
て

.

"

"
::

 

は
い
け
な
い
の
で
、
無
人
店
を
開

い
て
は
」
と
提
案
、
農
園
の
山
本

さ
ん
も
快
く
花
の
提
供
に
応
じ
て

く
れ
た
。

場
所
は
、
岩
井
さ
ん
方
か
ら
西

へ
約
五
子
離
れ
た
堅
田
駅
前
。
乗

降
客
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
決
め

た
。
オ
ー
プ
ン
は
二
月
中
旬
、
東

は
ず
れ
の
空
き
地
フ
ェ
ン
ス
の
下

に
、
=
丁

十
本
の
二
十
束
を
バ
ケ

ツ
に
入
れ
、
固
に
代
金
箱
と

「
無

人
店
」
の
目
板
。
値
段
は

一
束
三

百
円
に
し
た
。

初
め
は
パ
ラ
を
椥
目
に
け
げ
ん
.

そ
う
に
通
り
過
ぎ
る
人
が
多
く
、

さ
っ
ぱ
り
売
れ
な
か
っ
た
。
岩
井

さ
ん
が
車
で
花
束
を
運
ぶ
の
も
週

に

一
、
二
回
だ

っ
た
。
し
か
し
、

日
が
た
つ
に
つ
れ
て
売
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
。
岩
井
さ
ん
は
午
後
三

時
に
花
束
埠
膚

く
が
、
い
ま
で
は

翌
日
の
午
前
中
に
は
ほ
と
ん
ど
な

く
な

っ
て
い
る
。
.

岩
井
さ
ん
ら
は

「
代
金
を
払
わ

ず
に
花
を
持
っ
て
行
く
人
が
多
い

の
で
は
な
い
か
」
と
心
配
し
て
い

た
が
、
代
金
箱
の
中
身
は
い
つ
も

き
ち
ん
と
合
っ
て
い
る
。
そ
れ
ば

か
り
か

、
時
に
は

「き
れ
い
な
バ

ラ
を
あ
り
が
と
う
」

「
心
が
な
ご

み
ま
す
。
頑
張

っ
て
下
さ
い
」
な

ど
と
書
か
れ
た
手
紙
が
置
い
て
あ

・る
。大
難
市
真
野
か
ら
堅
田
の
病
院

に
通
う
看
護
婦
重
三
)は
毎
日
買
っ

て
患
者
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

「こ
の

花

に
は
真
心
が

こ
も

っ
て

い
ま

す
。
患
者
さ
ん
も
楽
し
み
に
し
て

い
る
ん
で
す
」
と
い
う
。
ま
た
、

　

岩
井
さ
ん
は
時
々
、
同
駅
事
務
所

　

と
堅
田
題
駅
前
派
出
所
に
も
花
束

を
届
け
て
お
り
、
ほ
の
ぼ
の
と
し

た
温
か
さ
が
駅
周
辺
に
漂
い
始
め

て
い
る
『

・:

・.岩
井
さ
ん
と
石
本
さ
ん
は

二

束
の
バ
ラ
か
ら
こ
ん
な
に
も
触
れ

合
い
が
生
ま
れ
る
と
は
想
像
も
し

ま
せ
ん
で
し
た
。
花
を
愛
す
る
人

た
ち
は
み
ん
な
思
い
や
り
が
あ
る

ん
で
す
ね
」
と
う
れ
し
そ
う
。
そ

ん
な
人
た
ち
の
た
め
に
も
、
花
束

ρ

'

≡
≡
一≡
三
=
≡
一ー一≡

≡
=
=
≡
≡
一一≡
一=
一=
≡
一一=
≡
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≡
≡
≡
一ーー一一≡

一一≡
≡

≡
≡
一一ー一一≡
≡
一≡
≡
≡
一ー一≡
一≡

=
≡
≡
一一≡

≡
一≡
≡
一≡

一ー一≡
≡

一一=
三
≡
一一≡
=
≡
一≡
≡
≡
一一一≡
=
≡
≡

≡
≡
一=
一≡

=
≡
一一≡
≡
一≡
=
§
≡
≡
=
≡

一一}=
一≡
≡
≡
§
一ー一=
≡
≡
一≡
≡
=
一ー一≡

≡

の
セ
ロ
ハ
ン
代
な
ど
の
実
費
を
引

い
た
売
上
金
を
恵
ま
れ
な
い
人
の

た
め
に
使
い
た
い
と
い
う
。

(
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